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プロローグ







　アリス・フィン・ノンマルスは、あの御お方かたの為ために戦っている。あの御方に全すべてを捧ささげようとしている。

　クリスフォードやマリィ、その他の童女ニンフエツトたちは、そう思っているだろう。

　確かに、自らの口からそう言った事もあった。

　それは嘘うそではない。が、真実そのものとは言いがたかった。




　――私は、あの御方を屈くつ服ぷくさせる為に戦っている。

　――私は、あの御方の全てを手に入れようとしている。




　それ以外の愛し方など知らない。

　あの御方に対してだけではなく、クリスフォードやマリィやその他の童女たちに対してもそうだった。

　アリスの愛は常に、所有者と玩具おもちやという関係。

　故ゆえに、アリスはあの御方を所有しなければならない。上回らなければならない。

　相手が神だからといって、見上げるのは嫌いやだ。

　首輪をはめたい。鎖くさりで縛しばりたい。コルセットで締しめ付つけたい。

　だから戦う。

　恐きよう怖ふ劇を見せつけてやる。

　二千年に及およぶ準備は整いつつある。

　あの御方を思うだけで体が熱くなる。呼吸が荒あらくなる。心臓が破は裂れつしそう。

　大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き大好き。

　決着は間もなくだ。

　あの御方の髪かみも、産うぶ毛げも、眼球も、唾だ液えきも、指先も、耳も、舌も、全てを舐なめとってさし上げる。幼い体に快感を刻み込む。逃のがさない放さない。

　――ああ、ティアマト様。今、犯おかしに行きます。







第一章　残虐にうってつけの日







１




　イルミにとって状じよう況きようは絶望的だった。

　アリスに対たい抗こうする唯ゆい一いつの手段であるアーティファクトを全て奪うばわれてしまい、戦力差が縮まるどころか、初めて会ったときより開いてしまった。

　五つ全てのアーティファクトが揃そろえば、どうなってしまうのか。

　まるで見当も付かないが、何が起こるにせよイルミたちの利益になるような事はありえない。

　そしてアリスの後ろにはティアマトが控ひかえており、しかも、それを倒たおしたからといって星の崩ほう壊かいを止められるという保証もない。

　それでも――イルミは絶望していなかった。

　気持ちは萎なえちゃいない。

　アリスとの戦せん闘とうで傷ついた体に鞭むち打うって立ち上がり、気絶しそうな痛みの中で歩き出す。

　自分でも不思議なほど前向きだった。

　これからどうすればいいだろう、とか、勝てるわけがない、といった後ろ向きな考えが浮うかばない。

　頭の中にあるのは、アリス・フィン・ノンマルスを叩たたきのめすという、その一点のみ。

　それがキャロライナを助けられる唯一の道なのだという確信があった。

　アリスを倒せばティアマトへの道が開けるだろう。

　ティアマトを倒せば、また次の道がある筈はずだ。

　この進路に分ぶん岐き点てんはない。

　振ふり返かえって別の道に逃にげる時間もない。

　イルミは左ひだり腕うでを空に突つき上あげ、アリスが飛んでいった方角を指した。

　追いかける。

　歩いてでも、這はってでも。

　しかし――

　次の瞬しゆん間かんに起きた出来事は、流石さすがに想定外だった。

　分厚い雲を切きり裂さいて、巨きよ大だいな岩が現れたのだ。

　落ちてきたのではない。ゆっくりと降りてきたのだ。そのまま岩は停止し、空に浮ふ遊ゆうし続けた。

「あれは……」

　正確な大きさは分からない。

　だが、岩の上には山があって森があって――イルミの目には、島が飛んでいるように見えるのだ。

　夢か幻まぼろしか、そうでなければアリスの仕し業わざだ。

　あの女なら、島を持ち上げて空に浮かべる芸当くらい、やってのけるだろう。

　出で鱈たら目めなまでに強大。

　それでもイルミは、足を引きずるようにして歩き出す。

　浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつを使えるまで魔ま力りよくが回復するには、もう暫しばらく時間がかかる。

　しかし、回復を待つ気にはなれない。

　一歩ずつでもいい。アリスを追おい詰つめる。

　それはキャロライナの元へ帰る道なのだから。




　決別は驚おどろくほどあっけなかった。

　手を差さし伸のべてくれたサクヤへの最後通達。

　自分は徹てつ底てい的てきに悪へ落ちるという宣言。

　それがマリィの意志なのだ。

　何の言葉も発せずに、柄えを握にぎりしめ、刃はを振り上げ、デスサイズを唸うならせた。

　サクヤの首を切断し、子竜の胸に刃を刺さし、家屋を粉ふん砕さいし、キャロライナを奪だつ取しゆする。

　――サクヤお姉ちゃん、私は貴女あなたの敵だよ。

　気付いてくれただろうか。

　鈍どん感かんなサクヤでも、いい加減に察しただろう。

　もう、二人の道は交わらない。

　マリィが進む道は、アリスの通る道。

「アリスお姉ちゃん、分かりやすい目印を浮かべておくって言ってたけど……これは流石に……」

　キャロライナを担かついで空を飛んでいたマリィは、その目印を見つけて顔を引きつらせた。

　何せ、根城にしていたリンデン島がまるごと浮かんでいるのだ。

　酔すい狂きようもここまでくると偉い業ぎようである。

　呆あきれながら島の上に行くと、アリスの声が聞こえてきた。

「マリィ、ここよぉ」

　見下ろすと、草原にアリスが立ち、手を振っていた。

　マリィがそこに降りていくと、なぜかアリスは凄すごい勢いで走ってきて、体当たりの如く抱だきついてきた。

「きゃぁっ、ア、アリスお姉ちゃん、危ないよ！」

　マリィはキャロライナを落としてしまい、更さらにアリスに押おし倒され、そのまま草の上をゴロゴロと転がった。

「あは、いいじゃない。こうやってマリィと遊べるのも今日が最後なんだから」

　アリスは頬ほおずりしながら、そんな事を言った。

「……アリスお姉ちゃん」

　マリィは口ごもってしまう。

　今日が最後。それは、たんにマリィとアリスが会えなくなるという意味を超こえて、この星のあらゆる歴史が幕を閉じるという事だった。

　正直、想像すると体が震ふるえる。

　誰だれも犯した事のない、空前絶後の悪行だ。マリィはその片棒を担いでいる。

　アリスは平気なのだろうか。

　責任とか、重圧とか、後こう悔かいとか、感じないのだろうか。

　マリィにはアリスの心情など想像もできないし、聞いても意味がない。

　ただ分かるのは――アリスはこの別れを名な残ごり惜おしんでくれている。

　今この瞬間は、星の終しゆう焉えんよりも、マリィとの別れを想おもってくれている。

「アリスお姉ちゃん。あのね……大好き、だよ」

　マリィは少し照れながら、心を込めていった。

「あは、ありがとう。私もマリィが好きよ。でも、マリィみたいな普ふ通つうの女の子にこんなこと言ってもらえるなんて、何だか不思議」

「そうかな？」

「そうよ」

　そうかもしれない。

　しかし、好きなのだ。

　信じがたいほど非道な行いを平気でやるくせに、マリィたちの事は心底大切にしてくれる。

　神様に逆らうほど剛ごう胆たんな一方で、酷ひどく寂さみしがり屋やで、大切な人が死ぬと涙なみだを流す。

　気が遠くなるほど長生きをしているのに、言動は少女そのもので、同性のマリィから見ても可か愛わいいと思ってしまう。

　それらの対極的な要素が、アリスの中には同居している。崩壊する事なく、極きわめて安定して、唯ゆい一いつ無む二にの人格を作っていた。

　それがたまらなく愛いとおしい。

　そばにいたいと思ってしまう。

　アリスの腕うでの中にいると、世界のどこにいるよりも安心するのだ。

　だからもう少しだけ、この温ぬくもりを感じていたい。

　眼を閉じて、力を抜ぬいて、されるがままになっていたい。

　だが、時の流れは止まらない。

「マリィ、そろそろ始めましょう」

　アリスから終わりが告げられる。

　そうだ。アリスはマリィだけに構ってはいられないのだ。

　何せ、彼かの女じよの目標は神様に挑いどむ事だから。

　立ち止まってはいられない。

　常人ならば踏ふみ込もうとすらしないほど険しい道を、一歩ずつ踏みしめ、そして終着点に到いたろうとしている。

　こんなところで引き留とめては申し訳ない。

「うん、分かった」

　マリィは頷うなずく。

　二人で立ち上がり、暫く見つめ合った。

「アリスお姉ちゃん、さよならのキスをしてもいい？」

「あら、マリィからおねだりなんて珍めずらしいわ。もちろん、いいわよ」

　アリスが膝ひざを曲げ、目線をマリィに合わせてきた。

　そしてマリィの方から、そっと頬に唇くちびるを重ねる。

　これが最後。

「バイバイ、アリスお姉ちゃん……」

　マリィは後ろに一歩下がり、言葉を噛かみ締めながら別れを告げる。

「ええ、今までありがとう、マリィ」

　次の瞬間、マリィはアリラト島から飛び降りた。

　向かうは下界。

　標的は人類。

　行なうのは無差別大量虐殺。

　男も女も、子供も老人も、奴ど隷れいも貴族も、誰だれ彼かれ構わず一心不乱に浄じよう化かを始める。

　星の終焉を加速させるのだ。

　それこそが、アリスが演出する恐怖劇における童女ニンフエツトの役目。

　いいか悪いかで言えば、悪いに決まっている。

　それでも、大好きなアリスの為にやりたいのだ。

　悪に染まるというのは本来、大変な事だとマリィは最近思うようになった。

　善でいれば社会の中で生きていける。誰かと助け合って生きていける。だから楽。しかし、悪にはそれができない。悪に落ちた人は社会の全てから拒きよ絶ぜつされてしまう。

　故に、目標を達成する為に悪行を働かねばならなくなったとき、多くの人は目標を諦あきらめる。善を選んで、規き範はんの中で生きていく。

　だが、その目標が絶対に諦められないもので、なおかつ、多くの人々を理り不ふ尽じんに犠ぎ牲せいにする事でしか果たせないものだとしたら？

　絶対という言葉ほど究極的なものはない。そこに一分の隙すきもなく、逃げ道みちもなく、妥だ協きようも許されない。

　だからアリスは悪なのだ。

　この星丸ごと犠牲にして目標を果たそうとしている。絶対にそうするしかなかった。

　悪。悪だから批難されるのは当然だ。

　犠牲にされた人々からすれば、アリスとその仲間であるマリィたちは、それこそ悪あく魔ま以外の何ものでもない。

　ところが、それはどこかで妥協できた者の理り屈くつなのだ。

　アリスには妥協という選せん択たくはなかった。

　強固な意志に突き動うごかされている。

　二千年経たっても折れず、世界中を敵に回しても躊ちゆう躇ちよせず、神に手を伸ばして掴つかみ取とろうとしている。

　綺き麗れいだとマリィは思う。

　そんなアリスを支えたい。

　――その為に私は殺さつ戮りくするよ、アリスお姉ちゃん。




　草の上に寝ねそべるキャロライナを抱き上げながら、アリスはこそばゆい気持ちになっていた。

　正直、不思議だった。

　自分は狂きよう人じんだという自覚がある。世の理屈から大きく逸いつ脱だつしたところで動いているのは明白だった。

　なのに、普通を絵に描いたような女の子であるマリィが、最後まで付いてきてくれた。

　連れてきたときこそアーティファクトの力で洗脳していたが、今では彼女自身の意志で従ってくれている。

　こんな自分に付いてきてくれたマリィとクリスフォード、そして世界中に散っている童女ニンフエツトたちに深く感謝する。

「貴女たちのおかげで私はここまで来れた。そして最後まで行くわ。空の彼方かなたから見下ろしている、あの御方の元まで」

　呟つぶやきと共に、アリスの体から、五つのアーティファクトが飛び出だした。

　銀色の光を放ちながら、それらは別々の方向へ飛んでいく。

　到とう着ちやく点てんを線で結べば、五ご芒ぼう星せいが描えがかれるだろう。

　それも星を丸ごと包つつむ、大五芒星だ。

　かつて、この星フイーリアとあの月ヒユイオスの間で戦争が起きたとき、神は大五芒星を描いてヒュイオスの魂たましいを全て吸い上げ、フィーリアへと送ってしまった。

　これは単なる神話ではなく、純然たる事実である。

　ならば再現できる筈だ。

　童女たちがこの星の終焉を加速させる。

　本来なら星の中へ落ちていく死者の魂は、大五芒星に吸い上げられる。

　そして、今度はどこへ行く？

　――それは私の中。

　この一五〇センチそこそこの体に、この星の表面に棲せい息そくするありとあらゆる生命体の魂を詰め込むのだ。

　傲ごう慢まんと罵ののしられようと、無む謀ぼうと笑われようと構わない。

　そこまでやっても神域には程ほど遠とおいのだから。

　だから振り返らずに駆かけ抜けよう。

　全ての犠牲を推力に変えて、あの御方の頭上を跳とび越こえてみせる。

　結末は目の前だ。

「異相空間、展開――恋仕掛けペンタグラム・の五芒星エクスマキナ」

　空に眩まばゆい線が走った。

　アリスの立つ場所からは、ただ一本の閃せん光こうが走っているようにしか見えない。

　しかし、それは大五芒星の一部なのだ。

　あまりにも巨大すぎて、全容を捉とらえられないだけ。

「あは。もう流れ込んできた」

　既すでにその効果は現れ始めていた。

　今、この瞬間に死んでいく生物の魂が、アリスの中に入り込む。

　次から次へと止まらない。まだ殺戮が始まっていないというのに、驚くほどの勢いだった。

　自然死だけでこの量なのだから、本格的に始めれば、アリスの魂が逆に塗ぬりつぶされてしまうかも知れない。

　だが、アリスは自分を信じていた。

　微み塵じんの不安もなく、ただ吸い上げるのみ。

　そして来た。

　大五芒星の展開を合図に、世界中の童女たちが一いつ斉せいに大量虐殺を開始する。

「ああ……」

　アリスはたまらず呻うめいた。

　ゾクゾクするような形容しがたい感覚が、腹部に集まってくる。

　魂に詰まった、死者の無念、恐怖、怒いかり、人生、夢、その他もろもろをアリスは握りつぶす。

　背せ負おうなどとは言わない。

　全部が踏み台だいだ。

　いかに死者の魂が膨ぼう大だいであろうと、浸しん食しよくされたりするものか。

　そして――

「キャロライナちゃん。貴女の魂ももらうわよぉ」

　アリスは自分が抱き上げている銀ぎん髪ぱつの少女を見下ろして、薄うすく笑えみを浮かべた。




２




　眼を覚ましたサクヤは、瓦が礫れきを押しのけて起き上がった。

　イルミの家は、もう原形を留めていない。

　マリィがやったのだ。

　彼女はこちらの言葉に一いつ切さい耳を貸さず、稲いな妻ずまの如き速度で斬きりかかってきた。

　今まであった躊躇ためらいのようなものは、微塵も感じられなかった。

　サクヤは切り刻まれ、それでもマリィを止めようとしたが、止められなかった。

　竜たつ巻まきのように体を回転させながら繰くり出されるデスサイズの斬撃は、わずかに触ふれただけで物体をズタズタに引ひき裂いた。

　それがサクヤの肉体だろうとイルミの家だろうとお構いなし。

　肉にく片へんと呼べるまでに分解されたサクヤは、意識を失う直前、キャロライナを連れ去っていくマリィの後ろ姿を見た。

　目的は分からない。しかしアリスの命令なのだろう。

　どうしてマリィはそこまであの女に従うのか。サクヤにはまるで分からない。

　アリス・フィン・ノンマルスは、害虫のような女だ。人を食い物にする外げ道どうだ。

　和解の道など有り得ない。全力で排はい除じよする。

　アリスが死ねば、マリィはサクヤの腕の中に飛び込んでくる筈。

　そんな妄もう想そうが――

　打うち砕くだかれた。

「……アシュト！」

　瓦礫の中に、緑の子竜が倒れていた。

　サクヤは叫さけびながら、そのそばに這い寄よる。

　周りに血の池ができていた。その胸には深く切り裂かれた傷があった。

　あわてて血龍を伸ばし、傷をふさいでやろうとする。

　ところが、治せなかった。

　鼓こ動どうがない。手足も動かない。

　死んでいる。

「そんな……」

　やったのはマリィだ。それしか考えられない。

　あのマリィが、可愛らしいマリィが、アシュトを殺したのだ。

　それも、アシュトがこちらの身内と承知の上で。

　これは明確な決別だ。

　マリィがこうまでするとは考えていなかった。

　デスサイズという禍まが々まがしい武器を持ち、超ちよう人じん的てきな戦せん闘とう力りよくを備えていようとも、サクヤにとってマリィは愛すべき少女でしかなかった。断じて敵などではなかった。

　あの子がアリスのもとにいるのは何かの間ま違ちがいで、いつかかならず普通の世界に帰ってくるのだと、そう思っていた。

　ところが、目の前に転がるアシュトの死体が現実を物語る。

　考えてみれば、マリィはサクヤが見ていないところで、何度も似たような事をしていた筈だ。

　彼女自身が言っていたではないか。

　殺した。数え切れないほど殺した、と。

　一線はとうの昔に越えていた。後あと戻もどりはできない。だからマリィはアリスのそばを離はなれない。

　サクヤの全身から、グラリと力が抜ける。

　マリィはアリスの仲間なのだという分かりきっていた事実を、今いま更さらのように認にん識しきした。

　あの子は倒たおすべき敵なのだと思い知らされた。

　それも、他ほかならぬマリィ自身の手によって。

　助けるどころではない。倒さねばならない。

　マリィの事は諦める――

　その選せん択たく肢ししか見えなくなってしまった。

　そして狙ねらったようなタイミングで、空から膨大な魔力を持った何者かが降ふってきた。

　驚いて空を見上げたサクヤは、そこにマリィの姿を捉えた。

　無論、サクヤと仲直りしに帰ってきたなどという幻げん想そうは抱けない。

　マリィは敵なのだ。悪なのだ。

　その証しよう拠こに、マリィの落下地点から爆ばく音おんが響ひびき、もうもうと煙けむりが上がった。

　既に破は壊かいが開始されている。

　その音を聞いた瞬しゆん間かん、サクヤは考えるよりも早く、弾はじけるように動いた。

　この街では誰も殺させない。

　九尾びの狐きつねに誓ちかったのだ。

　この目に映る全すべての人を守る、と。

　しかし、サクヤは走りながら一つの疑問にぶつかった。

　守るという事は、仇あだなす存在を排除するという事だ。

　それはつまり、街の人を守る為ためにマリィを殺すという事だ。

　矛む盾じゆんしている。

　マリィもまた、目に映る人なのだから。

　ならば答えは簡単だ。

　両方守る。

　誰も殺させない。

　どうしても誰かが死ななければならないのだとしたら、それは自分だ。

　死ぬ配役になっていた人がいたら、脚きやく本ほんを曲げてでもその役を奪うばい取る。

　片かたっ端ぱしからねじ曲げる。

　それによって舞ぶ台たいが滅め茶ちや苦く茶ちやになったとしても、全ての死は自分が引き受けよう。

　もはや一歩も引かないと決めているのだ。
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　ヒロマーエ侯こう爵しやく率いるガルツハーン軍と、指導者であるフェリシアを失ったリンフィールド軍は、いまだ戦せん闘とうを続けていた。

　挟はさみ撃うちにされたリンフィールド軍は早々に瓦が解かいすると思われていたが、侯爵の想定以上の粘ねばり強づよさを見せ、現在でも抵てい抗こうを続けている。

　やはり毒を塗った刃は強力で、ガルツハーン軍の損失も無視できないレベルになっていた。快勝と思われたこの戦いも、すっかり消しよう耗もう戦せんになってしまった。

　そして、ヒロマーエ侯爵には知るよしもないが、戦争を行なっているのはガルツハーンとリンフィールドだけではなかった。

　世界各地で同時多発的に、ありとあらゆる軍隊が衝しよう突とつを始めたのだ。

　剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた国はもとより、表面上は何の問題もなかった国家間でも、気が狂くるったように殺し合いを始めていた。

　互たがいに宣戦布告なしの奇き襲しゆうを仕し掛かけようと進軍し、国境沿いで鉢はち合あわせ。

　もしくは出会うことなくすれ違ちがい、無防備な街で一いつ般ぱん市民を虐ぎやく殺さつする。

　そこへ更に別の国が攻せめ込んで三みつ巴どもえ。

　複数の国が四方から押し寄せ、瞬またたく間まに国が滅ほろび、その領土を奪い合あってまた乱戦が始まる。

　秩ちつ序じよなど、どこにもなかった。

　まさに地じ獄ごく絵図と呼ぶに相応ふさわしい。

　これらの状じよう況きようは、ほんの数時間で作られたものだ。その前までは、今までどおりの平へい穏おんな日常だった。

　なぜこんな事になってしまったのだろうか――




　黒幕はやはり、アリス・フィン・ノンマルスである。

　現在起きている戦争の原因は、戦っている本人たちも理解していないだろうが、民族紛ふん争そう、宗教対立、国土問題、独立戦争など多た岐きにわたっている。それらは表面化していなかっただけで、昔から潜せん在ざい的てきに存在していた。

　いわば争いの種。

　その種をまき、じっくりと育て、今この瞬間――つまり大五芒星形成の時に合わせて花開くように仕組んでいたのだ。

　戦乱は広がっていき、死者は加速度的に増え、そして魂がアリスの体に集まる。

　だが、ここまでやっても、まだ争いと無む縁えんな街もあった。

　無論、これもアリスの想定内。

　童女ニンフエツトの役目は、平和な街に乗り込んで、善良な市民を片っ端から屠ほふる事だ。

　アリスは童女ニンフエツトたちに、大五芒星が完成した瞬間に破壊活動を行なうよう、予あらかじめ命令を出していた。

　戦場では兵士たちが殺し合い、都市では童女ニンフエツトが虐殺を行なう。

　大五芒星形成から二十四時間以内に、アリスは地上の人間の九割以上を殺し、その魂を喰くい尽つくすつもりでいる。

　ジラガミ山の上空に浮うかぶリンデン島で、アリスは一人、森の中に座していた。

　死者の魂が洪こう水ずいのように次々と押おし寄せる。それを腹の中に押しとどめ、制せい御ぎよしなければならない。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜けば、逆にアリスの意識が溶とけてしまう。

　だが、黙だまって集中し続けるのは無理だろう。

　すぐに邪じや魔まがやってくる筈はずだ。

　そうなるように仕向けているのだから。

「見つけたぞ、アリス・フィン・ノンマルス！」

　予想どおり、イルミの怒ど声せいが聞こえた。

　アリスは顔を上げ、微ほほ笑えみながら答えた。

「あら、イルミくん。よく私がいる場所が分かったわね。そんなに会いたかったぁ？」

「ふざけるな。こんな馬ば鹿かでかい物が空を飛んでいたら、誰だれの仕し業わざか一目で分かる」

「あは。それもそうね」

「そもそも……世界中から信じられない量の魂がこの場所に集まっている。さっき飛んでいったのは、アーティファクトだ……一体、何をしたっ？」

　イルミは怒おこっていた。

　こっちが何をしているのかも知らないくせに、怒りだけは立派なものだった。

　それが可笑おかしくて、アリスは笑いを漏もらしてしまう。

「何を――？　まだ何もしていないわ。今は手段を講じているだけ。成なし遂とげるのはこれからよ。イルミくんが踏み込める場所じゃないの。お家に帰って残り短い時間を有意義に過ごしたら？」

「ああ、そうだ。時間は残り少ない。無む駄だにはできない。だから、一刻も早くお前を倒すっ！」

　イルミは銀色の左ひだり腕うでをアリスへ向け、敵意剥むき出しの眼光を放った。

　それが心ここ地ちいい。

　誰かに強く想おもわれるというのは、とても気持ちがいいものだ。

「イルミくんは忙いそがしいのねぇ。だけど、本当は一秒でも長くキャロライナちゃんと一いつ緒しよにいたいんでしょう？　だから私、気を利きかせて連れてきてあげたわよ」

　アリスが指を鳴らすと、木の上からキャロライナが降りてきた。

　パジャマ姿のまま、植物のツルに両手を縛しばられ、つり下げられている。

　当然、眼は閉じられ、少しも動かない。

「キャロライナ！」

　イルミが呼びかけても反応はしない。

　なぜなら――

「アリスッ！　キャロライナを返せぇぇぇぇえっ！」

「あは、せっかちさん」

　イルミは咆ほう哮こうを上げ、アリスへ向かって一直線に突っ込んできた。

　その左拳こぶしが突つき出され、アリスは後方へ吹ふっ飛とばされる。

　だが、アリスの体に拳は触れていない。攻こう撃げきは防ぼう御ぎよ結界で止まっている。

　吹っ飛んだのはアリスの気まぐれに過ぎない。

「くそォッ！」

　イルミは毒づきながらも追つい随ずいしてくる。

　その眼はアリスしか見ていない。

　本当にせっかちな子だとアリスは哀あわれんだ。

　キャロライナが死んでいるという事にすら気付いていないのだから。

　もう、彼かの女じよの心臓は止まっている。

　アリスが止めたのだ。

　それなのに、必死になって取り返そうとしている。少し滑こつ稽けいだ。

「ねぇ、まだ頑がん張ばるの？　お互いアーティファクトなし。つまり完全な実力勝負。勝つ見込みがあるとでも？」

「だまれ。お前を倒してティアマトを引きずり下ろす！」

　イルミの左腕の輝かがやきが強くなる。

　アリスの防御結界が分解を始めた。そして、それを形成していた魔ま力りよくが吸い取られ、イルミの推進力に変わっていく。

　相手の力を盗ぬすみ、自分のものにしてしまう反則的な能力だ。

　イルミはこの左腕があるおかげで、かなりの実力差をひっくり返す事ができる。

　もっとも、アリスとイルミの間に横たわる差は、天と地よりも遠い。

　これを埋うめるには、アリスが一いつ切さい抵てい抗こうをせず、イルミが好きなだけ魔力を吸い取れるという状況が必要だった。

　つまり不可能である。

「身みの程ほどを知りなさぁい」

　アリスはイルミの左腕を掴みつつ、足あし払ばらいをかけた。

　一心不乱に突とつ進しんを続けていたイルミは、それで他た愛あいなく姿勢を崩くずし、投げ飛ばされてしまう。

　木々を叩たたき折りながら、イルミの体は森の奥おくへ消えていく。

　アリスは、そこへ追い打ちのウィル・オ・ウィスプを投げつけてやった。

　物理的な衝しよう撃げきと魔ま術じゆつ的てきなダメージを連続して喰らっては、体と心に多大な負担がいった筈だ。

　が、やはり執しゆう念ねんがあるのだろう。イルミは間かん髪はつ容いれずに体勢を立て直し、飛んでいった以上の速度で逆進してきた。

　しかも、ウィル・オ・ウィスプの魔力を吸収したらしく、銀色の左腕の周りに黒い影かげがまとわりついている。

　あの影は自在に姿形を変え、刃はにも盾たてにもなる。噴ふん射しやして加速するのにも使えるし、単純にエネルギーの塊かたまりとして敵にぶつけても強い。

　まったく、羨うらやましいほど便利な能力だ。

　おそらく今のイルミは、アリスが本気になって総そう攻こう撃げきを仕掛けても、十数秒は耐たえてしまうだろう。それだけの力を持っている。

　もっとも、アリスはフィーリア全ての魂を吸収し続け、魔力を肥大化させているのだから、戦力差は刻一刻と変わっていく。

　もちろん、イルミにとって悪い方向へ、だ。

　彼かれも分かっているのだろう。それでも攻撃をやめる気配がない。アリスが幾いくら反はん撃げきしても、諦あきらめる気配がないのだ。

　キャロライナの為だろう。

　大切な人の為に諦めるわけにはいかない。

　よく分かる。アリスもそうなのだ。

『守りたい』と『倒したい』の違いこそあれ、イルミとアリスは同じ目的で戦っている。

　――ここまで想われて、キャロライナちゃんは幸せ者ね。

　アリスは素す直なおに羨ましかった。

　自分もあの御お方かたに想われてみたい。

　否いや、想わせてやる。

　あの御方の眼前に立ちはだかり、自分しか見えないようにしてやる。

　その為には、あと一歩が必要なのだ。

　この星の表面に住む生物の魂たましい全すべて集めても、神の足あし下もとにも及およばない。

　並ぶには、跳び越えるには、根こそぎ奪わねばならない。

　表面だけではなく、中に落ちていった魂たましいも残らず我わが物とするのだ。

　だからイルミの手助けが欲ほしい。背中を押してもらいたい。

　しかし果たして、できるのだろうか。

　イルミはそこまでアリスに肉にく薄はくしてくれるのだろうか。

　――ええ、信じてるわよ、イルミくん。

　キャロライナへの想いを爆ばく発はつさせているイルミなら、やってくれる筈。

「うぉぉぉぉおっ！」

　イルミの雄お叫たけびが響く。

　アリスの魔力を吸い取った左腕は、黒い影を放ちながらアリスの防御結界を真上から叩いた。

　そして、リンデン島に穴が空く。

　爆音と共に土ど砂しやが舞まい上あがり、同時に下へ下へと潜もぐっていく。

　木や岩が巻き込まれて落ち、アリスとイルミと共に、島の底から投げ出された。

　空中に島の破は片へんが散らばり、フィーリアの重力に引かれて落ちていった。

　無論、アリスたちは浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつで空を飛び、戦闘を続行する。

「なかなかやるじゃない、イルミくん」

　正直、今の攻撃はアリスも驚おどろいた。肝きもを冷やしたといってもいい。

　防御結界こそ貫つらぬけなかったものの、島を貫いたときの衝撃は、アリスの全身に鈍にぶい痛みを残した。

「お前に褒ほめられて喜ぶとでも思ったか」

「あら酷ひどい。本当に凄すごいと思ったのにぃ」

　これなら、どこかで巧こう妙みように手を抜ぬけば、神の眼すら誤ご魔ま化かせるだろう。

　恐おそれ多おおくも、あの御方は最強であるが故ゆえに駆かけ引きには疎うといのだ。

　逆にアリスは人を騙だますのが得意で、なおかつ大好きだ。

　だからイルミの拳は、もうすぐアリスの魂を星の中心へと落としてくれる。

「さあ、私をクライマックスまで連れて行って頂ちよう戴だい、イルミくん！」
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　ガルツハーンの住宅地に着地したマリィは、いつの間にか自分の力が何倍にも増しているのを感じ取っていた。

　空を飛ぶスピードがいつもより速すぎて、減速しきれずに建物に突っ込んでしまったのだ。咄とつ嗟さの事だったので防御もできなかったが、それでもマリィは傷一つ負わなかった。

　そして、ふと、いつかアリスが言っていた事を思い出す。

　いわく、自分たち童女ニンフエツトにはリミッターが設けられているらしい。

　そのリミッターはしかるべき時に一いつ斉せい解除され、破壊の渦うずをフィーリアにもたらす。リミッター解除は、童女ニンフエツトたちへ行動開始を知らせる合図でもある。

　ならば今のマリィはリミッターが外れているのだろう。

　この力でアリスは何をさせようとしているのか。考えなくても明白だった。

「アリスお姉ちゃん。私、殺るよ」

　マリィの右手首から、黒い塊がポコポコと湧わき上がった。それは徐じよ々じよに形を作っていき、大きな鎌かまになる。

　幼い容姿とは対極的な、禍々しいデスサイズ。

　それを片手で易やす々やすと持ち上げるマリィは、傍はた目めからは人間に見えないだろう。

「ば、化け物だ！」

　声が上がった。

　見れば、そこら辺の家々から、住民が顔を出だしてこちらを見ていた。

　まあ、空から人が轟ごう音おんと共に降ってくれば、気になって見るのが当然だ。

　マリィとしても、隠かくれている人を探して斬きるより、見えている人を斬る方が楽でいい。

　適当な一人を捕つかまえ、その腹を切きり裂さいてやった。血が吹き上がると同時に乾かわいて粉になっていく。傷口は変色を始める。

　マリィのデスサイズが持つ腐ふ食しよく能力だ。この刃で切ったものは、急速に腐くさってしまう。

　故に、一度斬きられれば治ち療りようは不可能。死ぬしかない。

　ところが、どこからともなく真っ赤な蛇へびが伸のび、その傷口にまとわりついた。腐食が止まり、時間を巻まき戻もどすようにして傷が塞ふさがっていく。

　否、蛇ではない。これは龍りゆうだ。

　血でできた龍を辿たどっていくと、そこに彼女が立っていた。

　桃もも色いろの髪かみに、東方大陸の着物を着た、見覚えのある姿。

「サクヤお姉ちゃん……！」

　やはり邪魔をしに来た。こうなるだろうと予測できていた。

　だから、マリィは少しも慌あわてなかった。

「マリィ。貴女あなたには、誰も殺させない」

　サクヤは建物の上に立ち、いつもどおりの無表情で淡たん々たんと言ってくる。

　この台詞せりふ。何度聞いたか分からない。

　マリィがどんなに裏切っても、サクヤは決して諦めずに追いかけてくる。

　その事が嬉うれしくて、とても辛つらい。

　どうして自分などの為にサクヤは、あんなに命がけなのだろうか。

　マリィの故郷が滅んだ原因の一いつ端たんがサクヤにあるから？

　たったそれだけで、赤の他人に尽くせるものなのか？

　ずっと不思議だった。

　しかし、その疑問も今日でお終しまい。マリィは既すでに選せん択たくをした。アリスの為に働くと決めたのだ。

　目に映る者を全て殺す。何も考えずに殺す。

　殺してしまえば全てお終いだ。

　思考を停止させる。問題から目をそらす。一番楽な道に進む。

　マリィはデスサイズを握にぎりしめ、サクヤへと斬りかかった。

　もう再生する暇ひますら与あたえない。

　音速を超こえた斬撃がサクヤの胴どう体たいを真っ二つにし、更さらに衝しよう撃げき波はが壁かべとなって襲おそいかかる。

　サクヤの体は一瞬にして原形を留とどめないほど細切れになり、そこから腐食を開始する。わずかに残っていた肉にく片へんも、粉状になって霧む散さんした。

　跡あと形かたもないとはこの事だろう。

　これで全てお終い――

　ところが、それに対してマリィが後こう悔かいを覚える間もなく、異変が起きた。

　何もない空中に、血龍が浮かび上がったのだ。

「これって……！」

　九本の血龍がうねり、のたうち、人の形になっていく。そこから骨が生え、内臓が湧き、肉が覆おおう。

　一瞬にしてサクヤは復活していた。

　先さき程ほどの攻撃は、マリィにとって間ま違ちがいなく全力の一いち撃げきであり、実際、これ以上ないほどサクヤの体を破は壊かいし尽くした。

　それでも、今目の前にサクヤが立っている。

「どうしたのマリィ。もう諦めた？」

　当のサクヤは何事もなかったかのように、淡々としていた。

　確かにサクヤはこれまでも、凄すさまじいまでの再生能力で死体になっても瞬しゆん時じに再生していた。

　しかし、今のはそんな次元の話ではない。

　サクヤの体の一部たりとも残っていなかったのだ。マリィはそこまで破壊したのだ。なのに再生した。

　あたかも、無から有を作り出すかの如く。

「諦めたりなんか、しないよ！」

「そう。私も諦めない」

　マリィは再び斬った。幾いく度ども斬った。

　その度にサクヤは涼すずしい顔で復活し、マリィの攻撃など少しも効いていないという表情をする。

「マリィ。無駄。何度やったって、私は死なない」

　威い圧あつするでもなく、ただ事実を告げるといった風に、サクヤは語った。

　なるほど。完全に消しよう滅めつさせても死なないのでは、殺せるわけがない。少なくともマリィの力ではどうする事もできない。

　だが、マリィの目的はサクヤを殺す事ではないのだ。一つでも多くの魂をアリスのもとに届ける。それが役目。

　よって、戦う必要など一いつ切さいなし。

　マリィはデスサイズを振ふり下おろして、サクヤに最後の一撃を加える。

　今度も即そく座ざに再生するが、マリィはサクヤに構わず直進していた。

「マリィ!?」

　サクヤの驚いた声が背中から聞こえる。

　そう。マリィがサクヤを斬ったのは、ただの時間稼かせぎ。向こうが再生にかける一瞬の時間を突いて、マリィは本来の標的へと刃を向けた。

　即すなわち、街の住民たちへ。

　よく考えてみれば、サクヤには攻こう撃げき力りよくなどほとんどないのだ。こちらの邪魔をしようにも、その手段は限られてくる。

　ならば初めから、こうやって無視していれば良かったのだ。

　その発想に到いたったときマリィは、この期に及んでサクヤを傷つけずに済む状況を、心のどこかで喜んでいた。

　しかし、そんな迷いを凌りよう駕がする決意がある。アリスに尽くすと決めたのだ。

　サクヤを無視する。人を斬る。

　一ひと振ふりで、道を走っていた人を三人まとめて斬った。同時に血龍が彼かれ等らを再生させるが、マリィは立ち止まらず次の目標を斬る。

　サクヤの再生能力は、自分に対しても他人に対しても、明らかに強化されていた。それでも限界はあるに違いない。

　サクヤそのものを破壊するのが不可能でも、サクヤの見えないところで人を殺すのはできる筈だ。

　そうでなければ、もうこの世界で誰も死なないという事になってしまう。

　血龍の効果範はん囲いの外に行く。もしくは再生可能人数の上を行く。

　それで殺せる。

「マリィ、駄だ目めッ！」

　マリィはデスサイズを回転させながら突き進すすみ、建物を粉ふん砕さいし、その破片を人に突き刺さし、刃で斬り倒たおし、足で踏ふみ潰つぶし、衝撃波で叩き潰す。

　通った跡あとには血溜だまりが線となって続いてくる。

　そしてマリィが斬った全すべての人間を、サクヤの血龍が治していく。

　毎秒十人以上というペースである。

　おそらく斬られた者は、自分が死体になった事も、復活した事も、認にん識しきしてすらいないだろう。

　この冗じよう談だんのような攻こう防ぼうは、もうすぐ自分の勝利によって幕を引く。

　背後から追ってくるサクヤの悲鳴から、マリィははっきりとした手て応ごたえを感じていた。




　サクヤがどんなに手を伸ばしても、マリィはその手を逃のがれて遠くに行ってしまう。

　人を斬る速度がどんどん増していく。

　血龍が追いつかない。

　九尾びの狐きつねの力を得てから、サクヤの能力は桁けた違ちがいに上がった筈なのに、マリィはそれを上回ろうとしている。

　このままでは、マリィの手によってガルツハーンの人が殺されてしまう。

　サクヤがこの街で過ごした時間は、ほんの数すうヶか月げつだ。それでも、サクヤはガルツハーンを気に入っている。

　街並みは美しく、人々に活気があり、食べ物も豊富だ。

　イルミがいて、キャロライナがいて、アシュトがいて、アメリアやニーナもいて――

　この街には全てがあった。

　これ以上のものを望む必要なんてどこにもなかった。

　だからマリィもこの街で一緒に過ごせればどんなに素す敵てきだろうと、サクヤは日々思っていた。

　なのに、他ほかならぬマリィの手によってガルツハーンが破壊されていく。

　諦めなければならないのだろうか。

　この街を守るには、マリィを捨てなければならないのだろうか。

　だが、それでは誓ちかいを破る事になる。

　ガルツハーンの皆みなを守りたい。しかし、マリィも守りたい。

　欲しいのだ。

　たとえマリィが自分の意志でアリスを選んだのだとしても、それをねじ曲げてでも自分のものにしたい。

　サクヤ自身の為ために、マリィを止める。

　だから、あの子に追いつく力が欲しい。

「マリィィィィイッ！」

　デスサイズの破壊が、血龍の能力を超えようとしたその瞬しゆん間かん――サクヤの中で何かが弾はじけた。

　それは、利己。

　これまでサクヤに欠けていたもの。

　過去の罪を償つぐなう為、ひたすら『誰だれかを助ける誰かを助ける』と唱えてきたサクヤが、初めて到とう達たつした欲望。

　誰の為でもない。自分の為に。

　自分がマリィと過ごしたいからマリィを助ける。

　――だから、殺させない。

　極大の我が欲よくが、この世界の法則すら書かき換かえて、ガルツハーンの街を覆っていく。

　――誰かが殺されるとしたら、それは私。

　桃色の六ろく芒ぼう星せいがサクヤの足下から広がっていく。

　――千人死ぬ代わりに私が千回死ねばいい。その傷も痛みも私が受け止める。死なせてなるものか。殺させてなるものか。私の心が砕くだけ散ちろうとも。

　そして、死の概がい念ねんが街から消えた。

　今ここに、宇宙開かい闢びやく以来最大の狂きよう気きを孕はらんだ六芒星が発現する。
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　アリスが操あやつるウィル・オ・ウィスプは、空を自由自在に飛び回り、イルミの死角から次々と襲いかかる。

　一いち撃げき一いち撃げきが重く響ひびき、イルミは一方的に嬲なぶられていた。

　接近戦に持ち込みたいのだが、アリスに近づく事すら敵かなわない。

　しかし、ようやく左ひだり腕うでがウィル・オ・ウィスプの欠片かけらに触ふれ、その魔力を吸い取ることに成功する。

　吸収した魔力は背中から黒い波動となって噴射され、イルミはアリスとの距きよ離りを一気に縮める。

「うぉぉぉおっ！」

　迫せまるウィル・オ・ウィスプを巻き込みながら、左拳こぶしをアリスに叩き込む。

　そして、防ぼう御ぎよ結界がイルミを弾こうとする力と、それを吸収しようとする左腕の力がぶつかり、凄まじい閃せん光こうが放たれた。

「くっ！」

「あは！」

　やはり、アリスの結界の方が強い。

　それでも、イルミの左腕は敵の魔ま力りよくを盗めるのだ。こうして触れていれば、いずれ戦力差が逆転する筈はずだ。

　つまり、イルミの勝機は十二分にある。

　ところが――

「そんなに近くから見つめちゃイヤン」

　ウィル・オ・ウィスプが真横からぶつかり、イルミはあっけなく吹ふき飛とばされてしまう。

　全身の骨が軋きしむ。視界が上下反転していた。

　せっかく詰つめた距離も、また開いている。

「もう。イルミくんったら強ごう引いんなんだから。欲求不満なのぉ？　女の子を口説くときは、ちゃんと優やさしくしなきゃ駄目よ。じゃないとお返しされちゃうんだから。こんな風にぃ」

　アリスが手を上げると、ウィル・オ・ウィスプの数が一気に増えた。いや、増え続けている。

　さっきまでは、空のどこを見てもウィル・オ・ウィスプが点在しているという状じよう況きようだった。今度は、どこを見てもウィル・オ・ウィスプの隙すき間まから辛かろうじて空が見えるという状況になった。

「えーい！」

　アリスのふざけた掛かけ声ごえが、光球の壁の向こうから聞こえた。

　その瞬間、全てのウィル・オ・ウィスプが一斉にイルミ目がけて殺さつ到とうした。

「――ッ」

　そこでイルミの記き憶おくが一いつ瞬しゆん飛ぶ。

　覚かく悟ごを決めていても気絶せざるを得ないほどの衝しよう撃げきだったのだ。

　そして、気が付いたとき、イルミは真っ逆さまに落下していた。

　血の飛沫しぶきが舞っている。指をわずかに動かそうとしただけで激痛が走った。それでもイルミは、痛みを無視して強引に体勢を立て直そうとする。

「あは。まだ諦めないんだぁ。偉えらいわね」

　アリスは落下するイルミに併へい走そうしていた。

　ただし、こちらが重力に引かれて否いや応おうなく落ちているのに対して、向こうは自分の意志で降りている。

「ほら、私は目の前よ。攻こう撃げきしないのかしら？」

　言われずとも、イルミは拳を握りしめている。

　何のつもりかは知らないが、アリスは油断で隙すきだらけだった。もしかしたら、イルミの負った傷が酷すぎて、もう決着がついたと思っているのかもしれない。

　だが、イルミはまだ生きている。生きている以上は戦せん闘とう続行だ。

　向こうが油断してくれているなら、それを利用して奇き襲しゆうをしかけるまで。

　失敗したなら即座に第二撃を放てばいい。

　もともと策が通じるような相手ではないのだ。

　イルミにできるのは、ひたすら攻せめて攻めまくって、突とつ破ぱ口こうを強引に開ける事。

　今日、アリスに対するイルミの攻撃は、その全てに渾こん身しんの力を込めていた。

　スタミナ配分とか余力を残そうとか、そんな小こ賢ざかしい考えを排はい除じよしている。

　――望みどおり、その腹に腕うでをぶち込んでやる！

　イルミは急激に体を捻ひねり、回転しながら左腕を突つき出した。

　アリスの顔には驚きは一切なく、不敵に微ほほ笑えんでいる。

　やはり奇襲は失敗なのだろうか？

　イルミは攻撃の失敗を感じ取りながらも、それでも全力を込めて一撃を放つ。

　そのとき、アリスの視線が動いた。真上を見たのだ。

　イルミがその理由を知ったのは半瞬しゆん遅おくれてから。知ると同時に鳥とり肌はだが立った。

　天空で、二つの魔力がぶつかっていた。

　アリスはそれに気を取られているのだ。間違いない。

　なにせ、この化け物じみた強さを誇ほこるアリス・フィン・ノンマルスの気配が、遥はるか彼方かなたの二つの魔力によって塗ぬりつぶされてしまい、一切感じられなくなってしまったほどなのだから。

　まるで、透とう明めい水すい彩さいを薄うすく塗り重ねた繊せん細さいな絵に、真っ黒なペンキをぶちまけたかのような現象だった。

　今、空の向こうに、アリスをして脆ぜい弱じやくに見せてしまうほどの『何か』がいる。

　それに眼めを向けるのは、いわば本能。危険を察知する力量があるからこそ、恐きよう怖ふで反射してしまうのだ。

　しかし、イルミがとった行動は、アリスへの攻撃を続行する事だった。

　肉体の反射すら抑おさえ込んで、逆転の一撃をぶちかます。

「――っ！」

　アリスの短い悲鳴が上がる。

　そして――

　成なし遂とげたイルミ自身、信じられない気持ちだった。

　あのアリスの腹にイルミの左腕が突き刺さり、背中まで貫かん通つうしているのだ。

　アリスの口から、ゴボゴボと血が溢あふれ出してくる。

　イルミの左腕には、内臓の温かい感かん触しよくが伝わってくる。

　――倒した……？

　否いや、油断は禁物。何せ、殺しても死なないような相手だ。

　ところが、アリスは幾度か痙けい攣れんしたように体を震ふるわせてから、そのまま動かなくなってしまった。

　四し肢しを力なく垂らし、イルミの方へ倒れ込んでくる。

「……お、おい」

　イルミは思わず、その肩かたを抱だいたが、反応は全くなかった。

　死んだ。

　アリス・フィン・ノンマルスが、こうもあっさりと。

　いや、あっさりという表現はおかしいかもしれない。この一撃を撃うち込む為に、イルミは命がけだった。何度も死にかけた。

　それでも、実感が湧わかないのだ。

　殺そうと全力を尽つくしていた本人がこんな事を思うのは妙みような話だが、アリスが死ぬという状態それ事態が信じられない。

　世界を我わが物もの顔がおで操り、人々を玩具おもちやにし、イルミたちを蹂じゆう躙りんしたアリスが――

　イルミはアリスの体から左腕を抜ぬき取とり、その死体を両りよう腕うででしっかりと抱き上あげた。

　腹に空いた穴から臓物が覘のぞき、血が滝たきのように流れ落ちていく。

　見た目が美しい少女であるが故ゆえ、壮そう絶ぜつな光景だった。

　殺した事に後悔はない。同情もありえない。

　ただただ、疑問に思うだけだった。

　――これで本当に倒したのか？

　だからイルミはアリスの死体を捨てる事ができなかった。

　ところが状況は、イルミに思案する暇すら与えずに進行する。

　空の彼方でぶつかり合っていた二つの魔力が、こちらに落ちてきたのだ。
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　西方大陸で戦争が多発していた頃ころ、東方大陸でも同様の現象が起きていた。

　ウツシヨ・サキモリ率いる秋しゆう鳳ほうが大陸全土を侵しん略りやくし、その統治が安定し始めた矢先の出来事である。

　サキモリの振る舞まいは、侵しん略りやく者しやとしても統治者としても、まず及きゆう第だい点てんだった。少なくとも、大陸全土で一いつ斉せいに反乱が起きるほど愚ぐ劣れつな政治ではなかった。

　しかし、事実として争いが起きている。もはや戦争だった。

　それも、全員が一いつ致ち団結してサキモリを倒そうとしているのではなく、それぞれの集団が覇は権けんを狙ねらって乱戦を繰くり広ひろげているようだ。

　数日前から妙な気配を感じ取っていたサキモリは、自軍に周辺の監かん視しをさせていたので、秋鳳の首都である紅こう舞ぶ憐れんに戦火は届いていない。だが、すぐ近くまで迫っている。

　原因は全く分からない。

　強しいていえば、空に謎なぞの光線が現れてから争いが始まった。

　まるで世界を分断するようにして、地平線の向こうから向こうまで走る一本の閃光。

　サキモリにはそれが、何か巨きよ大だいな模様の一部のように思えてならなかった。

「ウツシヨ様、ウツシヨ様！」

　サキモリが中庭から空を見上げていると、遠くからカエデの声が聞こえてきた。

　しかしサキモリはそれに応こたえる事なく、いつになったら自分を見つけられるだろうと、わざと放置していた。

　カエデの声は遠ざかったり近づいたりを繰り返かえし、ようやく中庭に辿たどり着つく。

「はぁ……はぁ……ここにおられましたか……」

　カエデは肩を上下させ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった風に荒あらい呼吸をしていた。日々、体を鍛きたえている彼かの女じよがこれほど疲つかれているという事は、大変長い距離を走ってきたのだろう。

「何事だカエデ。騒そう々ぞうしいぞ。お前には田た光こう山やま方面の監視を命じていた筈だが？」

「も、申し訳ございません。ですがウツシヨ様。敵てき襲しゆうです。海かい蓮れんが進軍してきました！」

「ほう、海蓮か。それで、ここに来るのか？」

「いえ、それが……海蓮の軍の真横から、舞まい鶴づるの軍が突とつ撃げきし、そのまま戦闘を始めました……」

「ふむ……これで、この紅舞憐の近辺に、東方大陸のほぼ全軍が集結して乱戦を繰り広げている事になるな」

「はい。その通りです」

　この短い会話の間に、カエデはすっかり呼吸を整えてしまっていた。流石さすがの回復力だとサキモリは感心しつつ、ふと気になっていた事を口にした。

「ところでカエデよ。お前、田光山から走ってきたのか？」

「はい。一刻も早くウツシヨ様のお耳に入れたく思い……馬では遅おそすぎるので自分の足で……その、他の者もついてきていた筈なのですが、置き去りにしてしまいました……」

　田光山といえば、大人が歩いて丸一日の距離だ。それを一気に走破するとは、流石は東方最強の剣けん士しなだけはある。

　それにしても、カエデは先程から落ち着かない様子だが、何を気にしているのだろうか。

「あ、あの、ウツシヨ様。そのように見つめられては、困ります」

「おや。今いま更さらなぜそのような事を気にする。我に見られるのはそんなに嫌いやか？」

「滅めつ相そうもありません！　ただ、今の私は汗あせだくですし……山の中を走ってきたので泥どろだらけで……」

「なるほど。つまりお前は、カエデ・カグラを見つめたいと思っている我の意志を、自分の都合でやめさせようと言うのだな」

「ち、違ちがいます！　心ゆくまで見つめて頂いて構いません！」

「そうか。ではそうしよう」

　サキモリはそのまま黙だまり込み、目の前に立つカエデをジッと眺ながめ続けた。

　自分で構わないと言った以上、カエデは抗こう議ぎする事すらできない。とても居づらそうに視線を泳がせ、赤らんだ顔を下に向ける。

　その様子が面おも白しろくて、サキモリはしばらく見続けていた。

「ところでカエデよ。我は反乱を起こされるような真ま似ねをしたのだろうか？」

「えっ？　あ、いや、どうでしょう……私が知る限り、ウツシヨ様は名君だったと思いますが……」

「我もそう思う。しかし、実際に反乱が起きているではないか」

　先日など、この宮きゆう殿でんに直接、暗殺者が乗り込んできた。

　そのときはカエデが苦もなく捕とらえた。だが、そうやって命を懸かけてまで反逆しようとする輩やからが出たというのが問題なのだ。

「お言葉ですが……ウツシヨ様ご自身、特に理由もなく国くに盗とりをし、あげく大陸全土を掌握なさいました。不満がなくとも争いは起きてしまう……私はそう考えます」

「ふむ。では、東方大陸には我のような人間が多数いて、それらが一いつ斉せい蜂ほう起きしたと言うのだな」

「あ……申し訳ありません。私めの思おもい違いでした」

　カエデは急に目を大きく開き、両手を振ふって自説を取り下げた。

「おや？　なぜ謝あやまる。我はお前の意見に感心していたのだぞ。立派に今の状況を説明できるではないか」

「いえ！　何と申しましょうか、ウツシヨ様のように偉い大だいな御お方かたと同じ考えの者が、そうそう湧わいてくるとも思えませんので！　絶対に！」

「そうムキになって否定する事もあるまい」

「ですが、ウツシヨ様だらけになったら、東方大陸は大変な事になってしまいます……」

「カエデよ。お前、さっきから我に向かって、不敬な言葉を口にしているように聞こえるのだが。気のせいか？」

「はっ、私とした事が……き、ききき、気のせいでしょう」

　指し摘てきされた瞬間、カエデはピョンと飛び上がり、それから必死に力説してくる。

　そうやって身の潔白を訴うつたえているくせに、頭はペコペコ下げているのだから面白い。

　もっと虐いじめようかとも思ったが、先さき程ほどまで真っ赤だったカエデの顔が青くなっていたのでやめた。サキモリは別にカエデを泣かせたいわけではないのだ。

「では、そういう事にしておこう」

「あ、ありがとうございます！」

　するとカエデはパッと顔を輝かがやかせ、もう一度深く頭を下げた。

「まあ、それはいいとして。今度は真ま面じ目めな話だ。我等はどう動くべきだと思う？　親衛隊長としてのカエデの意見が聞きたい」

　サキモリは、口調を変えずに話題だけを変えた。

　しかし、問われたカエデの方は表情を険しくし、場の空気を緊きん張ちようさせた。

「監視しつつ、放置すべきです」

「それは何なに故ゆえに？　紅舞憐に脅きよう威いが迫っているのだぞ」

「……確かに、現在、紅舞憐は反乱軍に囲まれています。ですが、その反乱軍は統一された意思を持たず、それぞれの地方で思い思いに蜂ほう起きしただけです。協力するどころか、互たがいに潰し合う様。あちらで勝手に数を減らしているのですから、何も我々から打って出る必要は皆かい無むかと」

「道理だな。我も同意見だ。だが、カエデよ。さっきも言ったが、どうして彼かれ等らは進軍してきたのだろうか。本気で我を倒たおしたいのなら、それこそ共きよう闘とうするべきだ。これではまるで、効率よく東方大陸の人口を減らしたいが為に来たとしか思えん」

「人口を減らす？　まさか……」

　カエデは唖あ然ぜんとしている。

　当然だ。人口を減らす、などと言ったところで、ピンとくる筈もないだろう。

　敵の数を減らすのならば分かるが、東方大陸の人口を減少させたところで、利を得る者などいないと考えるのが普ふ通つうだ。

　ところが、この状況で得をしそうな人間に、サキモリは心当たりがあった。

　もっとも、その人物の狙いが正確に分かっているのではなく、奴やつ以外にこんなふざけた状況を作り出だしそうな者はいないという、消去法に基もとづく推論だ。

「あるいは、星の終しゆう焉えんが訪おとずれてしまったのかも知れないな」

　サキモリは一人呟つぶやいた。

「……？　何か仰おつしやいましたか、ウツシヨ様」

「いや、何でもない。ジタバタしても始まらぬしな」

「はぁ……？　とりあえず我が軍は監視を強化し、こちらに向かってくる者だけを叩たたき潰つぶすという事でよろしいですか？」

「任せる。いざとなれば、我が直接出向いて、大だい楓かえでを繰り出し、敵を踏ふみつぶしてやれば済むのだし」

　サキモリのその言葉は誇こ張ちようではない。

　国王であるウツシヨ・サキモリの力だけで、秋鳳の軍事力の九割以上を占しめている。

　最大の武器であった反はん鏡きよう乱らん舞ぶはイルミにくれてやったが、それでもサキモリが最高位の魔ま術じゆつ師しであるのは変わらないのだ。

「ウツシヨ様、後生ですからあれだけはおやめください」

　ところがカエデは、サキモリが参戦をほのめかすと、露ろ骨こつに嫌な顔を浮うかべた。

「なぜだ。お前は秋鳳が滅ほろびても良いと申すのか？」

「そうではなく！　どうして私の姿をした傀儡くぐつを出すのですか。それもあんなに大きくして！　ウツシヨ様は他に幾いくらでも多た彩さいな魔ま術じゆつを使えるではありませんかっ！」

「そうなのだが、大楓が一番気に入っているのだ。と言うより、一番出しやすい」

「そ、それは一体どういう……？」

「つまり、我がカエデの事をいつも考えているという事ではないのか？」

　サキモリは正直に言ってやった。

　それでどんな反応が返ってくるかと期待していたのだが、カエデはキョトンとして黙り込み、固まってしまった。

　思いのほか詰まらない反応だとサキモリが落らく胆たんしかけたとき、カエデの口から耳が痛くなるほどの悲鳴が放たれた。

「えぇええ？　えっ？　ふぇぇぇぇええぇぇぇぇええええぇえええ!?」

　サキモリの鼓こ膜まくを高周波が貫つらぬく。

「うるさいぞカエデ」

　流石のサキモリも虚きよを突かれ、眉まゆをしかめてしまう。

「いいいいいいいいや、そのあの、あれ、私は何と申せばいいのでしょうか。そ、そのような事ををををああああ、困困困りますっ！　ではなく、いえ、失礼しました、今、心を落ち着けますので！　すーはーすーはー」

　カエデは深呼吸を始めた。

　ここに到とう着ちやくしたときよりも激しく肩を上下させている。

　そして深呼吸を終えたカエデは眉をつり上げて、憮ぶ然ぜんとした態度でサキモリに詰め寄よった。

「ウツシヨ様、今は真面目な話をすべき時です。ご自分で仰ったではありませんか！」

「そうか、それは悪かった。我としては真面目に言ったつもりだったのだが」

「ま、またそのようなお戯たわむれを……っ」

　カエデは目をクルクル回しながら、熱っぽく答えた。頭から湯気が上がりそうである。

　何か危ない薬でも飲んでしまったようなテンションだった。

　サキモリは彼女の反応に満足しつつ、更さらに言葉を投げかけた。

「ところでカエデよ。これからまた田光山に戻もどるのか？」

「はい。指揮官は私ですから……」

「よいよい、放っておけ。偵てい察さつの指揮など誰だれでもできる。それよりも、今夜、我の部屋に来るがいい」

「はあ、今夜ですか、分かりました……え、夜？」

「そう、夜、我の部屋だ」

「………………ッッッ！」

　カエデは茹ゆでたタコのようになりながら、硬こう直ちよくしてしまった。目が血走っている。

「どうした。呼吸が止まっているぞ」

「………………」

「カエデ？」

　サキモリはカエデの目の前で手をかざしてみたが、全く反応が返ってこなかった。

　それから三十秒経たってから、ようやく肩をビクンと震わせ、そしてサキモリと目が合うやいなや、脅おびえたように後ずさった。

「その反応は少なからずショックだぞ。我の部屋に来るのがそんなに嫌なのか」

「滅相もありませんっ！　むしろ大変名めい誉よと申しますか、遂ついに来たかと申しますか、しかし、その、私は、殿との方がたと、そういった経験をした事がなく、かえってウツシヨ様のご迷めい惑わくになってしまうのではないかと、それに心の準備もまだ……ああああ、そうではなく！　この秋鳳が戦乱に巻き込まれようとしている時に、そのような事をしている場合ではありません！」

「そうか分かった」

　サキモリはあっさり引き下がった。

「ならば田光山へ行って引き続き偵察を続けるがよい。代わりに他の者で我が慢まんするとしよう」

「ほ、他の者っ!?」

　サキモリはカエデから目をそらし、中庭をあとにしようとする。

　すると、

「お、お待ちください！」

　と大声が上がった。
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　サキモリは内心細く笑えみながら振り返った。

「どうしたカエデ。まだ用があるのか？」

「あ、あああ、あのですね！　や、やはり主君の命に従うのが家臣の役目であると存じます！　ですから、ウツシヨ様が来いと仰るのであれば、ウツシヨ様の部屋に行くべきではないかと思い直しました！　夜に！」

「無理をするな。別に他の者でも我は満足だ」

「そ、そんな……っ」

　カエデは泣きそうな顔になった。だが、すぐに顔を強こわばらせ、決意を固めたように言い放った。

「是ぜ非ひとも、私めに！」

　その目まな差ざしはサキモリの瞳を真まっ直すぐに見ていた。

「ふむ、分かった。そこまで言うなら、夜の警護はお前に任せよう」

「はい、しっかりと務めさせて頂きます……警護？」

「そうだ。さっきお前自身が言ったであろう。秋鳳が戦乱に巻き込まれようとしていると。ならば、王である我の守りを固めるのは当然ではないか？」

「………………当然、です、けど」

　カエデはガックリと肩を落とし、死んだ魚のような目になりながら、どんよりとしたため息を吐ついた。

「何を落胆している。と言うより、何だと思っていたのだ？」

「あ、それは、その……警護だと初めから分かっておりました！」

「嘘うそを吐くな。正直に言え」

「えうっ、なぜそのような事をそうまで追及なさるのですか」

「そのような事？　ふむ、どのような事であろうな。詳くわしく説明してみろ」

「詳しくですかっ？」

「そうだ、お前が妄もう想そうしていた内容を包つつみ隠かくさず赤せき裸ら々らにだ。あまりに膨ぼう大だいで難しいか？　ならば頭からもう一度思おもい描えがいてみるがいい」

「わ、分かりました！」

　分かったのかよ、とサキモリはツッコミを入れたくなったが、我慢してカエデの次のリアクションを待った。

　カエデは赤くなったり涙なみだ目になったり目をギュッと閉じたりモジモジしたりと、めまぐるしく変化している。

　そして最後に鼻血をドピュッと噴ふき出してひっくり返った。

「も、申し訳ありません！」

　鼻を押おさえながら起き上がる。が、まだ血は止まっていない。

「いくら何でも興奮しすぎだと思うのだが。そんなにイヤらしい事を考えていたのか？　今は真面目な話をすべきとき、などと自分で言っておきながら、カエデは悪い娘むすめよのぉ」

「違います！　イヤらしい事など、決して……！」

　などと言いながら、顔を上げてサキモリを見たカエデは、もう一度鼻血を噴ふん射しやした。

「ああ、もうよい。詳しい内容は夜に改めて聞こう。今は休め」

「うぅ……やはり言わねば駄だ目めなのですか……」

　カエデは投げやりになっていた。

　やはりカエデを弄いじっているときが一番楽しいと、サキモリは改めて思った。

　この少女さえいてくれれば、あとは必要ないだろう。

　そんな事を考えている自分が可笑おかしかった。

　――我も随ずい分ぶんと慎つつましくなったものだな。

　ついこの前までは、世界が自分の意のままに動かねば納なつ得とくできなかったというのに。

「では、ウツシヨ様。一ひと先まず、失礼いたします」

「うむ。体を清めておくがよい――」

　カエデを見送ろうとしたそのとき、サキモリは『敵意』を感知した。

　反射的にカエデを抱だきしめ、その場から飛び去る。

　一いつ瞬しゆん後には、空から降ふってきた曲くせ者ものが、元いた場所で大斧バトルアツクスを担かついでたたずんでいた。

「あっれれ～～変だなぁ～～。避よけられるタイミングじゃなかったのに～～」

　その曲者は少女だった。

　年としの頃は十二、三歳さいで、いかにも『アリスが好きそうな外見』をしていた。

　そもそも年とし端はもいかぬ子供が、単たん騎きでこの宮城に侵しん入にゆうを果たし、カエデに察知できぬ速度で斬きりかかってくるという時点で、どこの誰かはうかがい知れる。

「やれやれ、今日ばかりはゆっくり過ごしたかったのだが、そうも言ってられないようだな。カエデ、無事か？」

「は、はい！　しかし、ウツシヨ様のお召めし物ものに血が……まさか傷をっ？」

「これはお前の鼻血だ」

「ふぇぇ……」

　サキモリの腕うでの中でカエデはしゅんと縮こまった。

　それを愛めでてやりたいが、今は先に敵を排はい除じよしなければならない。

「さて、念のために聞くが。そなたは道に迷ってここに来たというわけではないのだな？　もし迷子ならば親を探すのを手伝ってやってもよいが？」

「迷子ぉ～～？　違うよ～～あたしはアリスの童女ニンフエツトだよ～～。大五ご芒ぼう星せいが完成したから、終わりを始めたんだよ～～」

「ほう、終わりを始めたか。なるほどなるほど。それで合が点てんがいった。外で始まっている戦争もアリスの仕し業わざなのだな？」

「さあ～～そこまでは知らないけど～～とりあえず貴方あなたたちは死んでね～～」

　少女は大きく広がったスカートを揺ゆらしながら、大斧バトルアツクスを軽く振り回まわした。

　奏かなでた風切り音と巻き起こした風圧が、得物の重量を物語っていた。

「ウツシヨ様。あの者、化け物です」

「分かっておる。カエデはあれとサシで戦って勝つ自信があるか？」

　サキモリの問いかけに、カエデは悔くやしそうにしながらも即そく答とうした。

「無理です……」

　短くそれだけを言って、唇くちびるを噛かんだ。

　カエデの性格からして、敗北を認めるというのは非常に無念だろう。

　にもかかわらず、一度も斬り結むすばずに諦あきらめた。

　つまり、それだけ圧あつ倒とう的てきな差があるという事だ。

　今、カエデの胸中は、無力感で一いつ杯ぱいになっているに違いない。

　だが、サキモリはむしろ安心していた。

「流石はカエデ。一目で相手の実力を計るとは、我が見込んだだけはある。同感だよ。あれは怪かい物ぶつだ。並ではない。お前が大人しくしていてくれないと、我でも少々困った事になってしまう」

「え？」

　サキモリの弱気な言葉に、カエデは唖然とした声を出した。

　それと同時に、少女が大斧バトルアツクスを振り上あげて向かってきた。

　その動作は速すぎて、軌き跡せきがわずかに映るだけだった。

「発っ！」

　サキモリの掛かけ声ごえと共に、地面が隆りゆう起きし、分厚い壁かべを作り上げた。

　しかし、少女は一いち撃げきでそれを粉ふん砕さいし、突っ込んでくる。

　もっとも、壁によって生じたわずかな遅おくれを利用して、サキモリはカエデを抱かかえて空中に逃のがれていた。

「ウツシヨ様。私を放して下さい。これではウツシヨ様の動きが制限されてしまいます！」

「大人しくしていろと言った筈はずだぞ。何、アリスの配下であろうが、相手は小こ娘むすめ一人。我は負けんよ」

　実際、勝つ自信はある。

　というより、サキモリは自分が負けるなどとは微み塵じんも思わない。

　それでも、あの少女が非常識なまでに強いというのは事実だった。

　――終わりを始めた。

　少女はそう言っていた。

　それは星の終焉を意味しているのだろう。

　アリスの配下が何人いるのか知らないが、この少女と同レベルの者が世界中に放たれているとしたら、ハイロードの孵ふ化かを待つまでもなく、今日中に人類は滅めつ亡ぼうする。

「まあ、よかろう。こうなるのは分かっていた。我は傍ぼう観かんに徹てつすると、アーティファクトを手放したときに決めたのでな。それでも、国とカエデだけは守らねばならん。よって、そなたは滅ぼすぞ。

　雷らい鳥ちよう招来、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう――」

　サキモリの言葉に従い、雷かみなりで形作られた鳥が空を舞まった。

　その雷鳥は一気に急降下し、眼下の少女目がけて体当たりをした。

　凄すさまじい閃せん光こうと空中放電が巻き起こる。

　普通の人間なら、瞬まばたきする間もなく炭化するだけの電流だった。

「なにこれ～～ビリビリするよ～～」

　それでも、少女は無傷だ。

「ふむ、強いな。ここはやはり、大楓を使うしかあるまい！」

「ありませんか、そうですか」

　カエデは何やら頬ほおを膨ふくらませて、トゲのある声で言った。

「カエデよ。そうふてくされるな」

「別にふてくされてなどおりません。早くあの曲者を成敗して下さい」

「カエデの頼たのみとあっては聞かぬわけにはいかぬな。幼子を叩き潰すなど我の趣しゆ味みに合わぬが、この宮城に入り込んだのが運の尽つきだ。そなたに命じたアリスを呪のろうがいい。

　寵ちよう姫き招来、急々如律令――大楓！

　この美しき脚あしに踏みつぶされる幸福を噛み締しめて死んでいけ」

　サキモリの気合いが入った呪言と、カエデの諦め顔を背景に、山の如き傀儡が宮きゆう殿でんを跨またいだ。




２




　それは、銀の光と黒い闇やみだった。

　視みただけで脳が焼き切れそうなほどの魔ま力りよくを放ち、空間ごと震わせるような激げき突とつを繰くり返かえしながら、フィーリアに落下してきた。

　イルミは、その落下地点の真上にいた。

　アリスの死体を抱きかかえたままだったが、その腕にある重みも忘れて、眼下を凝ぎよう視ししていた。

　――あれは、何だ。

　光と闇が互いを飲み込もうと、うごめき、のたうち、喰くい合っていた。

　周囲の大地は、まるでプリンのように大きく抉えぐり取とられている。

　あの辺りには広大な森が広がっていた筈だ。

　しかし、見えるのは光と闇だけ。

　遠く離はなれた空から見下ろしていても、激突の振しん動どうが腹の底まで響ひびいてくる。

　イルミは恐きよう怖ふのあまり、浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつをやめて落下しそうになったほどだった。

　一瞬、体がグラリと傾かたむき、慌あわてて姿勢を立て直した。が、そのせいでアリスの死体を落としてしまう。

　アリスの死体はそのまま落ちていき、光と闇の中に消えていった。

「……そうだ、キャロライナ！」

　落ちてきた奴らの正体は皆かい目もく分からない。しかし、アリスが死んだ今、キャロライナを取り戻すのが先決だ。

　そうと決めたイルミは、わき目も振ふらずに上じよう昇しようし、空に浮かぶ島へと舞い戻った。

　そしてキャロライナを縛しばるツタを引き千切り、その体を抱きしめる。

「キャロライナ、おい、キャロライナ！」

　呼んでも返事がない。やはりまだ意識は戻らないらしい。

　アリスを倒しても駄目なのだ。キャロライナを取り戻すには、更に突つき進すすむ必要がある。

　しかし今はまず、彼かの女じよを安全な場所に移さなければならない。

　そう考えて島をあとにしようとした矢先、地面が揺れ動うごいた。

　地じ震しんかと思ったが、この島は空に浮いているのだ。どんなに巨きよ大だいな地震であろうとも、影えい響きようを受ける事はない。ならば何事か。

　イルミの脳のう裏りに浮かんだのは、真下で戦う二つの魔力の事だった。

　あんな桁けた外はずれの存在がぶつかり合っているのだ。その余波が空高くまで伝わってきたとしても、何ら不思議ではない。

　むしろ、この程度で済んでいるのが信じられないほどだ。

「……くっ」

　おぞましいまでの圧あつ迫ぱく感が立ちこめている。まるで巨大な手で握にぎりしめられているような感覚だ。

　一刻も早く、ここを離れたい。

　キャロライナを抱えたイルミは、逃にげるようにして飛び立った。

　そうやって島から離れ、再び大地が見えるところまで来たとき、光と闇の戦いに決着がつこうとしていた。

　銀の光が一ひと際きわ輝かがやきを増し、黒の闇を飲み込んでいた。

　わずかに残った闇の欠片かけらが、空へ逃とう走そうを図はかる。だが、光はそれを許さず、無む慈じ悲ひに追つい撃げきし、イルミの頭上でトドメを刺さした。

　闇が消える瞬しゆん間かん、断だん末まつ魔まが上がったように聞こえた。

　その敗北した黒い闇も、決して弱かったわけではない。魔力の量は、イルミとアリスを足して千倍にしたよりも更に多かった。

　にもかかわらず、それを倒たおした銀の光は少しも疲ひ弊へいした様子がない。

　むしろ闇の魔力を吸収して、より一層強くなったように見えた。

「僕ぼくらを、見下ろしている……？」

　視界全すべてを覆おおい尽くすようにして広がっていた光は、一気に収縮して、イルミの上空で点になる。

　面積が小さくなっても、存在感は決して小さくならなかった。

　いや、むしろ増している。

　イルミは自分の体が震ふるえているのを感じた。キャロライナを放さないようにしっかりと抱きしめながら、同時に彼女へしがみついていた。

　一人では耐たえられない。立ち向かえない。

　――あれは何だ、どこから来た、こんなものがこの世界にあったのか。

　比ひ較かく対象が見つからない。

　アリス？

　あの女はただの雑ざ魚こだ。今ならそう断言できる。この銀色の光を見てしまった以上、他の全ては論ずるに値あたいしない。

「アリスを倒したのはお前だな。全く興きよう醒ざめもいいところだ」

　光の中から声が聞こえた。そして中から細い腕が生えてくる。次に頭、胴どう体たい、足と、幼い少女が現れた。

　光から出てきた――否いや、光が変化して形作られたその少女は、キャロライナにそっくりだった。

　銀色の髪かみ。幼い顔立ち。小さな身体。

　しかし、違ちがう。

　紫むらさき色いろの眼光は、それだけで城じよう壁へきを貫くだろう。あの細い腕は、軽く撫なでただけで山を削けずり取ってしまうだろう。手にした錫しやく杖じようは、まるで世界を支える柱のようだった。

　その魔力は――駄目だ想像もつかない。イルミが見たり聞いたりした物を全て、一撃で破は壊かいし尽くすに違いなかった。それが『星』という、この宇宙において一番大きな物体であろうとも。

「私に恐怖劇を見せるなどと言っておきながら、幕も開けぬ間に退場するとは。まあ、よい。所しよ詮せんは前座だ。これよりフィーリアは孵化を迎むかえる。もはや人間など、すべからく用済みだ。そこのお前も、抜ぬけ殻がらを抱えて最後の時を噛み締めるがいいぞ？　そのくらいの慈じ悲ひは私にもある」

　少女の形をしたその存在は、まるで出しゆつ荷か直前の家か畜ちくを見るような目でイルミを見下ろしていた。

　怨うらみもなければ敵意もなく、かといって好意もない。

　人間如きの生き死になど、それこそ思し慮りよの外。関心は微塵もない。奴やつの目がそう語っている。

「お前は、誰だっ！」

　イルミのその叫さけびは、悲鳴になっていた。

「うん？　ああ、そうか。名乗らねば分からんか。私の名はティアマト・ハイロード。お前たち人間が創造主と呼ぶ存在だよ」

　少しも威い圧あつする素そ振ぶりを見せず、むしろ幼さを感じさせる声なのに、一言一言が魂たましいの随ずいまで響いてくる。

　質量が違う。総量が違う。

　創造主。神。ティアマト。

　言葉としては知っていた。それが倒すべき敵なのだと認にん識しきし、覚かく悟ごも決めていた。

　しかしイルミの覚悟など、敵が誰かも知らずに決めた覚悟だった。

　こうして目にして、自分がどれだけ無む謀ぼうな事を言っていたかをようやく思い知る。

　星を壊こわすなどという、あまりにも非現実的な逸いつ話わゆえに、力をイメージできなかった。アリスより強いのだろうとしか考えていなかった。

　今、目の前にいる敵は、根本からして違う。

　どんな言葉で言い表せばいいのか分からない。

　――神と人。

　しかし、実際に神を見た者が何人いる？　知らないもので例えても意味がない。故ゆえにティアマトを言葉で表すのは不可能。

　イルミの髪の毛けから足の爪つめまで、全身を恐怖が駆かけ巡めぐる。まともに思考できない。逃げたい逃げたい。この恐怖から逃れられるなら心臓が止まっても構わない。

　もう自分の力ではどうしようもない。祈いのるしかない。

　だが、誰だれに祈るというのか。

　神が敵になっているというのに。

　――キャロライナ。

　それでもイルミの心をこの世に繋つなぎ止とめたのは、愛いとしの少女だった。

　もう一度、彼女の笑え顔がおが見たい。

　そんな、ちっぽけな理由。

　ティアマトからすれば理解すらできないかも知れない。

「お前を倒すぞ、ティアマト！」

　ところが、そのちっぽけな理由が、イルミをこれ以上ないほど奮い立たせる。あらゆる恐怖を彼方かなたに追いやる。

「倒すとな？　この私を？　ふん、あまり上から目線で言いたくはないが、お前、少し滑こつ稽けいだぞ。自分で考えてみろ。虫けらに同じ台詞せりふを言われたらどう思う？　笑いすらとれんぞ。倒せると思っているのか、と問いただしたくもなる。戦ってどうする。それでお前は何を得る？　残された時間を有意義に使うべきではないのか？　もしや、私を倒せば孵化が止まる、などと間ま抜ぬけな事を考えているのではなかろうな」

　ティアマトはどうやら本気で聞いているようだった。倒すと言われ、この人間風ふ情ぜいに興味を持ったらしい。

「止まるか、止まらないか、やってみなきゃ分からないだろう！」

「ふむ、一理ある。私はまだ死んだ事がないからな。確かに死んだあとどうなるのか分からない。なるほど、一本取られたよ」

「ふざけるな。僕はキャロライナを守るんだ……お前の好きにはさせない！」

「キャロライナ……？　ああ、我が娘フイーリアの器うつわの事か。守るも何も、それはただの抜け殻だろうに。既すでに魂は卵の内部に向かった。まさか、気付いていなかったのか？」

「……？」

　急に何を言い出すのかと、イルミは訝いぶかしんだ。

　抜け殻とはどういう意味だ。

　キャロライナは眼を覚まさないだけで、ちゃんと生きている――

　そこでイルミはようやく気付いた。キャロライナの体温が失われている事に。

「一度アリスが喰ったようだがな。そのアリスが死んで、自由になったフィーリアの魂は、本来あるべき場所、星の中心点へと落ちていった。お前の手はもう届かんぞ。聞いているのか？　それはもう『死んでいる』と言っているのだぞ。後生大事に抱えていても、意味がない。捨てたらどうだ？」

　捨てる？　キャロライナを捨てる？　諦めろと？

　この子を助ける為ためなら何でもやると決めたのだ。諦めるなんて有り得ない。

　しかし、既に死んでいた。

　手て遅おくれだった。

　馬ば鹿かな。認めてたまるか。諦めて――

「哀あわれだな。それは前向きではなく、現実逃とう避ひというのだ。実に詰つまらない。もうお前には興味が失うせた。ひと思いに殺してやろう」

　ティアマトが手にする錫杖の先せん端たんが、イルミとキャロライナへ向けられた。

　攻こう撃げきが来る。当たれば即そく死しどころか完全消しよう滅めつだ。

　逃げなければ。

　自分一人ではないのだ。今、大切な人を守っているのだ。ここで負ければ、その人を失ってしまう。

　――いや、もう失っていた。

　イルミが守ろうとしていたのは、ただの死体。もはや、どう足あ掻がいても覆くつがえらない。

　終わったのだ。

　何もかも。

　星が割れる。そして全てが滅ほろぶ。死に絶える。

「ごめん、キャロライナ……結局、何も出来なかった」

　イルミは眼を閉じた。万ばん象しようから目をそらした。

　もう叱しつ咤たしてくれる人もいない――

「ヘタってんじゃねぇぞ、イルミぃぃィィィィィィイッ！」

　だが、怒ど声せいが貫つらぬいた。

「なに？」

　ティアマトが戸と惑まどいの声を上げた。

　目を開けたイルミは、驚きよう愕がくの光景を目もく撃げきする。

　青い炎ほのおがティアマトに巻き付き、焼き焦こがそうとしているのだ。

　その炎から溢あふれ出だす魔力に見覚えがある。あの刺とげ々とげしさを持った男を、イルミは一人だけ知っている。

「その声には聞き覚えがあるぞ。狂きよう犬けん――」

　錫杖の一ひと振ふりで青い炎は跳はね返された。しかし霧む散さんする事なく固まり、人の姿をとる。

　ジョスカン・ミルウィック。

　イルミの兄であり、そして敵だった男。

「アリスの死によってお前も解き放たれたか。して、何が目的だ？」

「目的だァ？　シケた事ぬかしてんじゃねーぞ、シロガキがッ！　これを逃したらもうテメェと戦うチャンスなんて巡ってこねぇ……いちいち目的だの理由だのと小こ賢ざかしい御ご託たく並べてられるかよ」

「そうか、何もなくても命を懸かけられるか。単純だな。そして目め障ざわりだ」

　ティアマトの錫杖が、イルミとジョスカンの中間を向いた。一撃でまとめて消し飛ばすつもりなのだろう。

「おい、イルミ。いい加減、眼ェ覚めたかァ？　俺おれは今からあのシロガキをぶっ殺す。テメェはどうすんだよ」

　ジョスカンは横目でイルミを見やった。

　彼かれは至って真顔であり、おそらく自分が負ける心配など全くないのだろう。

　目に映った者は尽く殺すという、あらゆる道理を取り払はらった生き方。

　それを未いまだに貫いているのだ。

「勝手にすればいい……僕にはもう戦う理由がない」

　イルミはもう貫けない。

　イルミが戦うには理由が必要だった。キャロライナという目的が不可欠だった。

　何の支えもなしに神へ立ち向かう気力など、湧わき上がる筈もない。

「ハッ！　言われるまでもねぇ、俺は勝手に殺る。だがな、テメェのそのウジウジした面ァ見せられるとこっちまで萎なえるんだよッ！　女一人死んだくらいで泣き言ほざいてんじゃねぇぞ、ムカつくんだよ！」

「死んだくらいだとっ？　急に出てきて、勝手な事を……お前に何が分かる！」

「ああ、分からねぇな。死んだくらいで終わっちまうようなクソガキに惚ほれる気持ちも理解できねぇ。おい、テメェが抱えてる女は、本当にもう終わったのか？」

「死んだくらい――」

　他の誰かの口から漏もれた言葉なら、単なる戯ざれ言ごとにしかならなかった。

　だが、このジョスカンという男は死んでいる。死んでなお、ここにいる。

　死など大した事ではない。生き返るなり幽ゆう霊れいになるなり、幾いくらでも次の手を打てる。

　それは全くもって死者を冒ぼう涜とくする考え方だった。しかし、この先の戦いは、そのくらいの出で鱈たら目めさがなければ踏ふみ込めない。

　キャロライナを助ける手段も、そんな狂きよう気きの向こうにしかないのだ。

「おい、ジョスカン」

「何だよ」

「僕はキャロライナを安全な場所に置いてくる。それまで適当に戦っていろ。そのあとは僕がやる」

「ハッ、馬鹿かテメェ。ゆずらねぇよ。殺りたきゃ無む理り矢や理り割り込みな」

　ジョスカンは一いつ瞬しゆんだけイルミに笑いかけ、そしてすぐにティアマトに向き直った。

　時間を稼かせぐ――つもりなど聞くだけ無ぶ粋すいだ。

　この男は自分で戦い、自分で倒したいのだ。

　いかにジョスカンといえども、ティアマトには勝てない。それどころか、小指一本で潰つぶされかねない。







[image: ]







　分かりきっているのに、イルミは心のどこかで期待していた。

　ジョスカンの参戦により、流れが変わる。そんな期待を思わせる何かが、この男にはあった。

「茶番は終わったか？」

　だが、ティアマトは冷ややかだ。

　当然だろう。彼女の持つ総量からすれば、イルミやジョスカンが何人集まろうとも、端は数すうにすらならない。

「力を合わせれば私に勝てると思っているのか？　仲むつまじくて微ほほ笑えましいな。実に和なごむぞ」

「うるせぇ、家族会議に口だしてんじゃねぇよ創造主」

　ジョスカンは、聞きき惚れるほど大だい胆たんに啖たん呵かを切った。

　相手が誰であろうと、この男の対応は変わらない。

「そうか、それは悪かった。しかし、生あい憎にくともう、お前たちと遊んでいられる時間もなくなったようだ。見ろ、孵ふ化かの瞬間だぞ」

　ティアマトは、イルミとジョスカンから目を離し、下を見つめた。その表情には歓かん喜きが浮うかんでいた。つられてイルミも見下ろす。

　大地が、揺ゆれていた。

　見える範はん囲いは全て、ピンボケの写真のようにブレていた。

　まるで星そのものが震動しているかのようだった。

「待ちわびた瞬間だ。我が娘フイーリアが姿を見せるぞ。お前たちも心して見るがいい。生しよう涯がい最後の光景としては申し分なかろう」

　ティアマトの声に熱がこもる。

　地の底から、巨大な存在感が上ってくるのがイルミにも分かった。

「ちっ、思ったより早ぇな」

「くそっ、どうすればいいんだ！」

　ところが、歓喜に打うち震えていたティアマトが、ふと表情を険しくした。

　イルミには何事か分からなかったが、神の想定を越こえた現象が起きたらしい。

「これは……フィーリアではない……！」

　ティアマトは上ずった声を出し、錫杖を地面に向ける。

　その瞬間、幅はば数キロに渡わたり大地が裂さけ、黄金の輝かがやきが飛び出した。

　――アリス！

　なぜかイルミは、彼女の名前を思おもい浮かべた。

　黄金が放つ魔力の質が似ていたからだろうか。それとも、奴はまだ終わっていないと、どこかで思っていたからだろうか。

　いずれにせよ、この乱入に対して、イルミは驚おどろきよりも納なつ得とくが優まさっていた。

　黄金の輝きはティアマトへ一直線に向かい、飲み込んでしまう。更さらに空へ高く高く昇のぼっていき、近くにいたイルミとジョスカンを余波で吹ふき飛とばす。

　まるで柱のようにそびえ立つ黄金を目で追いかけたイルミは、神の調和が崩くずれ始めたのを感じ取った。
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　デスサイズが人間を素す通どおりした。

　そんな馬鹿なとマリィは目を疑ったが、しかし事実、目の前の男には傷一つ付いていなかった。

　外した、というのも考えられない。狙ねらいは正確だった。確実に両断する筈はずだった。

　なのに無傷。男は悲鳴を上げて逃げていく。

　そして、その異変は続いた。

　何人斬きっても全員斬れない。血の一滴てきも流れないのだ。

　逃げていく者の後ろからもう一度斬きっても駄だ目め。気絶した者を脚あしで踏みつけても素通りしてしまった。

　まるで蜃しん気き楼ろうと戦っているような感覚だった。

　初めは、サクヤの血龍を見み逃のがしていたのかとも思ったが、そこから百人以上斬ったところで確信した。

　マリィが斬ってサクヤが再生させるというプロセスは終わったのだ。今、起こっている現象は、全くの別物である。

　そもそも斬れないのだ。こんな馬鹿な話があるものかと、マリィはムキになってデスサイズを振りまくったが、何度やっても結果は同じ。

　これではアリスに魂を送ってやれない。役目を果たせない。

「何をしたの、サクヤお姉ちゃん！」

　叫びながら振り返かえる。

　そこにはサクヤが、いつもどおりの無表情で立っていた。

　いや、少し違う。汗あせを――脂あぶら汗あせを浮かべている？

　焦あせっているのはマリィなのに、どうしてサクヤの方が汗を流しているのだろう。

「マリィ。もう諦あきらめて」

「諦めてって……そんな簡単に諦められるなら、こんな事になってないよ！」

　マリィは腹立ち紛まぎれに、気絶して転がっている人の腹にデスサイズを振ふり下おろした。

　また素通りする。血が出ない。

　ところが、今度は血が噴ふき出す音だけが響ひびいた。刃はの先を見ても何もないのに、その音だけが派手に聞こえてくる。

　何が起きたのか分からなかったが、顔を上げてすぐに理解した。

　サクヤの腹から血が噴き出していたのだ。その血は龍の形になって、傷をふさぎ、何事もなかったかのように消えてしまう。

　しかし、なぜだ。マリィが斬ったのは全くの別人だ。それなのに、斬られた人が傷つかず、サクヤから血が流れる。

　マリィはもう一度デスサイズを振り下ろした。今度は胸だ。

　素通りした――と同時に、やはりサクヤの胸から血が飛び散った。

「そんな……まさか……！」

　湧き上あがる疑ぎ惑わくを確かめる為、マリィは、自分の左ひだり腕うでに刃を突つき立たてた。

　自分は無傷。痛みすら感じない。

　代わりにサクヤの左腕が落ちた。その左腕も血龍によって拾われ、元の場所にくっついた。

　これはもう間ま違ちがいない。マリィが放った攻撃は、全てサクヤに集まっていくのだ。

　再生するより速く斬ればいいという策は、もう使えない。速度の問題ではなくなってしまったのだ。

　しかし、それよりもなによりも、サクヤはどんなつもりで傷を自分に集めているのだ。

　一つでも利益を得るのか。

　体を両断され、腹を裂かれ、胸を貫かれ、首をはねられ、腕うでを千切られ、脚を切断され、臓器を破られ、骨を砕くだかれ――それら何百人分もの痛みを、一人で味わっていたのだ。

　痛みだけで発はつ狂きようしても不思議ではない。そんな激痛と表現するのも生やさしい痛みの中、サクヤはマリィを追いかけてきたのだ。

　だから脂汗を流していたのだ。

　なぜこんな真ま似ねができる。死なない体だから？　体が無事でも心は違うだろう。

　普ふ通つうは爪と指の間に針を刺さされただけで悲鳴を上げる。手足を万力で潰されれば、大たい概がいの者は心が折れてしまう。

　それなのに、サクヤは自ら即死の痛みを背せ負おい込む。

　まともな思考では辿たどり着つけない、道理から外れた行動。もはや人外の領域だ。あまりにも異常すぎて、恐きよう怖ふすら感じてしまう。

　サクヤはマリィへ歩み寄ってきた。

「近寄らないで！」

　マリィは叫ぶ。

「嫌いや」

　短い否定の言葉。

　だからマリィは、サクヤを止める為に、何度も何度もデスサイズを振り下ろした。

　まるで畑を耕すクワのように、リズミカルにザクザクザクザクと――

　その一いち撃げき一いち撃げきが、サクヤの体を斬り裂いた。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに振り下ろしたせいで狙いが定まらず、斬撃が体のあちこちに移動する。

　サクヤはあらゆる場所に穴を開け、血と肉にく片へんを撒まき散ちらし、歩きながら崩れ落おちていった。それは力が抜けて倒たおれたという意味ではなく、本当に物体として崩れたのだ。

　しかし、サクヤは壊れる度に再生し、一歩ずつマリィに近づいてくる。

　止まらない。止められない。逃にげられない。

　マリィは恐おそろしくて、振り下ろす速度を上げた。もうサクヤは穴の部分の方が多いくらいだった。完全に人型からかけ離はなれている。赤い色をしたナニカだ。

「い……っ」

　小さな悲鳴が聞こえた。

　それがサクヤが出したものだとマリィが気付くまで、暫しばらく時間がかかった。

「あ、ぐ……ぅ！」

　何せ、サクヤの悲鳴などというものがこの世に存在するなど、今の今まで知らなかったのだ。

　どんなに痛くても、サクヤは声を出した事なんてなかった。平然としていた。それが、耐たえきれずに呻うめいている。

　マリィはそれだけの苦痛をサクヤに与あたえてしまったのだ。

　だが、歩いている。

「何で……どうしてこんな事するのっ？　もうやめようよ、意味ないよ、こんなの……サクヤお姉ちゃんがどんなに頑がん張ばったって、この星は割れちゃうんだよ？　私が殺すのやめても、未来は変わらないんだよ？」

　それは事実だ。

　いずれ全員が間もなく死ぬ運命なのだ。だから、せめてアリスの役に立てようとしてマリィは斬っているのだ。それを止めてどうする。誰が得をする。

「未来が決まっているなんて、ありえない」

　サクヤは血の川を作りながら歩き、そして口を開いた。

「マリィがアリスに何を吹き込まれたか知らない……だけど、諦めちゃ駄目。足掻きをやめる理由がない。諦めは、死者にのみ許される行こう為い。だから、私たちは全力で生きなきゃ駄目。私は諦めない。イルミたちも戦っている」

「でも！　私はもう、沢たく山さん殺しちゃったんだよ……やめたって、やり直せないよ！　それに、私はアリスお姉ちゃんのそばにいたかったから……アリスお姉ちゃんのそばにいれば安心できるし、夢の中でアリラト島の皆みなにも会えるから……そんな自分の為だけに殺しちゃったんだよ！　今いま更さら、サクヤお姉ちゃんみたいにはなれないよ……っ」

　故に、最後まで悪を貫くしかない。

　一度道を踏み外はずした者は、二度と正道には戻もどれないのだ。

　だから、マリィはサクヤに直接斬りかかった。

　このお節せつ介かいを黙だまらせる。邪じや魔まする奴やつは消してしまう。自分がやりたいようにやる。

　アリスはそうやって生きていた。だからマリィもそうする。

「馬鹿」

　ところが、サクヤはそんなマリィの思いを一いつ蹴しゆうした。

「それはマリィの都合。殺された人にも、これから殺される人にも関係ない」

「じゃあ私はどうしたらいいの。サクヤお姉ちゃんについていけば、私は許されるの!?」

　マリィは刃をサクヤに突き刺し、体ごと持ち上げ、大きく振りかぶって投げ飛ばした。

　サクヤは建物の壁かべにぶつかり、グシャッと潰れ、地面に落ちる。

「許されない」

　それでも彼かの女じよは答えた。

「殺人は決して許されない。だって謝あやまる事ができないから。盗ぬすみは謝れる。嘘うそを吐ついても謝れる。重じゆう症しようを負わせても謝れる。だけど殺してしまったら謝れない。その人の墓前で謝っても、それは壁に向かって話しかけているのと同じ。ただの自己満足。家族に謝って許してもらっても同じ。殺してしまった人に許されたわけじゃない。だから殺人は許されない」

「だったら、やっぱり意味ないよ！　殺しても殺さなくても許されないんなら……私はこのまま！」

　マリィの答えは、刃を振る事。

　サクヤの言葉にもう耐えられない。聞きたくない。

　こうして斬り続けていれば、口をきけない筈だ。

　彼女は正しいのだ。正論なのだ。殺すのは悪い事だと、マリィにだって分かっていた。しかし、そんなのは誰だれにだって分かっている。

　分かっていても、もう殺ってしまった。その事実は消えたりしない。

　サクヤだって言ったではないか。許されない――と。

　なのに、どうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうして。

「……あれ」

　デスサイズが動かない。腕に力を込めているのに、サクヤへ振り下ろせない。

　見ると、血龍が巻き付いていた。たったそれだけの事で、マリィが全力を込めても、ピクリともしなかった。つまり、サクヤの血龍は、その気になればいつでもマリィの行動をとめられたという事だ。ならば、今まで大人しく斬られていたのはなぜ。

　不思議に思ったマリィは、サクヤを見つめた。

　そして、血の気が引いた。背筋が凍こおり付ついた。

　いつもボンヤリした顔のサクヤが、怒いかりを剥むき出しにしていた。

　眼光だけで脚が震ふるえる。

「いつまで甘あまえているの！」

　マリィの頬ほおに衝しよう撃げきが走った。サクヤの手の平に叩たたかれたのだ。

　初めて――出会ってから初めて攻撃された。

　親が子供を叱しかるときの優やさしいビンタではない。かけねなし全力の、筋力の全すべてを込めた、倒す為ための一いち撃げきだった。

　マリィは頬と首に痛みを感じながら、大きく仰のけ反ぞった。

　だが、血龍に引き起こされ、倒れる事を許されなかった。そのまま反対の頬をもう一発叩かれる。口の中で血の味がした。歯が一本とれてしまった。

「黙って聞いていればゴチャゴチャと……子供のワガママは聞き飽あきた。そうやって駄だ々だをこねていれば誰かが何とかしてくれると思っている。思っているからやっている。アリスは貴女あなたに優しかったかもしれない。何でもしてくれたかもしれない。だけど、それは貴女を人形として扱あつかっていたからじゃないの？　アリスは一度でも貴女を叱った事があるの？　マリィは本当に人を殺しても平気なの？　本当は辛つらいのに、アリスを喜ばせる為に平気な振りをしているんじゃないの？　従っていれば楽だから媚こびを売っていた。何だかんだと理由をつけて正当化していた。見えない振り、聞こえない振り。気付いてしまったら無視をする。私の言っている事は、間違ってる？」

「間違ってない、間違ってないけど……」

「だったら、いい加減、楽な方へ逃げるのはやめて、自分の意志で決めて！」

　サクヤの腕がマリィの胸むなぐらを掴つかむ。

「決められないよ！　私はサクヤお姉ちゃんと違ちがって、もう間に合わないもん。今の生き方をやめるには……死ぬしかない！　死んで償つぐなうしか……そうだよ私、死ぬ！　サクヤお姉ちゃん放して、私ちゃんと償うから！」

　マリィは手足をバタつかせて暴れた。

　するとサクヤは不自然なほどあっさりと手を放した。しかしマリィはそれに違い和わ感かんを覚える余よ裕ゆうもなかった。

　半はん狂きよう乱らんでデスサイズを掴み、自分の胸に突き立てる。

　ところが、死ねない。傷をサクヤに盗まれてしまう。

「サクヤお姉ちゃん邪魔しないで――」

　マリィが怒ど鳴なりながらサクヤに掴みかかろうとしたとき、手足を何かに掴まれて転倒した。

　血龍が絡からみついていた。それは胴どう体たいにも巻き付き、マリィは無理矢理、四よつん這ばいの姿勢にさせられた。

　サクヤは無言でマリィの隣となりに座すわり込み、そしてそのスカートをまくり上げた。

「な、何するの……あぐっ痛！」

　お尻しりにサクヤの平手打ちが炸さく裂れつした。目の前で火花が散ったかと思うほどの衝撃だった。

　もう一発叩かれる。更に一発、続けて一発。

「痛い、痛い痛い痛いィィィイ！　うわぁぁぁあっやめてよぉぉおおおおお！」

　しかしサクヤは何も言わない。黙ってひたすら平手打ちを続ける。

　尋じん常じような力の入れ方ではなかった。

　マリィはおろか、サクヤもただでは済まないだろう。

　その証しよう拠こに、骨が折れる音が聞こえる。マリィの骨は折れていないのに。

　サクヤの腕だ。自分の骨が砕けるほどの力で、マリィのお尻を強打し続けるのだ。

　マリィは手足を縛しばられているので、転がり回る事すら許されなかった。

　もう悲鳴が勝手に口から飛び出だしてくる。我が慢まんしようがない。

　涙なみだと鼻水と涎よだれを垂れ流し、絶ぜつ叫きようする。

「死ぬのはこれより痛いのに」

　ようやくサクヤが言葉をかけてきた。

「さっきまで死ぬって言っていたのに。この程度で泣くの？」

　喋しやべっている間も、力を緩ゆるめなかった。

　マリィはお尻だけではなく、全身に火がついたような痛みを感じていた。

　叫さけびすぎて声がガラガラになり、痛んだノドに胃液が迫せり上がってくる。汗と涙が混じって、それが乾かわいてカピカピになる。

　体が痙けい攣れんを始め、姿勢を維い持じできない。それなのに、血龍に縛られて強ごう引いんに起こされる。

　苦しい。息をするのも辛い。痛いのか熱いのか分からない。泣いているのに涙も声も出なくなった。視界がチカチカする。耳鳴りが止まらない。

　なのに、死ぬのはもっと痛いとサクヤは言う。

　それはそうだろう。マリィは所しよ詮せん、お尻を叩かれているだけ。

　マリィが殺した人は、首を刎はねられたり、心臓を刺されたりしたのだ。

　どんなに痛かっただろう。どんなに怖こわかっただろう。

　小さな子供も、働き盛りの大人も、残りの人生を楽しんでいた老人も、マリィは殺してしまった。

　仕方ないから。アリスの為だから。もうすぐ星ごと壊こわれるから。そんな妙みような理り屈くつをつければ正当化されると本気で信じていた。

　今なら、それが戯ざれ言ごとだと分かる。

　――怖い。

　痛いのが怖い。叩かれるのが怖い。サクヤが怖い。死ぬのはもっと怖い。

　今、マリィは生きている。だから怖いと思える。

　この恐怖から逃のがれられるなら死んでもいい？　馬ば鹿かな。ありえない。怖いと思っていたい。感じていたい。生きていたい。

　マリィはそんな思いを幾いくつも叩き潰してきた。

「ごめんなさい……」

　自然と声が漏もれた。嗄かれていた筈なのに、漏らさずにはいられなかった。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　もう殺したりしません……殺す事が簡単だなんて思ったりしません、自分の事だけ考えたりしませんっ……だから……ああ、私は……私はこんなに駄目な人間なのに、誰の役にも立てないのに、なのに、なのに生きたいよぉ……死にたくないよぉ……あぁぁっ、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいィィッ！」

　心の底からの――懺ざん悔げ？　謝罪？

　自分でもわけが分からなかった。何を意味不明な事を呟つぶやいているのだと、舌を引き千切ってやりたかった。

　しかし、その言葉は、マリィの本音に違いないのだ。

　飾かざらず偽いつわらず、謀はからず取とり繕つくろわず、完全な素すの言葉。

　謝りたい。

　誰に対して、ではなく、この世界の全てに。

　自分は百万回死んでも償えない罪を犯おかしてしまった。絶対に許されないのだ。それなのに生きたいなどと思っている。

　醜みにくい。結局、自分が可か愛わいい。どうしようもない。

　償いたい、償いたい。許してもらえなくていいから、罪が消えなくてもいいから。

　罰ばつを。厳げん罰ばつを。どうか、この身を処断してください。

　自分が生きている事それ自体が罪だから。そして自殺するのも罪だから。

　――こんなになっても、私、まだ生きたい。

　いつの間にか、サクヤの平手打ちが終わっていた。

「マリィ。間に合わないなんて言わないで……きっと間に合うから。マリィの事も、この星の事も、私とマリィと皆で間に合わせよう。いつか自分で、生きてていいって思える日が来るから」

　罪を犯したならば、罰を受けなければならない。

　そして、サクヤはマリィに罰をくれた。

　それによって罪が帳消しになるわけでもなく、殺してしまった人から許してもらえるわけでもない。

　罪を背負ったまま、罰を受ける。二重に苦しむ。それが罪人の正道。

　マリィがこれから生きる道だ。

　それを指し示してくれたのが、サクヤ・サクラという、この人。

「あり、がとう……サクヤお姉ちゃん…………」

　この言葉を境に、マリィはアリスを裏切り、サクヤに寝ね返がえった。

　これだって罪だ――と思いつつ。
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第三章　グランギニョル
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　フィーリアはとうに孵ふ化かの態勢を整えていた。

　ところが、肝かん心じんのキャロライナの魂たましいがアリスに取り込まれていた為、寸止めになっていたのだ。

　だが、アリスはイルミによって殺された。キャロライナの魂は、ようやく星に還かえっていく。もっとも――アリスの魂も併へい走そうして落ちていった。

　通常なら人間一人の魂など、一いつ瞬しゆんにして溶とかされてしまう。何せ、これまでに生まれ死んでいった全生物の魂が渦うず巻まいているのだ。それら全て、雛ひなの餌えさ。ハイロードという人知を越こえた存在は、人間など全く問題にしていなかった。

　しかし、アリスは大五ご芒ぼう星せいによって膨ぼう大だいな数の魂を吸収している。並の人間とは存在の強度が違った。消化しきれない。雛は食あたりを起こしてしまう。

　ここでティアマトの想定すら越えた異常事態が起きていた。

　アリスは溶けるどころか、逆にフィーリアに蓄ちく積せきされていた魂を喰くってしまう。孵化寸前だった雛から栄養を盗んでしまったのだ。

　たった一人の精神力が、今まで生まれ落ちた全生命体の意識を圧倒する。

　そんな絵空事にもならないような真似を、アリスは成功させた。

　ひとえに、あの御お方かたに対する愛の為に――

　そして、アリスは黄金の光となって地上に飛び出す。ティアマトに体当たりし、上空に浮うかんでいたリンデン島を貫つらぬき、瞬またたく間まに重じゆう力りよく圏けんを脱出した。

　星すら砕きかねない、膨大な魔ま力りよくである。

　そんな力を直ちよく撃げきさせたのに、ティアマトの髪かみにも服にも焦こげ目め一つなかった。

　ただ、不敵に笑うばかり。

　――ああ、それでこそ！

　アリスが愛を捧ささげる価値がある。




　ティアマトは黄金の光に押おし上げられながら、力を抜ぬき、心を奪うばわれていた。

　これは確かに攻こう撃げきだ。なのに、心ここ地ちいい。

　なぜならティアマトにとって、何かに包まれるなど三百億年ぶりの事だった。

　この宇宙に生を享け、母親に抱だきしめられた、その一度きり。それ以来、誰かに触ふれられた事すらなかったのだ。

　だが、この黄金の光は触れてくる。痛いほど力強く抱きしめてくる。

「だがなアリス――少々愛あい撫ぶしただけで、この私がなびくと思うなよ？」

　ティアマトは錫しやく杖じようを振ふり、黄金の光を吹ふき飛とばす。

　光が晴れると、そこは宇宙空間だった。フィーリアは遥はるか遠くに見える。あとは星ほし屑くずの海。その中で黄金の粒りゆう子しが舞まっていた。

「さあ、どうした。今のは挨あい拶さつ代わりだぞ。まさか力ちから尽つきたか？」

「あは。ご冗じよう談だんを」

　粒子が集まり、人の姿となる。

　それは死んだ筈はずの、アリス・フィン・ノンマルスだった。

「くくくっ――」

　ティアマトは嬉うれしさのあまり、思わず喉のどを鳴らしてしまう。

　アリスは恐怖劇を見せてやると言っていた。ティアマトはそれに期待していた。どんな見世物なのだろうと気に掛かけていた。

　しかし、これは、期待以上である。

「見事だよ。まさか星に落ちて生せい還かんする人間がいるとは思わなかった」

　正直な話、心が躍おどっていた。

　こんな事が起こりえるのかと、未いまだ理解が追いつかない。

「しかし、ドラゴンズ・ハイロードは戦う為に存在する種族。私もその使命を母より仰おおせつかっている。故ゆえに私の心が欲ほしければ、全力で奪って見せろ。奇き術じゆつの類たぐいでは、やはり前座にしかならんぞ？」

「ええ、それは承知しております。ですが、獣けものですら求愛行動をとるというのに、私たちの秘ひめ事ごとがいきなり本番から始まるというのも無ぶ粋すいでしょう」

　アリスは真正面からこちらを見つめ返し、いつもと変わらぬ様子で平然と言い放つ。

「なるほど。そういうものか。お前と違って私は奥おく手てだからな。作法など知らんし、興味もない」

「あは。それはもしかして嫉しつ妬とでしょうか、ティアマト様」

「ほざけよ、アリス。小こ賢ざかしい真ま似ねはやめて、そろそろかかってくるがいい。これでも私は、お前の演だし物ものを楽しみにしていたのだぞ」

「それは光栄の至り。では、これより恐怖劇グランギニヨル最後の幕を開けましょう」

　アリスの穏おだやかなその声がゴングだった。

　その空間に漂ただよう気配が、一気に変わる。

　黄金の六ろく芒ぼう星せいがアリスの背中から広がっていく。

　ティアマトは、肌はだにビリビリと突つき刺ささるような感覚を味わった。それがアリスから放たれている魔力だと知って、笑えみがこぼれるのを止められなかった。

　奴は今、確実にハイロードの領域に踏ふみ込んでいる。もう人間エサなどでは断じてない。

　錫杖を向けて、先せん端たんに魔力を集める。手加減など無用。全力を叩きつけても死なぬであろう相手――初めて出会ったのだ。

「ク――ハッ！　ハハハハハハハッ！　アリス、お前その六芒星にどれだけ魔力を込めるつもりだ。嬉しいぞ、楽しみだぞ。私は生まれて初めて『戦い』というものができるらしい！　間ま違ちがっても一撃で死んだりするなよっ！」

「それはこちらの台詞せりふですわティアマト様。くれぐれも、私を失望させないでくださいまし」

　アリスのウィル・オ・ウィスプが現れる。その一つ一つに十億を超こえる魂が込められ、何万という弾だん幕まくとなってティアマトに襲おそいかかった。

　対するティアマトは動かない。回かい避ひの素そ振ぶりすら見せず、錫杖を構えたまま、ひたすらアリスを見た。ウィル・オ・ウィスプが次々と当たっても微び動どうだにしない。そして錫杖に満足がいくだけの魔力がたまったとき、ようやく行動を開始する。

　とはいっても、ただ撃うっただけ。

　何の駆かけ引ひきもなしに、馬ば鹿か正しよう直じきに真正面からぶっ放す。

　アリスへ向けて銀色の閃せん光こうが叩きつけられ、その余波でウィル・オ・ウィスプの全てが消しよう滅めつしてしまう。

　――さあ、どう凌しのぐ？

　いかにアリスがフィーリアの魂を盗んできたといっても、所詮は雛。ティアマトとの間には、それこそ親と子ほどの差があった。単純な力の勝負となれば、まさしく赤子の手を捻ひねるようなもの。

　するとアリスは、自分に迫せまる閃光に向けて両手を突き出した。たったそれだけの動作で、光が割れてしまった。ティアマトの攻撃は左右に裂さかれ、アリスを避さけるように左右に飛んで行ってしまう。

「ほう……何だ、今のは。どんな手品だ？」

「大した事ではございませんわ。ただ、ティアマト様の攻撃を真正面から喰らうのは痛いので、少し方向を変えさせて頂きました。どんなに強力でも、当たらなければ意味がありませんから」

「道理だな！　しかし不思議なものだ。それが技術か、それが魔ま術じゆつか？　私にはとんと無む縁えんなものだがな。私にできるのは、魔力を貯ためて、ただ撃つ事！　女め々めしいのは好かん」

「はい。ティアマト様はそれでよろしいのです。ただ私はどこまでいっても弱いので。貴女の隣に並ぶには、色々と小細工を弄さなければなりません。見苦しいでしょうか？　お嫌きらいでしょうか？」

「いや、好きにするがいい。それが勝利に繋つながると信じるなら、自分の武器は余すことなく使え。それにしても、くくく……楽しいなアリス！」

　今の攻こう防ぼうは、どちらも全くダメージを受けていない。ただ、お互たがいの力量を確かめるように、たったの一撃を撃ち合あっただけ。それなのに、莫ばく大だいなエネルギーが周囲に流れ出し、星間物質が一気に増えてしまった。

　まるで恒こう星せいが増えたかのように、太陽系の温度が上じよう昇しようしていく。真空は冷たいという常識を早くも壊してしまう。

「次は私から仕し掛かけるぞ。接近戦だ。気を抜くなよ、殺してしまうぞ」

「気を使って頂き、ありがとうございます。ですが、そろそろご自分の勝利を疑っていいのではありませんか？」

「気が早いな、お前は。私はまだまだ実力の毛先も見せていないぞ」

「気が早い、でしょうか？　これでも忍にん耐たいには自信があったのですが？」

「二千年そこそこしか生きていないくせに、何を言う」

「あは。手厳しいですわ」

　そうだ、アリスは二千年しか生きていない。ティアマトは三百億年だ。積み重ねた年月が違う。

　それでも奴やつは同じ場所に駆け上のぼってきた。年月の差、実力の差、種族の差。あらゆる障害をものともせず、アリスは強くなった。全てはティアマトの為に。

　――この私の為、か。

　神として君臨していたティアマトにとって、全ての存在は見下ろすべき者だった。

　見上げられるのが当然だった。

　しかし、同じ目線の高さに、他人がいるという感覚。

　――悪くない。

　この三百億年、自分はこの感覚を追い求めていたのだと自覚する。

　故に、ティアマトは加速した。アリスの想おもいに応こたえる為に。

　またしても真正面から。接近しアリスの頭上に錫杖を振り下おろす。が、易やす々やすと避けられた。アリスは踊るように布をひるがえし、ティアマトの背後に回り込む。

　しかし、ティアマトが振り返かえっても、アリスはそこにいなかった。ただウィル・オ・ウィスプが一つあるだけ。光球を叩き落おとしたティアマトは頭上を見上げる。案の定、弾幕を張りながら後退するアリスが見えた。

　ティアマトは向かってくるウィル・オ・ウィスプなど意に介かいさず、アリスを追いかける為に突っ込んだ。すると、逃にげると見せかけていたアリスが反転して、こちらに突とつ進しんしてくる。

「垂直落下式黒幕ちゃんキィィィィィィィック！」

「ははっ、宇宙空間で落下も何もなかろうにっ！」

　互いに全力疾しつ走そうのまま激げき突とつする。

　ティアマトの錫杖とアリスの靴裏が、太陽の中心温度に等しい熱を放つ。

　弾はじき飛ばされた二人は、再び攻防を繰くり返す。星の公転速度を追おい抜き、あるいは自じ転てん軸じくをずらし、衛星を破は壊かいし、小しよう惑わく星せいを投げ飛ばし、幾つもの爆ばく発はつと光を太陽系の到いたるところに描えがき出した。

「っくく、くは、ァァァアハッハッハッ！」

「あは、あははははははははははははっ！」

　この二人の前には、光の速度など遅おそすぎてアクビが出てしまう。

　無論、ティアマトもアリスも、その事を誇ほこったりしない。

　神域の戦いに踏み込むには、光速を出し抜くなど最低条件に過ぎないのだから。




　この宇宙空間は真空だと思われているが、実際には微び量りようの星間物質と、エーテルという目に見えない粒子が充じゆう満まんしている。

　物体が光の速度を超えられないのは、このエーテルが抵てい抗こうを作り出しているからであり、また光はエーテルの影えい響きようを受けない唯ゆい一いつの存在だからこそ最高速度の座にいるのだ。

　例えるなら、エーテルとはプールの中の水。水のせいで歩くのが遅くなる。エーテルのせいで、物体は光速を超えられない。

　今、ティアマトは、このエーテルを力ちから業わざで強引に吹き飛ばしていた。水の抵抗を無視できるほどの推進力があれば、プールの中でも速く走れる。いや、プールごと破壊してやろうという乱暴な意志がそこにあった。言うなれば、力による超ちよう光こう速そく。

　対してアリスは、エーテル粒子の一つ一つを丁てい寧ねいに払はらいのけていた。水が自分を避けてくれれば、プールの中でも速く走れる。自分の周りにあるエーテルに干かん渉しようして跳ね返してやれば、抵抗など一いつ切さい受けない。つまりアリスは宇宙空間プールを切きり裂いて進んでいるのだ。言うなれば、技による超光速。

　到とう達たつした速度が同じでも、二人のアプローチは真逆だった。そして結果的に互ご角かくの勝負を繰り広ひろげる。

　光のドップラー効果により、彼かの女じよたちの姿は可視光線の外にはみ出していく。この戦いに観客がいたとしても、人の目では見る事が出来なくなってしまった。そしてより速く速く加速し、放射線や電磁波の域に入り込む。

　同じ超光速で飛ひ翔しようし、相対速度が限りなくゼロに近い二人だけが、互いの姿を視し認にんしていた。

　何者も踏み込めない、二人だけの世界。

　それこそが、新しい最高速の基準だとでも言いたいようにして。




「楽しいなぁ、本当に楽しいぞアリス！　何もかも忘れて、いつまでもこうしていたい。そう思うだろう、お前も！」

「あは。ティアマト様ったら。そんなにはしゃいでしまって、まるで子供のようですわ」

「私は子供だよ。なりを見て分からんか」

「いいえ、分かります。可愛くて可愛くて、抱きしめたくなる――」

「ならば、やってみろ。力ちから尽ずくでな」

　幾千回と繰り返した激突によって、太陽系の公転軌き道どうは滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。

　もう子を育てる揺り籠クレイドルとしては用をなさないだろう。だが、ティアマトは少しも気にしていなかった。気にする余よ裕ゆうがなかった。

　目の前のアリスの事で、頭が一いつ杯ぱいになっている。彼女の攻撃をどう躱かわしてどう反はん撃げきするか。どう攻せめれば倒たおせるのか。アリスが使ってくる多た彩さいな技が面おも白しろくて仕方がない。

　ところが、ある瞬しゆん間かん、ティアマトは気付いた。自分に余力がないという事に。

　戦いの興奮に我を忘れ、全く手加減せず、全力でアリスに攻撃していた。

　なのに互角。

　いつの間にか、錫杖を握にぎる腕うでに痺しびれが残るようになっていた。心臓の鼓こ動どうがハッキリと速くなっている。動き回るのが億おつ劫くうになってきた。

　――私は、疲ひ労ろうしているのか？

　知って、愕がく然ぜんとした。

　それまでは遊びのつもりだった。その気になれば、いつでも勝てると思っていた。飽あきてしまえば叩たたきのめせばいいと思っていた。

　しかし、これでは遊びどころか、最悪こちらが殺される。

　思い至ったとき、ティアマトの中に知らない感情が沸わき上あがった。生まれてこの方、何かに脅おびやかされるという経験がなかったティアマトにとって、未知なるものだった。

　もしや、これが恐きよう怖ふというものなのだろうか。

　今、自分がいる場所は安あん全ぜん圏けんではない。アリスの演し物を気軽に観みようとしていたのに、知らぬ内に全力で踊っていた。

「ようやく気付きましたか、ティアマト様。貴女あなたがいる場所が客席ではない事に」

　ウィル・オ・ウィスプがティアマトの真後ろから襲いかかった。咄とつ嗟さに振り返って防ぼう御ぎよしたが、衝しよう撃げきで飛ばされてしまい、木星クイントに落とされる。水素とヘリウムの海に沈しずんだティアマトは、そのまま中心核かくまで貫き、反対側から飛び出す。

　巨きよ大だいガス惑わく星せいを貫かん通つうするほどの一いち撃げきを受けても、ティアマトにとっては大したダメージにならない。無視してよいほどのものだ。だが、幾千と繰り返された攻撃により、鈍にぶい痛みが体を蝕むしばむようになった。

「ああ、理解している。どうやら私は今、舞ぶ台たいの上にいるらしい。客として招かれたつもりだったのだが――全く奇き妙みような話だ」

「あは。三百億年も客席にいたんですもの。一度くらい、御ご自じ身しんで演じてみてもよろしいではありませんか。その為ためにこの二千年間、私は脚きやく本ほんを書き続けてきました。ティアマト様と一いつ緒しよに踊りたくて……もう客席には帰しませんよ？」

　木星の向こう側からアリスの声が聞こえてくる。姿が見えなくても、愛のこもった魔力がヒシヒシと伝わってくる。

「帰らぬよ。こんなに楽しいのは初めてだからな。ところでアリス。お前が書いた脚本で、私はどんな役目なのかな？」

「それは無論、敗者ですわ」

「くくくっ……しかし、私はその脚本を読んでいないぞ？　故に、お前の演出とは違ちがう結末が待ち受けているかもな」

「あらあら。本番で脚きやく本ほん家かに逆らうなんて、ティアマト様は悪い役者ですわ。舞台が滅茶苦茶にならないよう、責任を持ってお仕置きさせて頂きます」

　木星の対岸、十四万三千キロメートル先で、アリスの六芒星が肥大化していくのを感じ取った。これまでで最大の攻撃がくるのだ。

　それに対してどう対処するか、ティアマトは浅慮ノータイムで決めた。

　無策、である。

　真っ向勝負。力で押し返す。ハイロードが人間に対して小細工を弄するなど、恥はじでしかない。

　いや、まず何よりも。アリスはティアマトを倒す為にここまでしてくれたのだ。ならば、その想いに迂う遠えんな態度で応えてどうするというのか。

　正々堂々、受け止めて、握りつぶす。主従をハッキリさせてやる。

「お前は私の臣下だ。それをわきまえず、越えて見せようなどと自うぬ惚ぼれた。私の体に触れたいか？　心を奪いたいか？　笑しよう止し。人間如き、私を愛する資格もない。対等の立場で考えるなよ。敬え、平へい伏ふくしろ。皆みな等しく餌と知れ」

「あは。自惚れているのは貴女でしょう、ティアマト様。もう既すでに、私は貴女と同じ場所にいる。駆け上がったのよ、二千年かけて。もう神様でも何でもない、ただの女の子。私にとっては愛めでる対象。綺き麗れいなドレスを着せて、首輪をはめて、鎖くさりで繋ぐの。薔薇ばらの花びらを浮かべた浴よく槽そうに二人で入って、互いの体を擦すりつけて泡あわまみれになりたいわ。そして貴女は私の脚あしを泣きながら舐なめるのよ。愛撫されて悲鳴を上げるの。涙なみだを流しても許さない。虐いじめてあげる。未み来らい永えい劫ごう、貴女は私のお人形」

「ハハハハハッ――鳥とり肌はだが立ったぞ、変態め。ウブな私の前で妙みような事を口走るな。御ご託たくを並べて悦えつに浸ひたっていないで、いい加減、実力行使に出たらどうだ。お前の想いを見せてみろ。見事私を倒したならば、愛撫だろうが交こう尾びだろうが好きにさせてやる」

「させてやる、などと上から目線。勘かん違ちがいしちゃ駄だ目めよ、ティアマト様。貴女は私の奴ど隷れいになるの。愛撫の許可を出すのは貴女じゃない――貴女が私に『してください』と這はいつくばって懇こん願がんするのよ」

　六芒星が臨界点を迎むかえていた。信じがたいほどの魔力がティアマトを狙ねらっている。

　しかし、それはこちらも同じ。錫杖の先に展開した五芒星には、ティアマトのありったけの魔力を込めたのだ。

　これより、木星を挟はさんで砲ほう撃げきし合う。




　ティアマトは自分を奮い立たせる為、笑みを浮かべた。

「三百億年、この太陽系を維い持じしてきたのだ。二千年しか生きていない痴女めいた小こ娘むすめが並び立とうなどと。夢見る少女も大たい概がいにしろ。魔力総量の桁けたが違うという現実に屈くつ服ぷくするがいい」

　そして一撃を放つ。

　フィーリアをまるごと飲み込んでしまうほどの直径を持つ白銀の閃光が、五芒星から吐はき出だされる。木星の奥おく底そこを突き進すすみ、向こう側のアリスを叩く。

　――小細工など無用。真に圧あつ倒とう的てきなパワーがあれば、万ばん象しようを打ち負かす事ができる。

「ゆえに、私は負けんぞ！　全力で痛めつけ、叩きのめし、そののちに優やさしく抱きしめてやろう！」

　負けぬという絶対の確信があった。なぜなら、奥おくの手てはまだあるのだから。




　アリスは自分を奮い立たせる為、笑みを浮かべた。

「二千年、片思いを続けてきたのよ。三百億年も引き籠こもっていた世間知らずの小娘が払い除のけようなんて。夢見る少女も大概にして。魔術練度の格が違うという現実に屈服しなさぁい」

　そして一撃を放つ。

　それは木星を弾だん丸がんに見立てた究極の破は壊かい魔ま術じゆつ。アリスが幾いく度ども空を見上げながら思おもい描いた、対ティアマト用のとっておき。大質量の恋こい文ぶみである。

　――小細工こそ至高。真に完成された技術があれば、貴女を打ち負かす事ができる。

「だから、私は負けない！　全力で押し倒し、犯おかし尽つくし、そののちに優しく抱きしめてあげる！」

　負けぬという絶対の確信があった。なぜなら、奥の手はまだあるのだから。




２




　そしてティアマトは目を見張る。

　自分の撃った攻こう撃げきに後こう悔かいはない。あれ以上は無理というほどの威い力りよくを込めた。その証しよう拠こに、木星を貫つらぬき、アリスに直ちよく撃げきした手て応ごたえがある。

　しかし、その木星が自分に向かって動いているのだ。

「くくく……くはははははははァッ！　こうまでするか――否いや、こうまでできるのかっ、お前はッ！」

　人間たちの天文学において、木星は太陽になり損そこなった惑星と呼ばれる事がある。それはつまり、木星を構成する成分が太陽とよく似ているという意味だ。

　ところが、核かく反はん応のうを行なって輝かがやくには、中心部の密度が全く足りなかった。だから木星は太陽になれない。

　では、その密度を人工的に高めてやればどうなるか。木星の体積を圧縮し、中心に圧力をかけてやれば――核かく融ゆう合ごう反応が開始される。

　アリスはそれをやったのだ。

　完成したのは燃えさかる小型の太陽。

　小型、とはいっても、月などよりは遥はるかに巨大だ。

　だが、逃とう走そうなど思し慮りよの外。

　ティアマトは錫しやく杖じようから更さらに魔ま力りよくを放ち続け、木星太陽を押おし返そうとした。これが彼女以外の行こう為いならば、苦くるし紛まぎれの悪あがきにしかならない。

　しかし、彼女はドラゴンズ・ハイロードだった。神と崇あがめられ、星を生み出した創造主なのだ。

「この程度で、私を御ぎよせると思うなよ！」

　五ご芒ぼう星せいは一層輝きを増し、放つ魔力も力強くなる。

　木星太陽の形が崩くずれ始めた。

　――勝った。

　ティアマトがふと気を抜ぬいた、その束つかの間ま。

「いや、違うな……形が崩れたのではなく、更に収縮しているのかっ？」

「ええ、そうよ。恒こう星せい如きで貴女を獲とれるなんて思っていないもの。これが私の奥の手。脱だつ出しゆつは不可能よ、ティアマト様」

　収縮は止まらず、体積ゼロ、密度無限大の特異点と化す。

　その周囲には光すら脱出できない超ちよう重じゆう力りよくの井い戸どが発生した。

　物質の最高速である光が逃げられないのだから、そこに落ちたらもう終わり。言うなれば、事象の地平線。ありとあらゆる物理法則が通用しない、無限重力の異界なのだ。

　アーティファクトで作った紛まがい物ものとは異なる、本物のブラックホール。

「――光ならば、な」

　事象の地平線に飲み込まれたティアマトは、素そ粒りゆう子しすら崩ほう壊かいする圧力の中で原形を保っていた。

　そして脱出する為に加速する。

　光より速く動けるティアマトにとって、ブラックホールは監かん獄ごくではない。あくまで重い星に過ぎなかった。もっとも、その重さだけで十分な脅きよう威いになっている。

　ティアマトの小さな体に、世界の法則を超えた圧力が加わった。骨格が歪ゆがみ、内臓が潰つぶされる。時間の経過と共にダメージは蓄ちく積せきされていく。

「ぐっ――」

　痛い。叫さけびたいほど痛い。

　早く重力の井戸から出なければ、本当に死んでしまう。

　窒ちつ息そく寸前の人間が水面を目指すようにして、ティアマトはブラックホールの外を目指す。

　ようやく顔を出し、息いき継つぎをする。

　だが、痛みのあまり動けない。アリスの次の攻撃を予期しながらも、ティアマトはそれを黙だまって見ているしかなかった。

「あは。小型のブラックホールは蒸発するのが速いのよ。放射開始ぃ」

　ティアマトがやっとの思いで脱出したブラックホールが、今度は逆にエネルギーを外に向かって吐き出した。

　木星を構成していた大質量が、粒りゆう子しの一つ一つまでエネルギーに変わっていく。もはや核融合など及およびつかない、考かんがえ得うる限り最高効率の超ちよう爆ばく発はつ。

「ああ、ここまでか――」

　ティアマトは自分が『一応』敗北したと理解した。

　悔くやしい、が同時に充じゆう実じつ感もあった。アリスは人間なのだ。その脆ぜい弱じやくな身でありながら、ティアマトを倒すという馬ば鹿かげた目標を一いち途ずに貫き、遂ついに成なし遂とげようとしている。

　ここまで強く想われて、嫌いやな気はしなかった。

　薄うすれ行く意識の中、ティアマトはアリスの六ろく芒ぼう星せいを見た。その次の瞬間、ブラックホールの爆発が直撃する。




「ティアマト様、ティアマト様――」

　アリスは眠ねむり続けるハイロードの姫ひめ君ぎみに、耳元から囁ささやいた。

　太陽系を震わせた大だい爆ばく発はつは、彼女の体を木星軌道から太陽のすぐ近くまで吹ふき飛とばしてしまった。それを追いかけてようやく見つけたアリスは、ティアマトが眼めを覚まさないのをいい事に、思う存分舐め回まわした。

　夢にまで見たどころか、幻げん覚かくすら見た憧あこがれの体。幾いくら触さわっても飽きるという事はない。しかし、やはり反応が返ってこないというのは寂さびしいものだ。

「うん……アリス、か…………むっ、何をす、ん、ん――――ッ！」

　そしてティアマトが目を開けた瞬間、アリスは狙い澄すましたように、その唇くちびるに接せつ吻ぷんをかました。

　ティアマトは手足をバタバタと動かして暴れるが、戦せん闘とうのダメージのせいでほとんど力が入っていない。

　アリスは長年の望みどおり、力任せにその体をもてあそべるのだ。

「ぷはぁ……ふふ、ティアマト様のお口の中、とっても美味おいしい」

「いきなり舌を入れるな馬鹿者。何事かと思ったぞ」

　互いの唇を、唾だ液えきが糸を引いて繋げている。

　そんな些さ細さいな光景で、アリスは脳が焼き切れそうなほど興奮するのだ。

　嬉うれしさのあまり、目から血の涙が出そうなほどである。
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「ここは、太陽のそばか。こんな場所まで飛ばされたのだな、私は」

「はい。ですが生きていてくださり、本当によかった。ティアマト様に勝つ方法が他になかったとはいえ……正直、賭かけでした」

「アリス、お前、私を誰だれだと思ってるのだ？」

「私が愛したティアマト様です」

「では、死ぬわけがなかろう」

「あは。そうですね」

　言われてみればその通りかもしれない。

　いや、そうだと分かっていたからこそ、アリスは迷う事なく木星を圧縮できたのだ。

「それにしてもアリス。お前、髪かみも服もボロボロだな」

「それはティアマト様もですよ。ほら、こんなに素す肌はだが見えてしまって」

「アリスはいちいち言う事が気持ち悪いな」

　ティアマトはそう言って笑った。

　それも、今までのような不敵な笑えみではなく、穏おだやかで、外見に相応ふさわしく愛らしい笑え顔がおだった。

　アリスは虚きよを突つかれ、茫ぼう然ぜんとしてしまう。

「うん？　どうした、私の顔に何かついているのか」

「いえ……ティアマト様があまりにも……その、可か愛わいらしかったので。まるで子供のような……」

「ああ、何だ、そんな事か。さっきも言ったであろう。私は子供だよ。三百億歳さいなどハイロードの感覚からすれば、若じやく輩はいの筈はずだ。伊達だてや酔すい狂きようでこの姿をしているとでも思っていたのか？」

「はい。てっきりティアマト様のご趣しゆ味みかと」

「お前と一緒にするなよ」

「あは」

　アリスは笑って誤ご魔ま化かしつつ、ティアマトの言葉の意味を考えていた。

　――子供。若輩。

　なるほど、星を卵程度にしか見ていない規模の生き物にとって、数百億年という年月は短いものなのかも知れない。しかし、それでも三百億年は三百億年なのだ。ティアマトがアリスより遥かに長生きしているのは確かだった。

　私は子供だ、などと言われても、いまいちピンとこなかった。

　そうやってアリスが考え込んでいると、不意にティアマトが腕を回してしがみついてきた。

　突とつ然ぜんの出来事に、アリスは完全に固まってしまう。

「てぃ、ティアマト様……？」

「いいではないか。少し甘あまえさせろ」

　そう言って、彼女はアリスの胸に顔を埋うずめる。

　思わず抱だきしめ返したアリスだったが、腕にすっぽりと収まってしまうティアマトの小さな身体に、感動と興奮を禁じ得なかった。

「うん、やはり人ひと肌はだは温かいな。それに柔やわらかい……お前にだから言うがな、私はずっと誰かに抱かれたかったのだ。一人は嫌だった。気き恥はずかしいが、寂しかったと言いい換かえてもいい。だが、人間など私と目を合わせただけで死んでしまうし、今まで産んだ子たちも弱かった。私と同じ速さで飛べる者は現れなかった。ところが――アリス、お前はこうしてここまで来てくれた。完全に誤算だったが、その事がとても嬉しい」

　ティアマトはそう言いながら、四し肢しの力を完全に抜いていた。アリスに全すべてを任せても良いと、そう思ってくれているのだ。

　ここにきてアリスは、ようやくティアマトに勝ったのだと実感した。

　今まではどこか夢うつつで、自分が本当にあの御お方かたを手に入れたのかと信じられずにいた。

　しかし、やっと理解した。この腕の中にいるのだ。もう、あの御方などではない。ティアマト。愛いとしいティアマト。恋こいしいティアマト。ああ、ティアマトティアマトティアマト。

「もう、放しませんよ？」

「ああ、放すなよ」

「好きにしてもいいんですね？」

「構わんよ。何をするのかは知らんがな」

　ならば教えてさし上げようとアリスは心躍おどらせる。誰も触ふれた事のない肌はだを、指先で弄いじくり回すのだ。

「私は勝ったのですね」

「いや、悪いがそれは違う」

　その瞬間だけティアマトの表情が、髑どく髏ろの玉座にいたときと同じものになった。

　アリスがそれに反応する間もなく、太陽の表面が波打った。

　コロナの炎ほのおが荒あれ狂くるい、その奥から銀色の塊かたまりが顔を出す。

　それは四本の脚と二枚の翼つばさを持ち、高温のプラズマを撒まき散ちらしながら昇のぼってくる。

　――ドラゴンズ・ハイロード。

　初めはとても小さく見えた。だが、それが目の錯さつ覚かくだったとすぐに理解する。

　太陽と対比したからそう見えただけで、実際には天体規模だ。

「あれが私の本体だ。この太陽系クレイドルを温める為に動かすわけにはいかなかったのだ。まあ、お前が盗ぬすんだ魂たましいさえ回収すればフィーリアは孵ふ化かするわけだから、クレイドル自体用済みとなったがな」

　腕の中にいるティアマトは、手品の種明かしをするかのように、優ゆう越えつ感かんたっぷりに語っている。

　そしてアリスは、今までなぜ気が付かなかったのだろうと、自分の間ま抜ぬけさに呆あきれていた。

　キャロライナだって、力を解放するときは竜の姿に変身したではないか。ならば、ティアマトの本気の姿が、少女のままというのは考えられない。

　アリスにとっては死し闘とうだった先さき程ほどの戦いも、ティアマトからすれば小指一本で戦っていたようなもの、というわけだ。

　技わざを磨みがいて、策を巡めぐらし、恋に焦こがれて二千年。必死に駆かけ抜け、ゴールしたと思ったのに。まだ半分も進めていなかった。

「……完敗ですわ」

　だが、もうそれでいいとアリスは思う。ティアマトに喜んでもらえたのだから。心に触れる事ができたのだから。

「ティアマト様。最後にお願いします。どうか……愛していると言ってください」

「愛しているさ、アリス。そうだ、これは恋れん愛あいだな。臣下に対する愛ではない。娘むすめに対する愛とも違う。だがな、最後ではないぞ？　お前の魂はフィーリアにはやらん。お前は私だけのものだ。嫌と言っても放さない。お前と私は未来永劫、一つだよ」

　ティアマトの唇がアリスに触れた。

　太陽から昇ってきたハイロードの巨きよ体たいが、二人の体を飲み込む。

　それによってアリスは、遂に死んでしまった。振りではなく、逃のがれられない本当の死。

　吸収してきた那由他の魂が解放され、飢き餓がに苦しむ雛ひなのもとへ飛んでいった。

　しかし、たった一つだけ。一番大きく一ひと際きわ輝かがやく黄金の魂だけは、ハイロードの体の中に残された。

「さあ、行くぞアリス。二人でフィーリアの孵化を見届けよう」

「はい、ティアマト様。どこまでもお供します」

　アリスには、もう動かせる手足がない。

　何もかも失ってしまった。

　体も仲間も力も勝利も目的も――

　それでも幸せだった。ティアマトの声が聞こえる。体温が伝わる。愛が包つつみ込む。

　自分にだけ向けられた想おもいがあった。

　それさえあれば、もう他に何もいらない。

　自分はそれを手に入れる為に戦ってきたのだと、胸を張って言えるのだ。
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　恐おそろしいほどに広く暗い空間だった。

　何も見えないし何も聞こえない。皆みなからは遠く離はなれてしまった。

　何せ、ここは地の底。星の中心点。

　本来、死者の魂が渦うずを巻いている筈のこの空間は、アリスの手によって根こそぎ奪うばわれ、がらんどうになっていた。ただ一つだけ残ったのが、銀色の巨体。ハイロードの雛である。

　キャロライナの意識は雛の肉体に宿り、ジッと孵化を待っていた。

　見えなくても、時間がないのは感じられる。

　盗まれた魂が、もうすぐ宇宙の向こうから帰ってくる。そうすればお終しまいだ。

　自分はこの星を破は壊かいして、外に飛び出してしまう。

　ティアマトが望んだ、強い子として生まれてしまう。

　嫌だ。そんなのは嫌だ。

　舌を噛かみ切きって死んでしまえたら、破は滅めつを阻そ止しする事ができるのだろうか。

　だが、その仮定にすら意味がない。

　キャロライナは自分の体を――ハイロードの体を動かせないのだ。

　燃料である魂がなければ、この巨体は木偶でくの坊ぼうに過ぎなかった。

　皆が死んでしまう。なのに、とめる手段がない。

　外では様々な思おも惑わくが交差していたようだが、結局のところ、ティアマトの定めた運命が一番強い。決して歪まない強固な予定調和だ。

　雛が卵を割ろうとしているのを、その表面に住む微び生せい物ぶつたちが妨ぼう害がいしようとしたところで、どだい叶かなうわけがなかった。

「ごめん、皆……っ！」

　キャロライナは己おのれの罪深さに泣く。

　涙なみだも声も出せなかったが、それでも泣いた。

「泣かないでキャロライナ」

　突とつ如じよ、声がした。

　若い……いや幼い男の子の声だった。

　誰もいないこの空間で、語りかけてくる者などいる筈がない。だからキャロライナは、それを空耳だと思った。

　しかし、声はもう一度優やさしく声を出す。心に直接聞こえてくる、不思議な声だった。

「まだ諦あきらめないで。イルミたちは生きている。チャンスはあるよ」

「誰？　チャンスって何？　死者の魂が帰ってきたら、私はこの星を壊こわしちゃうのよ。もう、どうしようもないじゃない！」

　ようやくできた話し相手に、キャロライナは八つ当たりした。

　これまでは当たる事すら許されなかったのだ。

　怖こわくて心細くて寂しくて、どうにかなってしまいそうだった。

「……ごめん。せっかく励はげましてくれてたみたいだったのに」

　どこの誰か知らないが、こんなへんぴな場所まで来てくれたのだ。そんな人に向かって、随ずい分ぶんと失礼な口をきいてしまったと、キャロライナは反省した。

「いいよ。キャロライナの言う事はもっともだよ。ボクらの前に生まれた雛だって、きっと同じ事を考えた筈だよ。自分が生まれる事によって星の歴史を閉じてしまう――そんな悲しみを背せ負おって生まれたのに、ティアマトは弱者と切り捨てて、すぐに殺してしまった。何度も何度も……ティアマトは星を産んでは破壊した。この連れん鎖さは――キャロライナ。君の番で終わりにしなきゃ！」

「ボクら……？　ねぇ、貴方あなたは誰なの。どうしてここに来れたの？　前にも会った事……あるの？」

　幾ら記き憶おくを辿たどっても、声の主に心当たりがない。それなのに、どうしてか不思議と聞いた覚えがあるのだ。それどころか、毎日顔を合わせていたような、そんな安心感すら与あたえてくれる声だった。

「まだ気付かないのキャロライナ。ボクだよ、アシュトだよ」

　その声はどこか楽しげに名乗った。

「ア、アシュト？　え、だってアシュトは喋しやべれないし、それにここに来れる筈が……」

　筈がないのだが、しかし妙みように納なつ得とくがいくのも確かだった。もしアシュトが人の言葉を話せたらこんな声こわ色いろなのだろうと、容易にイメージできた。

「まあ、細かい事はあとにしようよ。時間がない。今から君に、この状じよう況きようを打だ破はする方法を教える」

「だは……？　何とかなるって事!?」

「そういう事。いいかい？　全部、キャロライナにかかってるんだ。この星の運命も、今までティアマトに殺された雛たちの仇あだ討うちも――」

　そしてアシュトは語り始める。

　ティアマトが過去に産んだ卵が五個あったという事。その卵から生まれた雛の魂がアーティファクトになっている事を。

　もっとも、それらはキャロライナも何となく知っていた。この空間で、ハイロードとしての自分を自覚するにつれ、様々な知識が流れ込んできていたのだ。

　しかし、次にアシュトが言った内容は、完全に知識の外だった。

「ティアマトは六度目の産さん卵らんで、二つの卵を産んだんだ。その一つがフィーリア。そしてもう一つがヒュイオス。君たちが月と呼んでいる天体さ」

「月もハイロードの卵……？　じゃあ、月も割れて中からハイロードが出てくるの？」

「いや、このまま行けばそれはない。なぜなら、月にはもう生き物が住んでいないから。魂という栄養がなければ、ハイロードの雛は孵かえらない。月の中にいる雛は、活動を停止している。死んでしまった、と言ってもいいだろうね。ティアマトはヒュイオスの養分までフィーリアに回してしまった。強い雛が孵るように、片方を犠ぎ牲せいにして、片方を強化したんだ」

「そうなんだ……でも、フィーリアには人が沢たく山さん住んでるよ。私は孵化寸前……」

「結論を急がないで。ここからが重要なんだ。ヒュイオスの肉体は確かに死んでしまった。その卵の表面に住んでいた生物の魂もフィーリアに送られてしまった。だけど、ヒュイオス自身の魂は、誰にも吸収されずに残った。執しゆう念ねんで、ティアマトに復ふく讐しゆうする為ために、そして双ふた子ごの姉を守る為に。魂の状態で、フィーリアの生物に寄生して身を隠かくしたんだ。時には動物。時には昆こん虫ちゆう。時にはキャロライナ・ギルズベイルの弟、アシュト・ギルズベイル。そして今は、子竜のアシュトとして」

「え、ちょっと待って。アシュト。貴方も……ハイロードなの？　私の弟？　ハイロードとしての弟？　それとも……」

　キャロライナ・ギルズベイルには、アシュトという名の弟がいた。

　まだ生まれたばかりだった彼かれは、村が襲しゆう撃げきされたときに殺されてしまったけれど。

　森の中で拾ったウエスト・ドラゴンの赤あかん坊ぼうに、その弟の名前をつけたのだ。

　アシュト、アシュト――

　今、キャロライナに語りかけているアシュトは、どのアシュトなのだ。

「いまいち分かってないなぁ。ボクは子竜のアシュトであり、ギルズベイル一族のアシュトであり、月から生まれる筈だったハイロードでもある。生まれ変わりなんだよ。ずっと君のそばにいたんだ」

「じゃ、じゃあ、アシュトはアシュトなのねっ！　私の弟なのね!?」

「そうだよ。人間としても、ハイロードとしてもね」

「凄すごい。私、ちゃんとお姉ちゃんになってたんだ！」

　キャロライナは、かつて弟を守れなかったという負い目があった。その記憶のせいで、子竜に弟の名前をつけるという代だい償しよう行動をとったのだ。

　だが、アシュトは本当にアシュトだった。

「ねえ、アシュト。私、お姉ちゃんなのに貴方の事、守れなかった。それに、森の中では貴方のお母さんを殺しちゃった……ごめんなさい」

「いいよ。どっちの事も気にしてないよ。それどころか、キャロライナと一いつ緒しよにいた時間はとても楽しかった。ありがとう、お姉ちゃん」

「う、うん……えへへ、お姉ちゃんかぁ」

　こんな時だというのに、キャロライナは何だかほんわかしてしまった。

　しかし、そんな場合ではないとすぐに気持ちを引ひき締しめる。

「それでアシュト！　だはする方法って何っ？」

「その方法は……ヒュイオスの体を使うのさ」

　アシュトは語る。

　自分の死体は、まだ月の内部に残っている、と。

　それもハイロードの体に違ちがいはない。

　ティアマトはその事を完全に忘れている。付け入る隙すきはそこにある。

　二千年前、ティアマトは大五ご芒ぼう星せいを使い、月から大量の魂をフィーリアに送り込んだ。

　ならば、逆流させる事も可能の筈。

　幸いにも、大五芒星はアリスの手によって完成している。

「キャロライナ。君の孵化は止められない。アリスが盗んだ魂が戻もどってきたら、君は卵を砕くだいて産まれてしまう。だけど、何も砕く卵はフィーリアじゃなくてもいいんだ。ハイロードの体はもう一つある。孵化の瞬しゆん間かん、君と君が吸収した魂を、月に飛ばす！」

　正直、キャロライナの知能では、アシュトの話の半分も理解していなかった。

　それでも、まだ絶望するには早すぎるという事だけは分かった。
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「イルミ、起キテ。イルミ」

　呼ばれている。

　なのに、体はおろか、まぶたさえ動かせなかった。

　自分は今どうなっているのだろうか。確か、ティアマトと対たい峙じし、そのあと地面から黄金の光が飛び出だし、それに巻き込まれ――

　そこから記憶が全くない。

　自分を呼んでいるのは誰なのだろう。キャロライナの声によく似ているが、あの子の声など聞こえるわけがない。

　もしや、これは夢の中ではないだろうか。そう考えれば、この随分とフワフワした居い心ごこ地ちの良さも頷うなずける。まるで現実感がない。

　夢。

　夢なら覚めなければ。今は、寝ねている場合では――

「イルミ、寝テル場合ジャナイヨッ！」

　何者かがイルミの頬ほおを凄すさまじい力でつねった。それはもう、攻こう撃げきといっていい威い力りよくを秘ひめていた。

「痛ィ――――ッ！」

　たまらずイルミは悲鳴を上げ、飛び上がった。

「ア……ゴメンナサイ……」

　どうやら声の主がつねったらしく、申し訳なさそうに呟つぶやいた。

　だが、そのおかげでイルミの目が開かれた。腕うでも動く。

　だから、目の前にいる少女の姿もハッキリと見えた。そして、その後ろに広がる宇宙空間も。

「キャ、ロライナ……？」

　パジャマを着た銀ぎん髪ぱつの少女が動いていた。さっきまで、イルミの腕に抱かれていたときは、心臓の鼓こ動どうをとめていた筈なのに。

「違ウ。私ハ、キャロライナジャナイ。コノ体ハ、借リテルダケ」

　そう答えた少女の表情は、確かにキャロライナとは違った。

　あの天てん真しん爛らん漫まんな雰ふん囲い気きはなく、対照的といえるほど無機質な顔を見せていた。サクヤの無表情とも少し違う。目の前の少女から感じられるのは、まるで表情筋の動かし方そのものを知らないような、そんな印象だった。

「だろうね……いきなり死者が蘇よみがえるほど、この世界は甘くない。君は、僕ぼくの左ひだり腕うでの意思かな？」

「ウン。ヌカ喜ビサセテ、ゴメン」

「いいんだ。それより、どうして……？」

　いつも脳に直接語りかけていた左腕と、こうして向かい合って言葉を交かわすというのも妙な感覚である。

「今ノキャロライナハ死体ダカラ。誰だれカガコウヤッテ動カシテアゲナイト、腐ッチャウカラ。キャロライナガ帰ッテ来ルマデ、私ガ入ッテイヨウト思ッタンダケド。オ節せつ介かいダッタカナ……？」

「いや。お節介なもんか。助かるよ。って言うか、君にそんな事ができるなんて知らなかった」

「私ハ元々キャロライナノ細さい胞ぼうダッタカラ。コノ体ハ私ノ体デモアルノ」

「ああ、なるほど」

　この頼たのもしい左腕は、イルミの師し匠しようであるアンデルセンが、ハイロード細胞から作り出したものだった。一時期は暴走し、イルミの意に反して破壊を撒き散らす事もあった。

　しかし、今ではこうして会話すらできる。

「ところで、僕らが今いるのは、宇宙空間……？」

「ソウ。空気ガナイカラ、私トイルミノ周リヲ結界デ包ンデオイタヨ」

　キャロライナの体の向こう側には、ひたすら暗黒の空間が広がっていた。その中に、無数の光の点が散らばっている。上も下も右も左も、だ。

　だが後ろを振ふり返かえると、青い星があった。きっと、あれがフィーリアなのだろう。見下ろすのは初めてだ。

「僕らが住んでいる星が丸いってのは知ってたけど……実際に見下ろすと凄いな。言葉にならない……」

　視界一いつ杯ぱいに広がるフィーリアは、ほとんどが海だった。その上に西方と東方の二大大陸が浮うかび、小さな島々が点在し、更さらに上には雲が漂ただよっていた。

　イルミがあの大地を旅していたときは、何十日もかけて移動していた。ところが、ここからなら、その道が全すべて一望できてしまう。

　巨きよ大だいな山脈もフィーリア全体からすれば、ちょっとした模様みたいなものだった。大気の厚さすら薄うす皮かわみたいなものだ。

　こんな巨大なものの中で人類は生活しているのかと思うと、イルミは気が遠くなるのを感じた。

　そして、この巨大な星が砕けようとしている。

　途と方ほうもない怪かい物ぶつの企たくらみによって、全てが終わろうとしている。

「ネエ、イルミ。私ハキャロライナノ分身ミタイナモノダカラ、分カル。キャロライナノ魂ハ、コノ体カラ離レチャッタダケデ、マダ死ンデナイヨ」

「……それは本当なのか？」

「多分ダケド……キャロライナガ死ヌト、私モ死ヌト思ウ。デモ、私ハ生キテイル」

「生きている。キャロライナが生きている、か」

　彼かの女じよはこれからハイロードとして孵化するのだから、生きているのが当然といえば当然だ。だが、それは理り屈くつに過ぎない。

　キャロライナが生きていると実感するには、この小さな身体で笑ったり怒おこったりしてくれる必要がある。

「だったら、取り返さないとね」

「ウン」

　奴やつらから。

　ティアマトとアリスの二人から。

「キャロライナを返してもらうぞ、覚かく悟ごしろ化物どもっ！」

　イルミは太陽の方角を指さし、高らかに吼ほえた。

　迫せまり来るのは銀色のドラゴン。ティアマト・ハイロード。

　宇宙空間では空気減げん衰すいがないので、それがどのくらい遠くにいて、どの程度の大きさなのか目測する事すらできない。

　それでも、馬ば鹿かげた量の魔ま力りよくは、嫌いやになるほど伝わってくる。

　それに、大きさがフィーリア以下というのもありえない。生みの親が卵より小さい道理はないのだ。

「あは。イルミくん、そこにいるのぉ？　まだ諦めてないんだ。感心感心」

「小こ賢ざかしいな、人間。返してもらうとはどういう意味だ。あれは私の娘だぞ？」

　アリスとティアマトの声が聞こえてくる。

　何が起きたのか知らないが、一つの体から二人の気配が放たれていた。

　それはつまり、二人まとめて倒たおせるという事。イルミはそう解かい釈しやくした。

「ねえ。君の意識がキャロライナに入ってる間、僕は左腕の能力を使えないのかな？」

「大だい丈じよう夫ぶ。コウヤッテ体ガ触ふレテイレバ、私ハイルミノ細胞ニ接続デキル」

「そうか。じゃあ、よろしく頼むよ」

　イルミは彼女の肩かたを右みぎ腕うでで抱だき寄よせ、自分の体に押おしつけた。そして左腕をティアマトに向ける。

　左腕は一回りほど肥大化し、その皮ひ膚ふは硬こう質しつ化かし外骨格を作り出す。銀色に輝かがやきだし、宇宙の闇やみを消していく。

「イルミ。分カッテルト思ウケド、真正面カラブツカッタラ絶対ニ勝テナイ。一秒モシナイウチニ原子マデ破壊サレチャウヨ。何カ作戦デモアルノ？」

「作戦？　そんなものはないよ。ただ、信じてるだけさ。キャロライナはこの星を破壊するのを望む筈はずがない。必死にもがいている。地上ではサクヤも、アシュトも、侯こう爵しやくも、アメリアさんも、ニーナさんも、サキモリも、カエデも――全員が戦っている。誰だれ一人ひとり、こんなところで終わってしまうような結末を許さない。だから、僕らもここで足あ掻がく。一人一人は弱くてちっぽけかも知れないけど、皆の決意が奇き跡せきを呼ぶ。予感なんかじゃない。確信がある！」

　その言葉は虚きよ勢せいでも何でもない。今から実現する、純然たる事実だ。

　ティアマトとアリスは敗北する。フィーリアに住む全ての生命の総意を以もつてして、撃げき滅めつせしめる。

「……イルミ」

　キャロライナが――いや、キャロライナの体を借りた左腕の意思が、イルミを見上げて頬を赤くしていた。

「どうしたの？」

「エット……キャロライナハ……本人ハ隠シテルケド、イルミノ事ガ大好キダカラ、分身ノ私モ、心臓ガドキドキシチャウミタイ……」

「そうなんだ」

　イルミは思わず笑ってしまい、彼女の頭を撫なでた。

「イルミハ、キャロライナノ事、好キ？」

「うん。大好きさ」

「ソレ、チャント言ッテアゲテネ。ジャナイト、キャロライナハ分カラナイト思ウ」

　左腕の意思は、すがるような目を向けてくる。

「ああ。次に会ったら言うよ」

　離れて初めて分かる事もある。

　イルミはこれまで、キャロライナに抱いている感情は、家族に対するものだと思っていた。ずっと一緒にいたいし、大切だが、それは妹分だから。

　しかし、いつしか、それだけでは説明のつかない気持ちになる事があった。

　そして今ならハッキリと言える。

　恋こいしているのだ。彼女の温ぬくもりが欲ほしい。離れたくない。死が二人を分かつまで。

「その為にはまず、貴様らを倒すぞ。ティアマト！　アリス！」

　どこからともなく、イルミの決意をせせら笑う二人の声が響ひびく。

　同時に、鼓こ舞ぶする声もあった。

「いいぜ、よく吼えた。ちったぁ度胸がついたかァ？　だが、こんな面おも白しろそうな戦いをテメェ一人にやらせるわけにはいかねぇなァッ！」

　青い炎ほのおがイルミの左腕に入り込んでいく。

　魔力の量が一気に増えていくのが感じられた。

「そうか。お前は意外とお節介な奴だな、ジョスカン」

　イルミの呟きに兄は返答しなかった。

「イルミ……左目ガ紫むらさき色いろニナッテルヨ？」

　左腕の意志の顔に不思議そうな表情が浮かぶ。

　しかし、幼い頃ころを思い出してみれば、ジョスカンは常にイルミの世話を焼いていたような気がする。その遠い日の記憶が、ふと懐なつかしくなった。




「聞いたかアリス。奴ら、どうやら本気で私たちと戦うつもりらしいぞ。実に勇ゆう敢かんな事だな」

「ええ。無む謀ぼうな上に無策ですが、私たちを目まの当あたりにしても心が折れないのですから、それだけで賞賛に値あたいします」

「その通りだ。故ゆえに、蔑さげすんだりはせんよ。限界を超こえた決意は、ときとして運命すら乗のり越こえる。お前が私と同じ場所まで駆かけ上あがったように。無論、だからといって奴らを見逃すつもりもないがな」

「ええ。生き延びたいなら、自分たちの力で道を切り開いてもらわないと」

「ああ、それにしても、フィーリアの孵ふ化かが遅おそいな。殻からを割るのに手間取っているのかな？　どれ、一つ手伝ってやるとするか」

　ティアマトは口を大きく開く。

　そこから放たれた銀の閃せん光こうは、フィーリアを傷つけぬよう、この上なく手加減したものだ。軽く息を吹ふきかけるような、攻撃とすら呼べない戯たわむれである。

　それでも人間の尺度からすれば、想像を絶する破は壊かい力りよくに違いない。国が軽く蒸発する威力はあるのだ。

　ところが信じがたい事に、あのイルミとかいう人間は、左腕を突つき出して閃光を受け止めた。

　銀色の腕が魔力を分解し、黒い霧きりが防ぼう御ぎよ膜まくを張り、そして青い炎が押し返す。

　もっとも、それも一いつ瞬しゆんの事。

　所しよ詮せんは人間の力。いかに決意を固め、協力し、技ぎ巧こうを凝こらしても、ハイロードの一いち撃げきを食い止めるなど不可能な話なのだ。

「アリス以外が私の攻撃に耐たえられるものか。そこを退くがいい人間。私は卵の殻を割ってやらねばならんのだ」

　ティアマトの言葉に従ったわけでもないだろうが、イルミはすぐに押し負け始めた。

　今まさに、閃光がイルミを跡あと形かたもなく蒸発させようとしていた。




　だが、そのイルミが作った一瞬の時間が、奇跡を生んだ。




　アリスが盗ぬすんだ大量の魂たましいが、遂ついにフィーリアに帰き還かんし、雛ひなの体が動き始める。自分の周りを囲む殻を破は壊かいしようとし、キャロライナがそれを抑おさえ込む。

　そのせめぎ合いの中、アシュトはそこにある全ての魂を、月の内部へ送り届けようと意識を集中させた。

　月のハイロードは、もともとアシュトの体なのだ。だからこそ、大五芒星の力を借りれば、道を開く事ができる筈だった。

　ところが、ティアマトが予想外の行動に出た。卵の外側から殻を割ろうとしたのである。

　これでは、アシュトが魂を飛ばす前に、フィーリアが壊こわされてしまう。

　そんな絶体絶命の危機を、イルミが救った。

　無謀にもティアマトの攻撃を受け止め、一瞬ではあるが凌しのいだのだ。その一瞬こそが、アシュトが欲しかった時間。

　道は開かれ、魂が月内部へと移動する。

　フィーリアの中にいたハイロードの雛は、再び空っぽとなり動かなくなる。これでフィーリアが砕ける事はない。

　そして代わりに、月のハイロードが目を覚ます。

　本来アシュトが宿るべき体に、姉のキャロライナが乗り移る。

　過去にフィーリアとヒュイオスで死んだ全ての魂を引き連れて。

「さあ、行こうキャロライナ！　ティアマトを倒すんだっ！」

「うん。ありがとうアシュト。あとは私に任せて！」

　キャロライナは月の内部で、ハイロードの翼つばさを広げ、体当たりで殻を砕いた。

　首を宇宙空間に出し、イルミを消しよう滅めつさせようとしている閃光へ、同じ規模の閃光をぶつけて相そう殺さいする。




「いやはや――度ど肝ぎもを抜ぬかれた」

　ティアマトは呟く。その声こわ色いろに喜びが混じっていたのに気付き、自じ嘲ちようもした。

　もうここまでくれば、フィーリアの孵化は確実だと思っていたのに。

　まさか代わりに月ヒユイオスから出てくるとは、完全に盲もう点てんだった。

「生まれた瞬間に親に逆らうとは、素す晴ばらしい反骨心だ。ハイロードはこうでなくてはならない。そう思うだろう、アリス」

「あは。私にそんな事を聞かれても、ハイロードはティアマト様しか知りません。そして、ティアマト様の事をもっと知りたいですわ。どこを触さわられるのが一番お好きですか？　どんな声を上げるのですか？　ティアマト様の汗あせはどんな味ですか？　ご自分で指を入れたりした事はありますか？」

「うるさいぞ、気持ち悪いぞ、少し黙だまれ」

「あぁん、ティアマト様のいけずぅ」

　自分の腹の中で興奮しているアリスを無視して、ティアマトは娘むすめを見つめた。

　すると、向こうは睨にらみ返してくる。

　闘とう志しに満ちあふれていた。

　すると、やはり今の一撃は宣戦布告のつもりらしい。

「いいだろう。私は親だからな。子供がじゃれついてきたら、遊んでやるのが義務だろうよ」
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　フィーリア上空の宙域にいたイルミは、何かの力で強制的に瞬間移動させられた。

　足あし下もとが眩まぶしいほど光ひかり輝いている。そんな銀色の地面が、どこまでもひたすら広がっていた。

「これは……ハイロードの体っ？　だけどフィーリアは無事だし、ティアマトは遠くにいる……？」

　ティアマトの攻撃に対して、別方向から飛んできた閃光が当たり、相殺したところまではハッキリと見た。

　だが、その閃光を撃うったのが誰なのか確かく認にんするより早くここに飛ばされてしまった。

「イルミ。ココハ多分、キャロライナノ頭ノ上ダヨ……」

　左腕の意思が、自信なさげに言う。

「キャロライナの頭の上？　でも、孵化したならフィーリアが砕けている筈だ」

「私ノ想像ダケド、モシカシタラ、月ノ――」

　彼女が言いかけたとき、どこからともなく、けたたましい声が響いてきた。

「ちょっとイルミ！　その女は誰よっ？　もう、目を離はなすとすぐに女の子を抱き込むんだから……！」

「その声はキャロライナっ？　やっぱり、これはキャロライナなのか……っ？」

「私に決まってるでしょ。それより誤ご魔ま化かさないで。そいつ誰！」

　キャロライナはいつもと全く変わらず元気な様子で、キンキンと響く黄色い声を上げている。それにイルミは安心しつつ、同時に呆あきれてしまった。

「誰って、君だろ？」

「はぁッ？」

「だから、これは君の体じゃないか。魂が抜けちゃったから、代わりに僕の左腕が入ってくれてるんだよ」

「え、待って、私……？　あっ、ホントだ、私だ！」

　キャロライナは一人で慌あわて、一人で納なつ得とくした。

「アノ……初メマシテ……」

　左腕の意思は、律りち儀ぎに挨あい拶さつを始めた。もともと彼女はキャロライナの細胞なのだから、初めましてというのは妙みような気もするのだが。

「あ、初めまして……って、イルミの左腕？　喋しやべれたのっ？」

「ウ、ウン……今マデハ、イルミトシカ喋レナカッタケド、今ハキャロライナノ体ヲ借リテルカラ……勝手ニ借リテゴメンネ？」

「あとで返してくれるなら別にいいけど。何でそんなにイルミにくっついてるのよ……」

「コウシナイト、イルミハ私ノ力ヲ使エナイノ……本当ニゴメンナサイ」

「いや、そこまで真しん剣けんに謝あやまられても……」

　何やら二人の会話が漫まん才ざいじみてきた。

　決戦前にここまで和なごめるのは、ある意味才能だろう。

　しかし、遊んでばかりもいられない。

「キャロライナ。言いたい事は色々あるけど、とりあえず、今、君がどうなっているかだけ教えてくれないか？」

「あ、えっとね。アシュトのおかげで、魂をフィーリアから月の中に移動できたの。それで、私は月の中にいたハイロードに乗り移ったのよ！」

　――なるほど。

　月がハイロードの卵だったという事はイルミも知っていたが、そちらに魂を移動させて孵化させるという発想はなかった。というより、そんな事が可能だと知らなかった。

　しかし、気になるのは、

「アシュトのおかげ？」

「そうなの。私がフィーリアの中にいたら、アシュトの声が聞こえて、それで魂を月に移動させるからって」

「アシュトもここにいるのかい？」

「あれ、そう言えば、さっきまで声が聞こえてたのに。おーい、アシュトー？」

　アシュトの声と言っても、彼かれは「ギギギ」と鳴くだけで、人間の言葉は話せない筈だ。

　どうにもキャロライナの言う事は分からない。が、とにかく生きているのなら、細かい話は後回しだ。

「――で？　話し合いは終わったのか？　あまり母を待たせるなよ。待ちわびた対面の時だというのに」

　ティアマトの声が包つつみ込むようにして聞こえてきた。

　奴からは怒ど気きも敵意も感じない。

　本当に世間話でもしているかのようだった。

　それはつまり、こちらが敵として認にん識しきされていないという事。とるに足らない、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの相手だと思われているのだ。

「うるさいわね、アンタなんて親だと思ってないんだから！　私はキャロライナ・ギルズベイル。人間よ！」

「人間？　その姿で？　生誕早々、母を笑わせるな。どこからどう見てもドラゴンズ・ハイロードだ。これまで産んだ、どの子よりも立派だぞ。お前こそ、私が待ち望んだ強い子だよ、フィーリア。さあ、共に外宇宙へ進しん撃げきしようぞ」

「嫌よ、ふざけないで。私は今までと同じ生活を送る。ガルツハーンに帰る。そして皆みなの生活も壊さない。その為ためにアンタを倒すのよ！」

　キャロライナはハッキリと叫さけんだ。どこにも迷いはない。

　すると、ティアマトの眼めがスッと細くなる。

「剛ごう胆たんなのはいいが、反はん抗こう期きになるのが早すぎるのではないか。その男が原因なのだろう？　イルミといったな、お前。我わが娘をたぶらかし、どういうつもりだ。幸せにする自信があるのか？　種族が違ちがう、寿じゆ命みようも違う。お前たち、今は若気の至りで恋だの愛だのと言えようが、いずれ思い知るぞ。片方が老人になっても、片方は若々しいまま。そもそも、内包する力が違いすぎる。微び生せい物ぶつと象の恋れん愛あいが上う手まくいくと思うか？　それと同じ話だ。フィーリアよ。くだらない恋は忘れて、母と来い。それがお前の幸せだ」

　流石さすがは神と呼ばれていただけはあるとイルミは感心した。

　圧あつ倒とう的てきに上から目線。自分が正しいと確信している。こちらの言い分を聞こうともしていない。

「ぬかせよ、創造主――」

　イルミは静かにキレていた。口調が少しジョスカンに似てきた。

「黙って聞いていればペラペラと勝手な事を。誰だれがお前に意見を求めた。何と言われようと、僕ぼくとキャロライナは添そい遂とげる」

「ちょ、ちょちょちょっ、イルミってば何真ま面じ目めな顔で恥はずかしい事さけんでるのぉぉぉぉぉぉぉっ？」

「ほう、微生物の分際で言ってくれるな。できると思っているのか？」

「アリス如きでさえ、お前と共にいると決めたんだろう？　だったら、僕とキャロライナにできない筈がない」

「ふぉぉぉぉおっ！」

「はんっ、大言もそこまでくれば大したものだ。なあ、アリス。奴はお前を『如き』とこきおろしたぞ？　何か言い返してやれ」

「あは。正直イルミくんなんて眼中にないから、キャンキャン吼えられても気にならないですわ」

　それもそうだろう、とイルミは思った。

　彼女らから見れば、イルミは普ふ通つうの人間。笑われても仕方がない。

　だが、そのアリスだって最初は普通の人間だったのだ。それでも今は、ティアマトと同じ領域にいるらしい。

　ならばイルミもキャロライナと同じ領域に行けるだろう。

「ねえ、イルミ！　さっきから、へ、変なこと言ってるけど、ややややめてよねっ！　まるで、告白、みたい、じゃないっ！」

「いや、告白のつもりだけど」

「にゃんとっ？」

「大好きだよ、キャロライナ」

「――っ！」

　するとなぜか、イルミの足下が急に熱くなってきた。そこはキャロライナの頭の上なので、つまりキャロライナの体が熱くなっているのだ。

「ほぁっ！　せりゃ！　うにゃぁっ！」

「なんだい、その掛かけ声ごえ？」

　イルミは、キャロライナがパニックを起こしているのを見てにやけてしまう。

　しかし、不意にぐいっと腕うでを引っ張られた。

「アノネ、イルミ。前カラ思ッテタンダケド、私ガ言ウ筋合イジャナイカラ黙ッテタ。ダケド、言ウネ。ソウイウ変態行こう為いハ、ソロソロヤメタ方ガイイト思ウ」

「……え？」

「エ、ジャナクテ。ソウヤッテ女ノ子ノ純じゆん粋すいナ気持チヲ弄ブノハ、見テテ気分悪イシ、男トシテ最低ダト思ウ。告白スルナラ、モット真剣ニシナキャ、キャロライナガ可か哀わい想そう」

「う、うん……ごめん」

　真顔で怒おこられてしまった。イルミは真面目にへこむ。

「私ニジャナクテ、キャロライナニ謝ッテ」

　左ひだり腕うでの意志は、なかなか許してくれない。どうやら、イルミは女子から見ると、相当に腹が立つ行為をしていたらしい。

「キャロライナ、本当にごめん」

「うぇ？　あ、うん……あれ、今の嘘うそだったの？」

「いや、本気だけど」

「そ、そうなんだっ」

　キャロライナはそれきり黙り込み、返事をくれなかった。

　普通の状じよう況きようなら幾いくらでも待ち続けるのだが、あいにく今はそういうわけにもいかない。

　遊びの時間はここまでだ。

　ティアマトの口から再び閃光が放たれる。

　イルミたちの背後にはフィーリアがあった。避よければ星に直ちよく撃げきしてしまう。

「イルミ、防ぼう御ぎよ結界を張って！」

「――？」

　言われるがまま、イルミは防御結界を前方に作り出す。

　そして次の瞬しゆん間かん、イルミの魔ま力りよくが信じがたい規模で膨ふくれ上がった。

「これは……キャロライナがやっているのかっ？」

「うん。イルミの防御結界を、私の魔力で増ぞう幅ふくしてるの！　私自身は魔ま術じゆつが使えないし、イルミの魔力じゃあいつに対たい抗こうできないけど、二人でなら……！」

　ティアマトの攻こう撃げきは、こちらの結界を貫つらぬけない。

　あの異次元的な威い力りよくの閃光を、防いでいるのだ。イルミは信じがたい思いで目の前の光景を眺ながめつつ、手て応ごたえを感じていた。

　――真正面から戦える！

　結界の隙すき間まからわずかに漏もれてくる魔力の欠片かけらは、左腕の力で十分に分解可能だ。

　少なくとも今のところ、イルミが足手まといになり、キャロライナが存分に戦えないという状況にはなっていない。
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「お前たち。そろそろ覚かく悟ごを決めろ。今のを凌いだからと言って図に乗るなよ？　私が甘あまい顔かおをしているのをいい事に、目の前で人間とイチャつきおって」

「何よ！　私が誰を好きになったって、私の勝手じゃない！　私はイルミが好きなんだからぁっ！」

　キャロライナは大声で叫んだ。

　あのティアマトが一瞬、怯ひるむ気配を見せたほど。

　真剣な告白とはこれの事をいうのだなと納得してしまうほど、一いち途ずな想おもいが込められていた。

　しかし――

「ならぬ！」

　ティアマトの怒ど声せいが宇宙を震ふるわせた。

「いい加減にしろよ、フィーリア。私がお前をどれだけ待ちわびたと思っている。お前はハイロードだ。私と共に戦う義務がある。それをどこの馬の骨とも知れぬ男と添い遂げるだと？　人間ごっこはここまでだ。首に縄なわをつけてでも外宇宙に連れて行く」

　ティアマトの口調から、今までの余よ裕ゆうが消えていた。

　本気で怒っているのだ。

　何せティアマトから見れば、ようやく生まれた娘が突とつ然ぜん、微生物を自分の恋こい人びとだと紹しよう介かいし始めたのに等しい。

　だが、キャロライナは昨日まで、自分が微生物だと思って生活していたのだ。そして、体が巨きよ大だい化かした今でもそう思っているに違いない。

「ティアマト様。もう話し合いでは決着はつきませんわ。可か愛わいい娘さんに手を上げるのは辛つらいでしょうが、ここは一つ心を鬼おににして」

「ああ、そうだな。それしかないようだ。アリス、お前も手伝え」

「はい、喜んで」

　アリスの本当に嬉うれしそうな声を皮切りに、空域を包む雰ふん囲い気きが一変する。

　だだっ子をあやそうとしていた母親が、遂に体たい罰ばつを決意した瞬間なのだろう。




　そしてキャロライナの方も覚悟を決める。

　生まれて早々の反抗期。殺す気で挑いどむ。もともとキャロライナは、ティアマトを親だと思った事は一度もない。

　自分の親はギルズベイルの両親だ。

　人として生きてきた。これからも人として生きていく。

　確かにティアマトから見れば、人間はちっぽけな存在かも知れない。しかし、キャロライナは十四年の人生で色々な事を学んだ。それを誰にも笑わせたりしない。

「あは。それじゃあ、まず私の攻撃よぉ」

　宇宙に散りばめられた星の数が、一気に倍になる。

　その増えた光から、ウィル・オ・ウィスプと同質の魔力が放たれていた。ただし、アリスが一人で使っていたときとは比べものにならないほど密度が高い。

　どうやら、ティアマトとアリスは完全に同化しているようだ。それ故ゆえに、アリスの技わざにはティアマトの魔力がそのまま上乗せられていた。

　アリスの得意とする多角的な軌き道どうが一いつ切さい損そこなわれる事なく、威力だけを爆ばく発はつ的てきに高めているのだ。

　だからといって臆おくする必要はない。キャロライナだってハイロードの力を持っている。ティアマトの出力には劣おとるかも知れない。アリスの狡こう猾かつさには敵かなわないかも知れない。

　だが、イルミとキャロライナの結束は、ティアマトとアリスのそれに劣らないと信じている。

　故にキャロライナは羽ばたく。

　宇宙空間では一見、翼など役に立たないように思えるが、ハイロードが叩たたくのは空気ではなく空間そのもの。一いつ瞬しゆんにして亜あ光こう速そくまで加速する。

　四方八方から迫せまり来るウィル・オ・ウィスプの隙間をぬって、ティアマトへ近づく為に宇宙を駆かける。

　――だけど、それにしても……嫌いやらしい攻撃！

　十万を越こえるウィル・オ・ウィスプの波状攻撃は、まさにアリスの性格を反映していた。

　如い何かに相手を苦しめるか、虚きよを突つくか、焦あせらせるか。

　戦っている以上、それらの事は誰しも考えるが、アリスの場合、勝利よりも嫌がらせを重視しているのではないかと疑ってしまうほど徹てつ底ていしているのだ。

「キャロライナ、右上に飛べ！」

「――ッ！」

　イルミの叫びに反射したキャロライナは、死角から飛んできた光球をギリギリの所で回かい避ひした。

「イルミ、今の見えてたのっ？」

「ああ。僕が君の目になるから、安心して突っ込め。危ないときは叫ぶから！」

「分かったっ！」

　イルミの言葉に従って、キャロライナは一気に加速する。

　彼が安心だと言っているのだから、自分は前に進む事だけに集中すればいい。

　それだけキャロライナは、イルミを信しん頼らいしているのだ。




　イルミは右目を隠かくし、左目だけでウィル・オ・ウィスプを追っていた。

　キャロライナの動きが亜光速なら、敵もまた亜光速。そんな状況で片目を覆おおうなど、本来、不利益しかない。だが、今のイルミは別だった。

　左目が紫むらさき色いろに光っているのである。

「キャロライナ、真下に飛べ！」

　ウィル・オ・ウィスプの複ふく雑ざつ怪かい奇きな軌道を目で追いかけ、針の穴を通すようにして安全地帯を告げる。

　そんな芸当を可能にしているのは、ひとえに左目の力だった。

　――どうだァ、イルミぃ。その左目は。中々のもんだろうが。

　イルミの魂たましいに融ゆう合ごうしたジョスカンが、頭の中に話しかけてくる。

「別に。お前が使って欲ほしそうだったから使ってやっているだけだ。こんなものがなくても、僕とキャロライナは勝てる」

　――ハッ、相変わらず口だけは達者だな。くだらねぇ意地はってねーで、持ってる武器は全部使えよ。自分が何を敵に回してるのか、ちぃったぁ認識しろ。

「だから、使ってやってるだろっ！」

　イルミは兄に反発しながらも、その左目の効力に舌を巻いていた。

　世界が止まっているかのように細部まで見える。それと同時に、どう動いているのかハッキリと分かる。矛む盾じゆんしているようだが、本当にそうなのだから仕方がない。

　かつてはどうする事もできなかったウィル・オ・ウィスプが、隙間だらけに見えてしまう。

　それでもティアマトとの距きよ離りをなかなか詰つめられない。避けるという行為は、やはり迂う回かい行動になってしまう。

　すると、左腕の意志が再びイルミの腕を引っ張る。

「アノネ、イルミ。アノ光球……一個クライダッタラ、私ノ力デ分解デキルヨ」

「……大だい丈じよう夫ぶ？　今までのウィル・オ・ウィスプとは、単発の威力も桁けた違ちがいだよ」

「ウン。コッチダッテ、キャロライナノ魔力ガアルカラ大丈夫。ソレニ、コノママ防戦一方ダト、結局イツカ負ケチャウヨ」

　確かに、彼かの女じよの言うとおりだ。幾ら避けても、それは負けないというだけで、勝ちには繋つながらない。そしてイルミかキャロライナの力が尽つきたとき、その回避すらできなくなってしまう。

　ならば一いちか八ばちか、攻せめに転じるしかない。

「キャロライナ、このまま直進しろ！」

「え？　でも、正面から飛んでくるよっ？」

「いいから、僕を信じて！」

「――分かった」

　キャロライナはイルミの言葉に従い、真まっ直すぐ進んでいく。

　進行方向には巨きよ大だいなウィル・オ・ウィスプがある。あれに当たったら、ハイロードであるキャロライナはともかく、生身の人間であるイルミたちは助からないだろう。

　だが、左腕を握にぎりしめると、イケるという実感があった。

　だから、思いっきり突き出だす。

　左腕の先から、銀の光がほとばしる。それが正面のウィル・オ・ウィスプとぶつかり、掻かき消けしていく。分解された魔力は黒い霧きりとなり、更さらに別のウィル・オ・ウィスプとぶつかって弾はじき飛とばしていく。

「よしっ、これで真正面からの攻撃は無効化できる！」

　もっとも、それ以外から来る攻撃は変わらず避けなければならない。しかし、それでも直進性は高まった。

「このまま一気に行くぞキャロライナ！」

「了りよう解かい、振ふり落おとされないでよぉっ！」

　キャロライナは縦じゆう横おう無む尽じんに駆け抜ぬけていく。

　矢のように飛び、木の葉のように舞まい、鷹たかのように急きゆう旋せん回かいする。

　そして遂ついに、ウィル・オ・ウィスプの群れを突とつ破ぱした。

　目の前にティアマトを捉える。相手の全ぜん貌ぼうが見える距離だから、実際にはかなりの間があるのだろう。それでも、今のキャロライナの速度から考えれば、十分に近接距離である。

　ウィル・オ・ウィスプを振り切きった事により、ようやく思いっきり攻撃ができるのだ。

「ぶちかませぇ！」

「よっしゃぁぁ！」

　キャロライナは口を大きく開け、ティアマト目がけて閃せん光こうを放つ。

　イルミの目測では、フィーリア級の惑わく星せいを蒸発させれるだけの魔力が籠こもっていた。これなら、如何にティアマトであろうともただでは済まない――

　そんな幻げん想そうを、ティアマトは容易たやすく打うち砕くだいてきた。

「ぬるいぞ、フィーリアッ！」

　その怒声のあとに、キャロライナと同じように閃光を吐はく。それがこちらの閃光を一瞬にして押おし返かえし、逆流させてしまった。

「ちぃっ！」

　イルミが防御結界を張っても防ぎきれない。左腕の力を使ってようやく食い止める。

「あは。ティアマト様ったら、そんなに本気を出しては大人げないですわ。相手は生まれたての雛ひな。少しはいい夢を見させてあげないと」

「いいや駄だ目めだ。甘やかすのは好かん。第一、私が手を抜いて奴やつが何を得る？　どうしても人間と一いつ緒しよになりたいというのなら、それはもう力ちから尽ずくで私を倒たおすしかない。半はん端ぱに喜ばせて、あとで叩き落おとせとでも言うのか。鬼き畜ちくの所業だぞ」

「はい。だから楽しいのではありませんか」

「……あれは私の娘むすめだ。そこまで追い込んでどうする。お前は全すべての戦いで遊ばねば気が済まぬかもしれんが、私はそこまで酔すい狂きようではない。さっさと目的を果たすのが優先だ」

「と、言いますと？」

「決まっている。イルミとかいう男を殺す。そして残りの人間も殺す。そうすればフィーリアの目も覚めるだろうさ」

　ティアマトとアリスは会話を隠そうともせず、太陽系全土に垂れ流していた。

　ゴミでも片づけるような口調で、人類抹まつ殺さつを語っている。

　そういう連中なのだと、イルミは前から知っていた。実際、ティアマトは今まで何度も星を破は壊かいしてきたというのも分かっていた。

　しかし、今のキャロライナとて、月を割って出てきたのだ。星を壊こわせるレベルに達しているのだ。なのに完全に子供扱あつかい。

　全力を振り絞しぼって突破したウィル・オ・ウィスプの弾だん幕まくも、奴らからすれば遊びだったらしい。

「こぉんの、化け物どもぉぉぉおおおおっ！」

　キャロライナは雄お叫たけびを上げて体当たりをしかける。

　イルミは慌あわてて左腕の意志を抱だきかかえながら、衝しよう撃げきに備えて地面にしがみついた。

「小こ娘むすめが。身みの程ほどをたっぷり教えてやる」

　ティアマトは意い趣しゆ返しとばかりに、巨きよ体たいで突っ込んでくる。

　二体のハイロードが、真正面から衝しよう突とつした。

　結果、はじき返されたのはキャロライナだった。

　やはり格が違う。このままでは負けてしまう。

　――否いや。

　その負けるというイメージが邪じや魔まなのだ。もはや、ここまできて打てる策などないのだ。そもそも、こうして戦えている事そのものが奇き跡せきである。

　一度奇跡が起きたのだから、二度目も三度目も起こせばいい。

「キャロライナ、あきらめるな。がむしゃらに攻めろ、舐なめられたら終わりだ。奴は僕と君の仲を許さないと言っている。そんな分からず屋の親は殴なぐられて当然だ。二度と若者の邪魔をしようなんて考えが湧わかないよう、徹てつ底てい的てきに叩きのめせ！」

「イ、イルミ……性格変わった？」

「好きな女の子との交際を否定されたら、誰だって怒るさ！」

「――うん！」

　キャロライナは再度突っ込む。

　亜光速を越えて、いよいよ超ちよう光こう速そくの世界に入る。




　キャロライナの全長は月の直径とほぼ同じである。一匹ぴきの生物としては途と方ほうもない大きさであるが、ティアマトはその倍以上あった。

　しかし、相手が自分より大きいというのは、キャロライナにとって当たり前の話なのだ。

　いつだって、どいつもこいつも自分より背が高く、子供扱いしてくる。

　だから、今いま更さら怖こわがる事はない。全力でぶつかるだけだ。

　月の破は片へんを握りしめ、ティアマトの頭上に叩きつける。三分の一以上形を留とどめていたその破片も、衝撃で粉こな微み塵じんになったが、ティアマトはものともせず、キャロライナの首筋に噛かみついてきた。

　そのまま二体はもつれあって火星クルアトに激げき突とつする。その衝撃で火星内部のマントルが暴れ、いたるところから噴ふん火かした。更に、二体のハイロードの質量から生じた重力により、火星の衛星が落下してしまう。

　衛星が背中に当たりキャロライナが怯んだところへ、ティアマトは尾で火星を弾き飛ばしてくる。

　キャロライナは反射的に頭ず突つきで火星を粉ふん砕さいし、何とかダメージを避けたが、その砕けた火星の奥おくからティアマトの閃光が飛んできた。

「――ッ」

　これには反応しきれず、まともに喰くらう。イルミが防御結界を張ってくれたが、それでもキャロライナは太陽系の外周付近まで押し出されてしまった。瞬まばたきする間に半光年は飛ばされた。もはや超光速どころではない。

　冥王星ノイントすら遙はるか遠くに霞かすみ、キャロライナの周りには石ころのような小しよう惑わく星せいが漂ただよっているばかり。

「違ちがう、これ小惑星じゃない。骨……ッ？」

　キャロライナは、その中の一つを掴つかみ取とる。

　どう見ても、生物の骨だった。しかし、大きさが天体レベルである。小さな物でも、キャロライナの手の平から溢あふれてしまう。

　肋ろつ骨こつの形をした塊かたまりが目の前を通り過ぎた。思わず首を回して目で追ってしまう。

　あの肋骨の全体像を復元した場合、どう少なく見積もっても、ティアマトの五倍はあるだろう。

「ここは一体……」

　イルミがキャロライナの疑問を代弁するように呟つぶやいた。

「墓場だよ、我わが一族の」

　頭上からティアマトが語りかけてくる。

「墓場……？　皆みな死んじゃったの？　何で！」

　ここにある骨が全てハイロードだとしたら、かつては何体もいたという事になる。それも十や二十などではなく、もっと大きな数字だ。

　しかし、今いるのはティアマトとキャロライナだけ。

「理由か――敗北だよ。殺されたのだ、全員」

「殺され、た？」

　ドラゴンズ・ハイロードは天下無敵の生命体ではないのか。

　雛であるキャロライナですら、これだけの力を持っているのだ。たった二体が衝突しただけで、恒こう星せい系が破壊されているのだ。

　そんなハイロードの上を行く存在がいるなどと――

「嘘でしょ！」

　信じられるわけがない。

「ならばこの白骨をどう説明する？　こんな骨を持つ生物が、ハイロードの他にいると思うか？　この太陽系の外周を取り囲むオールトの雲……全てが同どう胞ほうの亡なき骸がらだ。私の父と母もこの中にいる。負けたのだ。そして私だけが残った。だから、フィーリアよ。私はお前を産んだ。共に戦う仲間が欲しい。仇あだを取りたい。悔くやしいのだっ！　彼かれらは、私を守って死んだ！　なのに私は一人で反はん撃げきしに行く事も出来ん。ああ、口くち惜おしい。自分が情けない。腰こし抜ぬけと笑ってくれても構わんよ。だが、何と言われようと私にはお前が必要なのだ」

　ティアマトの叫さけびには、悲痛なものが混じっていた。

　圧あつ倒とう的てきな強さを誇ほこっていた彼女が、初めて見せた弱みだった。

　奴がこんな声を出すのかと、キャロライナは驚おどろいてしまった。

　しかし――

「何と言われようと、私は人間なのっ！　笑ってくれても構わないなんて……開き直ってんじゃないわよ！　一人で行けばいいじゃないっ！」

「ああ、そうだ。僕ぼくたちは人間だ。お前が語っているのはハイロードの事情だろう。今までキャロライナを放置していたくせに、いざ生まれると母親面。恥はじを知れ！」

「貴様ら……何も知らないくせに、よくもヌケヌケと――ッ！」

　まさしく憤ふん怒ぬと呼ぶに相応ふさわしい感情が、ティアマトから放射状に広がっていく。それは物理的な威力を持って、周囲の骨に亀き裂れつを刻む。

　一気に距離を詰められ、キャロライナは尻尾しつぽを握りしめられた。

「痛っ――」

　ティアマトの前まえ脚あしの握あく力りよくで、キャロライナの外骨格にヒビがはいる。

　そのまま振り回まわされ、太陽系の中心部へ向かって投げ飛ばされた。

　加速の重圧で内臓が押しつぶされるのを感じながら、キャロライナは必死に翼つばさを広げ減速しようとする。

　幾いく度ども体に鈍どん痛つうが走った。どうやら星と衝突したようだが、光速を超こえているので貫つらぬいて通り過ぎるのも一瞬である。

　翼の抵てい抗こうと、星にぶつかった衝撃で、ようやくキャロライナは止まる事が出来た。あっという間に、フィーリアの近くまで帰ってきてしまった。

「イルミ、無事？」

「ああ、何とか生きてるけど……僕より君の方が心配だよ」

「私は大丈夫！」

　そう強がってみせたが、実際はボロボロだった。

　外骨格が剥はがれている場所もあるし、当然出血している。イルミからは見えないのだろうが、痛くて痛くて仕方がない。

「大丈夫ではなかろう、馬ば鹿か娘むすめ。これ以上、母に手を上げさせるな。本当に殺してしまうぞ。お前は強いから手加減が難しいのだ」

「ティアマト様。お言葉ですが、絶望のさせ方が下手くそですわ」

「何だ、アリス。私に意見か？」

「はい、意見させて頂きます。先さき程ほどから見ていれば、キャロライナちゃんを痛めつければどうにかなると思っているようですが、それでは無理です。覚かく悟ごを決めた者は強い。程度にもよりますが……恋こいする女の子は無敵です。どうにもなりません」

「ならばどうする。まさか諦あきらめろなどと言うのか」

「いえいえ。そうではなく、キャロライナちゃんなど放っておいて、まずは後ろの星を破壊しましょう。雛が生まれた以上、卵など無用の長物。帰るべき星があるから、キャロライナちゃんは頑がん張ばれるのです。ご自分で仰おつしやったではありませんか。残りの人間は殺す、と」

「ああ、そう言えばそうだった。頭に血がのぼって忘れていたよ。アリス、お前は相手が嫌がる事に関しては達人だなぁ」

「あは。お褒ほめにあずかり光栄です」

「うむ。皮肉だよと返してやりたいが、口では勝てる気がしないのでやめておこう」

　キャロライナは背筋が氷こおった。

　奴らが話している星とは、今キャロライナが背にしているフィーリアだ。

　他の星を幾いくつ破壊しようと知った事ではないが、あれだけは別。あそこにイルミと帰るのだ。その為ために戦っているのだ。

　だが、ティアマトにとって星を破壊するなど造作もない事。

　ならばどうすればいい？

　キャロライナ自身が盾たてになればいい！

「壊させない！」

　キャロライナは星フイーリアを隠すように陣じん取どった。翼を大きく広げて、できるだけ面積を稼かせぐ。

「退けよ我が娘フイーリア。私は本気で撃うつ。全力だ。素そ粒りゆう子し一つ残さず、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕く。身を投じて盾になるつもりだろう？　浅はかだ。喰らえばお前とて即そく死しの一いち撃げき。もろとも吹ふき飛ぶぞ。それとも何か。心中を美徳と考えるのか？」

「そんなわけないでしょ。私は……私たちはアンタが思ってるより、ずっとずっと強いんだから！」

　あの星には、サクヤがいる。ヒロマーエ侯こう爵しやくがいる。アメリアやニーナ、サキモリやカエデ、まだ会った事のない多くの人々がいる。アシュトがどこにいってしまったのか分からないが、あの星で再会できると信じている。

　――だから退かない。撃てるものなら撃ってみろ！




「イルミ……キャロライナハ、アア言ッテルケド……」

「分かってる。このままだとこっちが負ける」

　イルミは歯がみしながら、脳をフル回転させていた。

　戦いの中から、勝ちへ繋がる道が見えてくればいいと、紫むらさきの左目で観察し続けた。

　敵の戦力を分ぶん析せきし、弱点を探しだし、突とつ破ぱ口こうにするつもりだった。

　結果、分かった事といえば、ティアマトの全長がキャロライナの二倍で、魔ま力りよくは十倍だという事だけ。

　弱点などない。

　ティアマトは小細工をしないのだ。『強いから強い』という単純な図式であるが故ゆえに、崩くずす糸口が見当たらない。

　一つだけこちらに有利なのは、ティアマトがキャロライナを殺さないように努めている事だ。こうして盾になるというのは、時間稼ぎの方法としては有効だろう。

　ところが、向こうには小細工の達人がいる。膠こう着ちやく状態に石を投げつけるのを趣しゆ味みとしているような女だ。

　こちらの時間稼ぎなど、簡単に潰つぶしてしまう。

「ティアマト様。構わずぶっ放してしまいましょう。魔力の調整なら私にお任せ。キャロライナちゃんが死なず、フィーリアが壊れるギリギリの威い力りよくで撃てば、何の問題もありません」

　アリスは嬉き々きとして言った。

「お前、そこまで器用なのか？」

「はい――と言うより、ティアマト様が大おお雑ざつ把ぱすぎるだけだと思いますが。一任してくだされば、あの星の地表をこんがり焼いて差し上げます」

「いいだろう、任せよう」

　彼女らは次手の方針を決めたようだ。

　ティアマトの魔力にアリスの技術が合わさるなど、想像しただけで嫌いやになる。

　しかし、それはつまり小細工を弄ろうするという事でもある。望のぞみ薄うすではあるが、そこにほころびが生じて、突破口が開けないものか。

　イルミはティアマトとアリスの一挙一動を注視した。

　すると、敵ハイロードの前方に、黄金の六ろく芒ぼう星せいが広がっていくのが見えた。

　明らかにフィーリアの直径より大きい。月サイズであるキャロライナが盾になったところで、どうにもならない。

「イルミ！　あれより大きな防ぼう御ぎよ結界を張れないのっ？」

「……よしんば張れても、密度が小さすぎて何の役にも立たないよ」

　自分たちだけを守るのは簡単だった。だが、それでは何の意味もない。

　たんに身を守るのなら逃にげればいいのだ。

　フィーリアを守りたいが故に、ここにとどまっている。

「何か、手はないのか……」

　イルミは絶望的な状じよう況きようで、ひたすら前だけを見つめていた。

　そのとき、子供の声が聞こえた。

　――イルミ、後ろを見なよ。

　聞き覚えのない、知らない声だった。ところがイルミはなぜか、一匹の子竜の姿を思おもい浮うかべてしまった。

「……アシュト？」

　声に従い振り返ると、フィーリアを覆おおい囲む大五ご芒ぼう星せいがあった。

　すなわち、五つのアーティファクト。
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　ガルツハーンの街はすっかり日が暮れ、夜になっていた。

　サクヤは瓦が礫れきの山の上に座すわり、膝ひざの上にマリィの頭を載のせている。

　見上げる空には星々と、砕け散ちった月の破片。

　そして、二体のハイロード。

　銀色の光を発するそれらは、明らかに宇宙空間にいる筈はずなのに、地上からでもその形状が見て取れた。つまり、それだけ常識外れの大きさなのだ。

　一体はフィーリアを向き、黄金の六芒星を広げている。

　もう一体は、まるで盾の如く、こちらに背を向けて六芒星の前に立ちはだかっている。

「キャロライナが私たちを守ろうとしている――」

　一目で分かった。

　イルミが帰ってこないところを見ると、キャロライナと一緒に戦っているのだろう。

　敵はおそらく、ティアマト。

　どんな経けい緯いか知らないが、今が最終決戦の時なのだ。

「だけどキャロライナ、怪け我がしてる。痛そう」

「……サクヤお姉ちゃんがそれ言うの、なんか変だよ？」

　マリィは寝ね転ころがったまま、呆あきれた口調で言った。

　彼かの女じよは先程まで、ガルツハーンに飛来した月の破片を空中で砕く作業に没ぼつ頭とうしていたので、もう体力がほとんど残っていないのだ。

　おかげでガルツハーンの死傷者はゼロ。サクヤが能力を使うまでもなかった。

「何が変？」

「何がって……別にいいけど」

「――？」

　マリィの言いたい事がサクヤには分からなかったが、別にいいのなら大した話ではないのだろう。

　それよりも、早くキャロライナの傷を治してやらなければ。

「サクヤお姉ちゃん。もしかして、宇宙まで血の龍りゆうを飛ばすつもりなの？」

「そう」

　サクヤは自分の手首を噛み、皮ひ膚ふを破った。その傷口から、赤い血龍が伸のびていく。

「届くの？」

「あまり自信がない。だけど、やらなきゃ」

　血龍は空目指して昇のぼっていく。だが、マリィの言うとおり、宇宙なんて遠くまで届くのか、サクヤは不安だった。

「じゃあ、私の魔力も使ってよ。もうあんまり残ってないけど、ないよりはマシでしょ」

「でも、マリィは疲つかれてるのに……」

　サクヤは本心から心配して言ったのに、どうしてかマリィはクスクスと笑い出す。

「やっぱり変なの。疲れてるのは自分だって同じなのに」

　そう言って、サクヤの頬ほおに手を添えてきた。
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「ほら。この星が滅ほろびるかどうかの瀬戸際だよ。遠慮しないで」

　マリィの魔力が、サクヤの血龍に上乗せされていく。

　これならきっと届く。

　そう信じて、サクヤは夜空を見上げていた。




　夕暮れ時の秋しゆう鳳ほうに、太陽が三つあった。

　一つは、地平線に沈み行く赤い太陽。

　残りは、銀色に発光する二つの太陽。

「最終決戦だな」

　サキモリは見上げて呟く。

「ウツシヨ様。あれが何なのか、ご存じなのですか？」

　カエデは、気絶させたアリスの刺客を縄なわでグルグル巻きにしつつ、サキモリを見てくる。

「あれはな、カエデ。ドラゴンズ・ハイロードだ」

「ドラゴンズ・ハイロード……あの伝説の！」

　名前だけなら誰だれでも知っている。

　全すべてのドラゴンの中で最強の種族といわれながら、誰もその姿を見た事のない白銀竜王。

　しかし、この星そのものがハイロードの卵などと、誰も想像できないだろう。

　知っているのはサキモリを含む極一部。知る機会などないだろうし、そもそも知らない方が幸せというものだ。

「しかし、このままでは負けそうだな。ここは一つ、我が助太刀してやるべきか」

「ウツシヨ様。どういう事ですか？」

「どうもこうもない。ハイロードの一体がこの星を狙ねらい、もう一体が守ろうとしている。見て分からんか？」

「はぁ……そう言われれば、そう見えるような……」

　カエデは顔を上に向け、宇宙の戦いを眺ながめた。キョトンとした顔を見るかぎり、正直、あまり分かっていないのだろう。

「ちなみに、守ろうとしている方は我の知り合いだ」

「何と！　流石さすがはウツシヨ様。伝説の竜王にまでお知り合いがいたのですかっ！」

「言っておくが、カエデも会った事があるぞ」

「え？　いや、しかし、全く覚えがないのですが……」

「そうか？　名前を言えば思い出すと思うが……まあ、種明かしはあとにしよう。まずは大だい楓かえでを天空に送り出だし、微力を尽くさねば」

　サキモリは本来、へりくだった物言いをする男ではなかった。凡人とは一線を画する能力と容姿を持ち、それを自認し、隠かくそうともせず振ふる舞まってきた。

　そのサキモリが自分の技をして『微力』と表現せざるを得ない。ハイロード同士の戦いとは、人間が踏ふみ込めるものではないのだ。実際、戦場における一兵卒程度の力になれるかどうかも怪しい。

　微力という表現は過大評価。サキモリなりに見栄を張った言葉かもしれない。

「あのウツシヨ様……」

「何だ、カエデ。また大楓は嫌だと言い出すのか？」

「いえ、そうではなく。このような事を言うのは不敬にあたるかも知れませんが、言わねばならぬような気がするので……進言します！　大楓の剣の振り方が気になるのです」

「気になる？　つまり、下手くそだと」

「有り体に言えば。無論、私と大楓が戦えば、その大きさの違い故に、私が負けるでしょう。ですが同じ大きさだとしたら、私が一撃で勝ちます」

　カエデはやけにハッキリと言い放った。

　彼女がサキモリに意見を述べるときは、遠慮がちになるのが普ふ通つうだった。それなのに、欠点を指し摘てきするという最も気後れしそうな事を、正面から言ってくるのだ。

　どうやら、カエデなりに空で戦っている二体の実力を見定め、サキモリの大楓では役に立たないと察してしまったらしい。

「なるほど。お前が言う事はもっともだ。では、カエデが大楓を操あやつるがいい」

「へ……どうやって」

　戸惑うカエデを強ごう引いんに抱だき寄よせ、その顔を覆うようにして、サキモリは自分の胸に押おしつけた。

「うわぁぁっ、ウ、ウツシヨ様！　急に何をするのですか！」

「黙だまっておれ。今、お前の意識を飛ばすぞ」

「――？」

　その瞬しゆん間かん、カエデの体から力が抜ぬけ、手足がダラリと垂れ落ちた。サキモリはそれを両りよう腕うでで支えながら傀儡くぐつを召喚する。

「寵ちよう姫き招来、急々如律令――大楓！」

　現れた大楓は、パチパチと瞬まばたきしたあと、大きな悲鳴を上げた。

「うわぁぁぁあああウツシヨ様ぁぁっ！　私の体が大きくなっています！　これは一体、ええええっ!?」

「騒がしいぞカエデ。お前の意識を大楓に移しただけだ。もとの体は、ほれ。我が抱いているであろう」

「……まさか、私にこのまま宇宙まで行けと仰るのですか？」

「無論だ。我の魔力で飛ばしてやるから、適当に助太刀してこい。なに心配するな。大楓がやられても、こっちの体に意識が戻もどってくるだけだ。思う存分暴れるがいい。ああ、それからな。その大きさでもまだ小さいので、上じよう昇しようするに従って大きくなるようにしてある。最終的には月の半分程度になる予定だ」

「そんな急に言われても、心の準備が！」

「秒読みを始めるぞ。三、二、一――」

「いやあああああああ！」

　大楓はカエデの意志を載せて、宇宙へと飛んでいった。
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　ティアマトが魔力を練り上げ、アリスがその制せい御ぎよをする。

　これがこの太陽系における最強の布陣である事は疑う余地がない。

　しかし、その方向性が手加減へと向いた時、策にほころびが生じ始めていた。つまり、敵に付け入る隙すきを与あたえていた。

　その事にアリスは気づき、ティアマトは気づかない。

　では、イルミたちはどうだろうか？

「アーティファクト、アクセス――リフレクター・レイヴ！」

　イルミの叫びに応え、キャロライナの前面に巨きよ大だいな一枚の鏡が出現した。

　一点の曇りも歪ゆがみもない、完全無欠の反射鏡。

　アリスが造った黄金の六芒星は、極超短波加熱砲となり、フィーリアに住まう生物を沸騰させようと電磁波を撒まき散らす。

　が、リフレクター・レイヴの鏡に弾き返され、逆にティアマトの体に襲おそいかかった。

「なに――っ？」

　ティアマトは驚きの声を上げた。無論、この程度の電磁波でどうにかなるハイロードではない。ダメージそのものは皆かい無むである。

　そしてアリスは内心笑っていた。イルミならこうするだろうと信じていた。

　これでようやく面おも白しろくなる。この太陽系に別れを告げる勝負。こちらの圧勝というのも芸がない。敵に塩を送りまくって、楽しまなければ損だろう。

　そもそも、この程度のハンデで負けていては、アリスの愛したティアマトではないのだ。

「アーティファクト、アクセス――ザクルィトエ・アナンシ！」

　無数の鎖くさりが光速を超えて撃ち出され、ティアマトの体を縛ろうとする。

「小こ賢ざかしいぞ」

　ティアマトから質量を持った波動が放射状に広がり、鎖を全て跳ね返す。

　しかし、鎖の後ろから、キャロライナ自身が特攻をしかけてきた。捨て身の体当たりにより、ティアマトが大きく仰のけ反ぞった。

「ははっ、やるな我が娘フイーリア！　だが、今のはむしろお前の方がダメージが大きいのではないか？」

　確かに、キャロライナの外骨格は傷ついていた。折れ曲がり、亀裂が走り、剥がれ落ちている。満身創痍というやつだ。

　ところが――背後の星フイーリアから、赤い龍が伸び、キャロライナの傷口を塞ぎ始めた。見る見るうちに外骨格の歪みが消えていき、元通り銀色に輝かがやき始める。

「治った……回復魔ま術じゆつというやつか？　それにしても出で鱈たら目めな速さだ。ほとんど一いつ瞬しゆんではないか」

　ティアマトは舌を巻いていたが、無理もないだろう。

　あの血龍は、通常の魔術から大きくズレた存在だ。この世界の法則を現わす五芒星を規き範はんとしていない。外法である六芒星に限りなく近いのだ。いや、もしかしたら既すでに六芒星に目覚めているかも知れない。

「アリス。傍ぼう観かんしていないで、ウィル・オ・ウィスプを撃て。鏡を迂う回かいして星を爆撃しろ」

「あは。かしこまりましたわ」

　アリスは一億個の光球に十億種のフェイントを織り交ぜ、無秩ちつ序じよな軌き道どうで走らせた。目で追い切れても、脳の方がパニックを起こしてしまうだろう。故にイルミの知覚の外。

　ただし、何らかの方法で一カ所に集められると、フェイントは効かない。

「アーティファクト、アクセス――ブラックホール・アステリア」

　重力場が全ての光球を吸い寄せる。

　そして、血龍が九本に分裂し、その先せん端たんが大鎌デスサイズに変形した。

　――あら、あれはマリィの。

　愛いとしい童女ニンフエツトは、どうやらサクヤの元にいるらしい。つまり、裏切られた形になるのだが、アリスはむしろ微笑ましく思った。

　血のデスサイズはウィル・オ・ウィスプを切り裂き、腐らせて粉にしてしまう。

　光の粒りゆ子うしが宙域を幻げん想そう的に照らしあげる。

「そこまで抵てい抗こうするか。しからば、直接叩たたき潰してくれるわ！」

　業を煮やしたティアマトは、星フイーリアへ向けて加速した。

　だが、突とつ如じよ、黒い影かげが割り込む。それは剣を持った東方人の少女だった。

「五輪流奥義、銀閃流し！」

　少女はティアマトへ向けて片手で剣を振る。その力は非力であり、この戦いに踏み込む事自体が冒ぼう涜とくといえる戦力差だった。それなのに、どういうわけかティアマトの軌道が逸れてしまう。

　おそらく、手首のひねりや力の緩急で、自分の力を最大限に伝えつつ、相手の攻こう撃げき力りよくを削いでいるのだ。もっとも、技でどうにかなる差ではない。東方人の少女の影はその一撃で砕け散る。

　ティアマトは無傷のまま、軌道を修正し、再び突とつ進しんしようとした。

　それを正面からキャロライナが受け止める。外骨格の破は片へんが飛び散るが、血龍によって瞬しゆん時じに再生。

「退け！」

「嫌よ！」

「死ぬぞ」

「やってみなさい」

　そこから先は肉弾戦だった。

　二体のハイロードが蹴る殴るの単純な攻こう撃げきをぶつけ合う。一いち撃げき一いち撃げきが大陸プレートをひっくり返すだけの威力を秘ひめているが、それは子供の喧嘩にしか見えなかった。

　母と子というよりは、幼い姉と妹だ。

　――あは。

　アリスは笑わずにいられなかった。

　ティアマトが可愛らしくて可愛らしくてたまらない。一体、どこの誰が彼女を神などと呼び始めたのだろう。ただの子供だ。三百億年も前から、誰かに遊んでもらえる時を待っていたのだ。

　今まで産んだ雛ひなは、ティアマトと遊ぶだけの力を持っていなかった。どれもこれも一撃で死んでしまったに違ちがいない。キャロライナだけがこうして競い合えている。

　正直、嫉しつ妬としてしまう。

「アーティファクト、アクセス――アングス・アモーレ」

　四つ目の使用宣言はキャロライナが行なった。

　その特性は、香りによって相手を魅了してしまうというもの。

　ただでさえ娘に思い入れのあるティアマトがこれを嗅げば、キャロライナへの攻撃が緩慢になってしまう。

「くぅ……っ」

　ティアマトは呻き、攻撃を止めてしまった。

　母の情につけ込んだ素敵な作戦だとアリスは賞賛する。

　キャロライナは好機を逃のがさず、尻尾しつぽを母親の首に巻き付け締め上げ、更さらに腹部へ拳こぶしをぶち込む。そのまま連打連打連打。一気に勝負を決めにかかる。

「嘗めるなよォッ！」

　ティアマトはキャロライナの首筋に噛みつく。

　キャロライナもティアマトの首筋に噛みつく。

　そのまま密着したまま、互たがいの口から閃せん光こうを放つ。体内に直接、銀色の魔力を流し込む。

　二体のハイロードは悲鳴をあげた。どちらも痛みで動けない。

「アーティファクト、アクセス――ニムロド・イブリース」

　イルミが五つ目のアーティファクトを使用した。

　特性は妄もう想そう具現。

　信じられる範疇で願いを叶えるという、アーティファクトの中でもずば抜けて反則的な能力を持っている。

　現実を改変していくニムロド・イブリースは、一種の異相空間だった。支配した空間内を自在に操る事により、使用者の妄想を具現する。

　逆にいえば、別の異相空間で上書きすれば、ニムロド・イブリースを無効化できる。

「異相空間、展開――白銀竜王ドラゴンズ・ハイロの揺籠ード・クレイドル！」

　そして、この太陽系は、ティアマトが雛を育てる為ために作り出した異相空間だった。

　かつて敗れ去ったハイロードたちの亡なき骸がらによって形成された、オールトの雲という防御結界。その内側の空間を利用して、ティアマトは卵を孵ふ化かさせるのに理想的な揺籠を用意したのだ。

　その揺籠が妄想によって塗ぬりつぶされていく。ならば再度上書きすればいいだけの事。

　二つの異相空間がぶつかり合い、押し合いへし合い――

　結果、母が勝利する。

　これでアーティファクトは全て凌ぎきった。

「あは。流石はティアマト様。素敵ですわ、格好いいですわぁ」

　さて、イルミは次にどんな手で来るだろう？

　またアーティファクトを使うだろうか。一度通用しなかった策に縋るようでは、勝負が見えたというものだ。それに、アーティファクトはただでさえ使用するのに負担がかかる。それを五種、連続使用したのだ。イルミの精神力も限界だろう。

　しかし、次にイルミが口にした言葉を聞き、アリスは衝しよう撃げきを受けた。




「アーティファクト、アクセス――アシュト・ギルズベイル！」




　そもそもアーティファクトとは、ティアマトに殺された雛の魂たましいである。

　ドラゴンズ・ハイロードという超弩級の質量を持つ彼かれらは、死んでも消え去りはしない。例えるなら、巨大な恒こう星せいが寿じゆ命みようを迎え超新星爆ばく発はつを起こしても、何らかの形で宇宙に残り続けるのとよく似ている。

　今までティアマトは六度の産さん卵らんを行なった。その五度目までは失敗と断じられ、雛は殺され、アーティファクトとなった。

　六度目の産卵は、二つの卵が生まれた。片方はフィーリアと呼ばれる星。もう片方は、イルミたちが月と呼ぶ星だった。

　フィーリアの魂は、今ここにキャロライナとして存在している。

　では、月の雛の魂は？

　アーティファクトとして、イルミの中に潜り込んでいた。

　たった今、形成されたばかりの真新しい六番目のアーティファクトである。

　その特性は紅ぐ蓮れん地じ獄ごく。

　周囲の魔ま力りよくを炎ほのおへと変換し、原子崩ほう壊かいを引き起こすほどの超高温で敵を焼き尽つくす。

　いわば、イルミがいつもアシュトからもらっていた炎の強化版だ。

「燃え尽きろティアマトォッ！」

　ティアマトの全身が炎で覆おおい尽くされ、直視できないほど輝き始める。

　文句なしの直ちよく撃げき。

　離はなれた場所から見ているだけで、こちらの肌はだがジリジリと焼けてくるのを感じた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　イルミは自分が抱きかかえている少女に声をかける。

「心配シナイデ。今ハ、ソレドコロジャナイデショ」

　彼かの女じよの言うとおりだ。今は些さ細さいな事で気遣っていられない。

　あの程度の炎でティアマトが死ぬ筈はずがないのだ。

　原子崩壊を起こす温度とは、普通に考えれば物質である以上耐たえられない。しかし、神を相手にしてそんな常識を語るのは無意味だろう。

　あれは単なる時間稼かせぎ――なのだが、その時間稼ぎにすらならなかった。

「フィーリアァァァアッ！」

　炎の中から顔を出したティアマトは、怒いかりに染まっていた。ダメージらしいダメージも見受けられないが、精神的には相当キているらしい。

「くそっ、あと少しなのに――」

　傷を負わせる事が出来なくてもいい。気を逸らすだけでいいのだ。

　しかし、イルミにはもう手段がない。打てる策は出し尽くしてしまった。




　ならばその一いち撃げきは俺おれがやってやるとジョスカンは昂ぶった。

　イルミに左眼と魔力を貸してやるのはここまでだ。

　自らの手でティアマトに傷を刻み込んでやる。その為に今まで生き恥はじをさらしてきたのだ。魂の全てを燃焼させて、神の度ど肝ぎもを抜いてやろう。

「ジョスカン!?」

　膨ふくれ上あがったジョスカンの魔力に、イルミが間の抜けた声を出す。

「根性が足りねぇぞイルミぃぃぃぃいッ！」

　自分の疾しつ走そうを見せつけるが如く、ジョスカンは声を上げて弟の体から飛び出した。

　もはや霊体を人型にとどめる必要はない。たんなる黒い塊かたまりとなって、赤い炎に包まれるティアマトに突っ込む。

「あは。馬ば鹿かなのジョスカン？　今いま更さら、貴方あなた如きが出しゃばって何になるのよ」

　アリスが嘲笑っている。ジョスカンは即そく座ざに嘲笑い返す。

「ハッ、こうなるんだよォッ！」

　ティアマトを包んでいた赤い炎が全て、ジョスカンの魂へと吸い込まれていく。

「――ッ！」

　今更身構えても遅おそい。

　天体レベルの炎を操るなど、人間であるジョスカンには本来不可能な話である。だが、その命を懸かける事によって、人間の限界を突とつ破ぱする。

　赤い炎はジョスカンの魂と混ざり合い、その温度を上昇させ青く輝き出す。

「狂きよう犬けんが、自惚れるな！」

　ティアマトが口を開き、ジョスカンを迎撃しようとした。

　が、それはまさにジョスカンにとって好機以外の何ものでもなかった。

　内側から焼き焦がすまたとない機会。

　ジョスカンはティアマトの口の中に飛び込み、自ら食われた。

「くっハハハハハぁッ！　てめぇら、これ喰くらっても白シラ面フでいられるかァァあッ!?」

　残っていた魔力のみならず、魂そのものを絞りきって、ジョスカンはティアマトの体内で炎を暴走させた。

　いかに銀色の外殻が硬かろうと、いかに魔力の防壁が厚かろうと、内側からならダメージは通る筈。まして、この炎はもともとアーティファクトが作り出した炎であり、それをジョスカンが更に強化したものだ。

　急激に膨張し、隅々まで行き渡わたり、高熱でもって犯おかし抜く。

　ティアマトの中は、蒼そう蓮れん地獄ともいえるような有様になっていた。

　悲鳴とも呻き声ともつかぬ高音を、ジョスカンは知覚する。

　神が泣いているのだ。

「ハッ、ざまぁねぇなシロガキ！」

　魂ごと燃焼させたおかげで、既にジョスカンは自分の存在を保てなくなっている。

　なのに消しよう滅めつへの恐きよう怖ふなど微み塵じんもなく、神が自分の攻撃によって苦しんでいるという事実に酔いしれていた。

　一つ残念なのは、それがトドメの一撃にならなかったという事。

「仕方ねぇ、あとは譲るぜイルミぃ！　せいぜい漁夫の利を拾えよ。クハッ、ふはハハハハハァァッ！」

　そしてジョスカン・ミルウィックは、欠片かけらも残さず完全消滅してしまった。




「……馬鹿でかい声だ」

　ジョスカンの叫さけびは、イルミの耳にハッキリと届いていた。

　悦えつに浸ひたった耳障りな声だったが、口くち惜おしい事にティアマトはジョスカンの特攻によって苦しんでいた。

　わずかに届かず、潰えかけていた道が、もう一度繋がった。それがジョスカンのお陰というのは癪だが、この際ありがたく漁夫の利とやらを授かろう。

　兄が作ったほんのわずかな数秒間。それがまさに分水嶺となる。

　ティアマトがジョスカンの炎から立ち直ったその瞬間、

「イルミ、準備オッケーよ！」

　腕の中にいた少女がそう言った。

「よしっ……」

　イルミは、取り込んだ六つのアーティファクトを同時に、限界まで活性化させる。

　これまでに死んだ者、今を生きる者、これから生まれる者――

　全すべての想おもいを込めて二人は叫んだ。

「僕ぼくたちの勝ちだ！」

「私たちの勝ちよ！」




「何を言う。打つ手がないのはお前たちの方であろうが」

「ええ、その通り。意地を張るのもここまでにしなさいな」

　侮蔑を込めて二人は言った。

　しかも、奴やつらが何をしてくるのかと思えば、馬鹿の一つ覚えのように体当たり。

　青い炎も既に消え去った。

　あとはフィーリアを受け止めて、首を絞めて失神させてしまおう。

　そう考えてティアマトは腕を伸のばし、力を込めた。

　だが、何かがおかしい。どうして娘はこうまで勝ち誇ほこっている。

　いや、そもそも、人間が頭の上に乗っていない。

「貴女あなたノ負ケダヨ。オ母サン――」

　雛は首を絞められながらそう言った。

「お前……誰だれだ！」

　さっきまでのフィーリアとは違う。口調が違う。表情が違う。闘とう志しが違う。

　動揺しながらティアマトは、お母さんという響ひびきに感じ入った。

　ずっとそう呼ばれてみたかった。

「ティアマト様！」

　アリスの悲鳴に近い叫びで我に返ったティアマトは、宇宙を覆い尽くす六ろく芒ぼう星せいを見た。

　リフレクター・レイヴ。

　ザクルィトエ・アナンシ。

　ブラックホール・アステリア。

　アングス・アモーレ。

　ニムロド・イブリース。

　アシュト・ギルズベイル。

　それら六つのアーティファクトが頂点となり、白銀竜王ドラゴンズ・ハイロの揺籠ード・クレイドルを凄すさまじい速度で浸しん食しよくしていく。フィーリアとあの人間が生み出だした、全く新しい異相空間だった。

「フィーリア、そこまで嫌いやか。私と共に戦うのが、そんなにも嫌なのかっ？」

「……私は、イルミと一いつ緒しよにいたいのよ！」

「ならば、食えばいいだろう！　私がアリスを食ったように、完全に一つになってしまえばいいのだ。そうすれば永劫に一緒だ。なあ、そうしろフィーリア」

「嫌よそんなの。他人と一つになる？　まさに化け物の発想ね。私はイルミが好き。だって違う人間だもん。違うところがあるから好きになるのよ。完全に一つになりたいなんて気持ち悪い！」

「なに……？」

　――違うから好き。

　そういうものなのかとティアマトは考えた。

　愛するとは、欲ほしいという事だ。それはつまり、力ずくで屈くつ服ぷくさせて、意のままにするという事ではないのか？　取り込んで融ゆう合ごうするのが、その究極形ではないのか？

　しかし、フィーリアが言う恋こいもまた、惹かれるものがある。

「あら、キャロライナちゃん。貴女、私とティアマト様の二千年の恋を侮辱するの」

「黙だまれアリス。お前たち、相手を取り込んでおきながら愛だの恋だの……反吐が出る。若作りしたババア共が僕たちに口を出すな！　加齢臭くさいんだよっ！」

「そうよ！　二千年とか、明日にでも倦怠期に入りそうじゃない。私たちは、今この一瞬を生きるの。千とか億とか平然と言わないで。私は今をイルミと生きたい。一緒になりたい。だけどそれは！」

「お前たちの言う『一つ』とは違う。故ゆえに僕らは屈しない。この太陽系から出て行け！」

　娘たちの叫びを聞き――

　負けた、とティアマトは認めた。

　そこまでの想いなら、もう何を言っても何をしても曲がらない。曲げる意味がない。

　未いまだ戦せん闘とう力りよくではこちらに分がある。引きずってでも連れて行こうと思えば十分に可能だ。それでもティアマトは圧倒されている。何も言い返せない。

　彼と彼女がつむぐ価値観が新鮮で、聞き惚れた。人間にとっては当たり前の話なのだろうか。もしかしたらハイロードにとっても当然なのかもしれない。

　ティアマトには誰も教えてくれなかった。子育ての方法も、恋の仕方も。

　だから引き下がろう。自分に親の資格がないのだから。

「異相空間、展開――」

「――恋人たちオーデイナリー・の新世界ヴアージンロード！」

　六芒星が銀色の光で、太陽系の全てを包つつみ込む。

　そしてティアマトの揺籠は消えてしまった。

　旧世界が一新され、そして神のいない世界が作られる。




６




　キャロライナは暗黒の世界を漂ただよっていた。

　背景に星すらない。正真正銘の暗闇やみ。

　自分は死んでしまったのだろうかと不安になる。

　そもそも、あの戦いはどうなったのだろうか。

　無我夢中だった。正直、よく覚えていない。

　一つだけハッキリしているのは、戦いのさなか、イルミが自分に告白してきて、自分はそれに応えたという事だ。

　思い出すと顔が熱くなる。勢いとは恐おそろしい。

　しかし、そのイルミはどこにいったのだろう？

　何も見えない。

　まさか、もう会えないのだろうか。

「イルミぃ！」

　怖こわくなって、彼の名前を呼んでしまう。

　すると、目の前にボンヤリとした光が浮うかび上がった。

「イルミ？」

「いいや、悪いが違うぞ」

　現れたのは銀色の髪かみの少女だった。

　それを見たキャロライナは、自分に似ていると思った。顔も背格好も、そっくりなのだ。

　一体この人は誰なのだろう。どうしてこんなに懐かしいのだろう。

「誰？」

「ああ、この姿で対面するのはこれが最初か。私だよ、ティアマトだ」

　名を聞いただけで、キャロライナの細さい胞ぼうという細胞が臨戦態勢に入った。

「――ッ！　アンタ、まだやろうってのっ？　上等よ！」

「はやまるな。私は負けを認めるよ。太陽系から出て行く。もうお前を連れて行こうなどと思わん。人間と勝手に暮らすがいい」

　そう言ったティアマトの顔は、信じられないほど穏やかだった。キャロライナは、一人で興奮している自分を馬鹿にされているように感じてしまう。

「……信じろっての？」

「信じるも何も、私が勝手に出て行くだけだ。お前のようにワガママな娘むすめを連れて行っても、役に立たんからな」

　――娘。

　ティアマトは繰くり返かえしその言葉を口にする。実際、彼女からすれば、キャロライナはそういう存在なのだろう。

　キャロライナは、ティアマトが母親だと思う事はできない。だが、出て行くというのなら、最後くらい話を聞いてやってもいいと思った。

「出て行って、何をするの」

「さっきも言わなかったか？　復ふく讐しゆう戦だよ。私の両親を始めとする、ドラゴンズ・ハイロード一族の仇あだ討うちだ。太陽系の外は敵で埋め尽くされているだろう。だから、共に戦う仲間が欲しかった。が、お前はどうしても嫌らしいから、仕方なくアリスと二人旅だ」

「……それ、勝てるの？」

「勝てるさ。私を誰だと思っている」

「私とイルミに負けたくせに」

「勘かん違ちがいするな。負けてやったのだ。本気を出した私とアリスは、相手が誰であろうと完全勝利だ。案ずる事はない」

「別に、心配なんかしてないけど……」

「そうか。しかし、私はお前が心配だよ、フィーリア。いや、あえてキャロライナと呼んでやろう」

　今、人の名で呼ばれた。

　それはつまり、ティアマトが本当にフィーリアを諦あきらめたという意味だった。

　この三百億年、彼女が何をしてきたかキャロライナは知っている。その行いを肯定してやるつもりは全くないが、しかし、容易ならざる覚かく悟ごだった筈だ。

「キャロライナよ、本当に大丈夫なのか？　あのイルミという男は信用できるのか？　お前がどう思っても、ハイロードはハイロードだ。人間である奴と、本当に最後まで愛を貫けるのか？」

「しつこいわね。おせっかいよ。生半可な覚悟なら、そもそもここまで来れなかった」

「それもそうだな。確かに愚問だった」

　ティアマトは笑った。その顔が本当に優しそうに見えた。キャロライナは一いつ瞬しゆん、そこに母を見た。どこかで何かが違ちがっていれば、自分はティアマトを『お母さん』と呼んでいたのではないかと考えてしまった。

「……私の事より自分の心配しなさいよ。あのアリスと二人っきりなんでしょ？」

「うむ。実は少し心配なのだ。あの女は何をしてくるのか分からないからな。お前も気をつけろよ？　男は皆みな、狼らしいから」

「イ、イルミは大丈夫じゃないかな……ぁ？」

　キャロライナは、イルミが狼になって自分に襲おそいかかってくる光景を想像し、沸騰しそうになった。

「何を赤くなっているのだ？」

「べ、別に！　もう、出て行くんなら早く行ったらいいじゃないっ！　仇討ちなんでしょっ？」

「そうだな。そろそろ行くとするか。だが、その前に――一度くらい抱だかせておくれ。お前がどう思っていても、私にとっては娘なのだ。このまま行くのでは、流石さすがに寂しすぎるぞ」

「…………好きにすれば」

「そうか、礼を言う」

　ティアマトは両手でキャロライナを抱きしめて、頭に手を置いた。

　背はむしろティアマトの方が低いくらいなので、胸に抱く形にはならず、頭が肩かたの上にいってしまう。

　それにしても温かい。イルミに抱擁されるのとも違う。

「ああ、済まない。つい時間をとってしまった。さて、これで本当に最後だ。もう会う事もあるまい。さらばだ、我が娘キヤロライナ――」
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　ティアマトは腕を放し、キャロライナから遠ざかっていく。暗闇の中に消えようとしていた。

　もう行くのか。いや、確かに行けと言ったのは自分だが、しかしもう少しゆっくりしてもいいではないか。キャロライナはそんな妙みような事を考えながら、どうしても一言、言っておきたかった。

「――お母さん！」

　すると、ティアマトは目を見開き固まった。それから嬉しそうに微ほほ笑えんだ。

　その次の瞬しゆん間かんには見えなくなってしまったので、もうそれ以上の会話はなかった。




「いっ、るぅ、みぃ、くんっ」

　突とつ然ぜん、目の前にアリスが現れたので、イルミは反射的にその腹に拳こぶしを叩たたき込んだ。

「ぐえっ、えぐぅ……あれ？　私なんで殴なぐられたの……？」

「黙れ、それ以上近寄るな。なれなれしいんだよ。次は鼻の骨を叩き潰つぶす」

「待ってイルミくん。戦いはもう終わりよ。私とティアマト様は負けを認めるわ。もうキャロライナちゃんは諦めたから、そんなに怖い顔をしないでよ」

「だからといって、僕がお前と仲良くしなきゃいけない理由がどこにある」

「……イルミくんったら、本当に私の事が嫌きらいなのね。割とショックだわ。まあ、いいけど」

　などと言いながら、アリスには少しも残念そうな様子がなかった。

　もっとも、この女の真意を外見から読み取るなど不可能な話だ。常に疑ってかかり、話を全て右から左に聞き流すくらいで丁度いい。

「ところで、ここはどこなんだ」

　周囲一体、闇に包まれていた。アリスの服も黒いので、金髪と白い肌だけが浮かんでいるように見える。

「あは。ここはね。ティアマト様が支配していた旧世界と、貴方あなたたちが作った新世界の境界線。新世界の完成と同時に消えてなくなるから、あんまり気にしないで」

「新世界……やはり、あれは夢じゃなかったんだな」

「夢？　まぎれもない現実よ。イルミくんとキャロライナちゃんは、見事に私とティアマト様を打ち破ったわ。誇りなさい。三百億年に一度の奇き跡せきよ。この世界では、もう人間は餌えさじゃない。死んでも食べられる心配はない。転生したいならすればいいし、消えたいなら消えればいいわ」

　奇跡、といえば、まさにその通りだろう。

　アリスが五つのアーティファクトを用いて大五ご芒ぼう星せいを形成したのを思いだし、六つならより強力な魔法陣を作れるのではないかと咄とつ嗟さにやったのだ。それが偶然にも異相空間となり、ティアマトの揺籠かごを塗ぬりつぶしてしまった。

　結果的には勝利したのかもしれないが、はっきりいって出で鱈たら目めだ。

「アシュトは、どうなったんだ？」

　アーティファクトと化したあの子竜は、戦せん闘とう中、急にイルミの中に入り込み、勝利への方程式を告げ、そして黙り込んでしまった。

　彼かれがもともと、月のハイロードだったのは教えられたが、細かい話は何も分からない。

「さあ？　六つのアーティファクトは、貴方たちの異相空間と一体化してるし。太陽系のどこかにいるんじゃないの？」

「お前に聞いたのが間ま違ちがいだった」

「あは。酷ひどいわねぇ、そんなんじゃ女の子に嫌われちゃうわよぉ」

「僕はキャロライナさえいればそれでいい」

「きゃぁぁ！　熱々のラブラブね。その二人の愛が奇跡を呼んだんだわ！」

「……うるさいな。殴るぞ」

「あーん、イルミくんのいけずぅ。そういえば、さっき加齢臭とか失礼なこと言ってくれたじゃない？　もう黒幕ちゃんプンプンだわ。月に代わっておしおきよ。黒幕ちゃんドロップキィィィィック！」

「な――ッ」

　アリスは急に飛び上がり、イルミの顔面を両足で蹴った。不意の攻こう撃げきに反応できなかったイルミは、そのまま吹ふき飛び――
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　サクヤが見上げる中、夜空が爆ばく発はつした。

　そう表現するしかない光だった。

　目の前が真っ白になり、視力が奪うばわれるほど眩まぶしい。

　慌あわててマリィの目をふさぎ、自分も光から顔を背けて目を閉じた。しばらくして、恐る恐る瞼を開けると、元通りの暗い夜に戻もどっていたので、安心して空を見上げた。

　ところが、そこには綺き麗れいな満月が浮かんでいた。

「サクヤお姉ちゃん。あれ、変だよ……！」

　マリィの言うとおり、夜空に満月があるのはおかしい。

　あの月は砕くだけ散ちった筈はずだ。

　それに、戦っていた二体のハイロードも見当たらない。あんな大きなものを見失うわけがないというのに。

「違う……」

「え？」

「世界が違う」

　たんに月が元に戻っただけではなく、全体を取り囲む空気そのものが変わっているのだ。

　口では上う手まく言えないが――明らかに世界が優やさしくなっている。

「イルミ、キャロライナ……貴方たちがやったの？」

　空を見上げても、銀色の竜はいない。

　戦いが終わったという事は、つまり、そういう事なのだろう。

「サクヤお姉ちゃん、どうしたの？」

「あの二人が私たちを救ってくれた」

「二人って……イルミとキャロライナの事……？」

「そう」

　サクヤは改めて夜空を見上げる。

　きっと、あの星々のどれかが、イルミとキャロライナなのだ。

「貴方たちの事は忘れない。いつまでも――」

　すると、星のうち二つが急激に大きくなり、こちらに落下してきた。よく見ると、人の顔がついているように思える。しかも、どちらもよく知っている顔だった。

「うわあああああ！」

　二つの星は悲鳴を上げながら、サクヤの目の前に墜落し、噴煙を上げた。

　それをしばらく見つめたサクヤは、無視を決め込み、視線を空に戻す。

「いつまでも、いつまでも」

「サクヤお姉ちゃん！　二人とも目の前にいるよっ？」

「よく似た他人。イルミとキャロライナはお星様になって、私たちを見守ってくれている」

「え……そ、そうなの？」

　マリィは不思議そうな顔をしながら、墜落した二人に近づき、シゲシゲと観察した。

　すると、キャロライナによく似た方がガバッと起き上がり、大声を上げた。

「こらっ、サクヤぁぁあっ！」

「きゃあ！」

　マリィは驚おどろき尻しり餅をつく。

　キャロライナはそれに構わずサクヤに詰つめより、唾を飛ばしながら怒おこり始める。

「アンタ、私と思いっきり目が合ったでしょ！　落ちてくるのが分かったんなら受け止めてくれてもいいじゃない！」

「めんぼくない。感動の余韻に浸りたかったので、つい」

「う、うん？　良く分かんないけど、次からは気をつけてよ」

「分かった。次に宇宙から落ちてくる機会があったら、必ず受け止める」

　サクヤがそう応こたえると、キャロライナは微妙に納なつ得とくがいかないような顔をしたが、とりあえずそれ以上は何も言ってこなかった。

「それより、隣となりでイルミがまだ伸びている」

「う、うわぁぁぁあ！　イルミしっかりぃ！」

　キャロライナはイルミを無む理り矢や理り起こし、肩を激しく揺さぶる。

　イルミはすぐに目を開けたが、キャロライナはそれに気づかず、ずっと揺さぶり続けた。

「キャ、キャロライナ……起きたから！　僕ぼくは起きたから手を放してくれっ」

　イルミはハイスピードでシェイクされ、生命の危機に瀕しながら必死に訴えた。

「ああ、イルミぃぃぃ良かったぁぁあ！」

　キャロライナは涙なみだを流しながら彼に抱きつき、胸の中でわんわん泣き始めた。

　するとイルミは笑って、その銀色の髪を撫でる。

「マリィ……あの二人、どう見える？」

「え？　えっと……幸せそうかなぁ……」

「私が入り込む余地は？」

「……ないと思う」

　マリィに思いのほかハッキリと言われてしまい、サクヤは凄まじいショックを受けた。どんな激痛にも屈さないサクヤだったが、この時ばかりは泣いてしまいそうだ。

「どこか遠くに行きたい……誰もいない場所に……」

「サクヤお姉ちゃん、しっかりして！」

「マリィと二人で……」

「あれ、私も巻き込まれるの!?」

「マリィはツッコミ上手……それがせめてもの慰め」

「うぅ……サクヤお姉ちゃんのノリがつかめないよぉ」

　サクヤには分からない理由でマリィが泣き始めたので、ギュッと抱きしめてあげた。

「あれ、サクヤ。その子……」

　キャロライナは今いま更さらマリィを見つけ、じぃっと見つめてくる。

　マリィは恥はずかしがって隠れようとしたが、サクヤはそれを無理矢理前に出す。

　するとマリィは、おずおずと自己紹しよう介かいを始める。

「あの……マリィです。よろしく……」

「わけあって、私が面倒を見る事になった」

「そうなんだ。何だかよく分かんないけど、よろしくね」

「う、うん」

　キャロライナは遠慮するマリィの手を取って、強ごう引いんに握手してブンブン振ふり回まわした。

　そしてイルミもやって来てマリィと握手する。ここでもし頭を撫なでたりしたら殴ってやろうとサクヤは身構えていたが、不発に終わり、少々残念だった。

「あ、ところでサクヤ。アシュト知らない？」

「アシュトは……」

　サクヤは口ごもる。なにせ、あの子竜はマリィが惨殺してしまったのだ。隠かくしてもいつかバレてしまう事だが、勝利に沸いているキャロライナに悲しい思いをさせたくなかった。

　それに、マリィが悪者になってしまう。実際、言い訳できないし、償つぐないようもない。そんな心配をサクヤがしていると、足あし下もとの瓦が礫れきがガタゴトと動き出だした。

「ギ」

　と声を出して、緑の子竜が頭を出す。

「アシュトだぁ！」

　キャロライナは脳天気に叫さけんで、瓦礫の山からアシュトを引っ張り出した。

「もうこんなところに隠れていたのね。心配したんだから」

「ギギィ」

「だけど、ありがとね。アシュトがいなかったら、今頃ごろどうなってたか……」

「ギギ？」

「あれ。覚えてないの？」

「ギギギ」

「まぁいいや！　ちゃんと生きてるもんね！」

　そう言ってキャロライナはアシュトに頬ほおずりする。

　それをサクヤとマリィは唖あ然ぜんと見つめた。

　生きている筈がないのだ。アシュトは確かに、サクヤでも手の施しようがないほど死んでいたのだ。

「サクヤお姉ちゃん……どうなってるの……？」

「分からない。けど、素す直なおに喜ぶべき。それから、謝ればいいと思う。自分が殺した相手に謝あやまれるなんて、またとない幸運」

「うん。分かった！」

　マリィはアシュトに駆け寄って、その角の先をツンツン触さわる。

「さっきは、ゴメンなさい……」

「ギ」

「許して、くれる？」

「ギギ！」

「アンタ、アシュトに何かしたの？」

「う、うん……」

「ふーん。でも、アシュトは怒おこってないみたいだし、大だい丈じよう夫ぶよ」

「本当？　私……アシュトの友達になってもいい……？」

「全然いいわよ。あ、私とも友達になってよね！」

「――うん！」

「ギギィ」

　どうやら一件落着のようである。

　サクヤがマリィを我が事のように見守っていると、似たような視線をキャロライナに向ける男を発見した。

「イルミ。生しよう涯がいロリコンと後ろ指をさされる覚悟は決まったの？」

　そう質問すると、まず苦笑が返ってきた。それから――

「ああ、決まってるよ」

　清々しい笑え顔がおで言われた。

「まさしく変態の宣言。道を極めれば変態でもカッコよく見える」

「それはどうも」

　サクヤは割と本気で言ったが、イルミも割と本気で礼を言っているようだった。

　そして、遠くから大軍の足音が聞こえてくる。

　侯こう爵しやくたちが帰き還かんしたのだ。







エピローグ







　あれから二ヶ月が経たった。

　カエデとサキモリの活躍により秋しゆう鳳ほうはほとんど被害を受けなかったが、東方大陸各地の損害は調べれば調べるほど増大していった。

　秋鳳の軍は東方大陸の各地を巡り、生き残りを捜したが、都市が丸ごと全滅しているケースも多々あり、犠ぎ牲せい者の数がどこまで膨れ上がるか、未いまだ見当もつかない。

「カエデよ。一夜にしてこれだけ数を減らした生物を他に聞いた事があるか？　これはもはや、種として絶滅の危機に瀕していると言っても過言ではないぞ」

　報告を聞いたサキモリは深刻な言葉を放ったが、その割に平然としている。

　カエデの知る限り、サキモリが動揺したり狼狽した事はない。おそらく、自分が死ぬ間際でも超然としているのだろう――とカエデは勝手に信じている。

「ウツシヨ様……やはり、西方大陸も同じような有様なのでしょうか？」

「であろうな。捕とらえた曲くせ者ものいわく、アリスが全世界に刺客を放ったらしいではないか」

「そこで、どうでしょう。一度、西方大陸に調査団を送ってみるというのは」

「東方大陸の状じよう況きようすらろくに把握していないのにか？」

「それは……」

「ふむ。やはりカエデは、サクヤ姫の安否が気になるのだな」

「いえ！　そのような私情は挟みません。今の言葉は忘れてください」

　親衛隊隊長としての面子から、カエデは全力で否定した。

　無論、サクヤが気にならないといえば嘘うそになる。だが、サキモリの言うとおり、今は東方大陸の混乱を収めるのが先決だろう。

「カエデよ。嘘が見え見えだな。我を謀るつもりか？」

「め、滅めつ相そうもありません！　私はただ――」

「ただ、何だ。申してみよ」

「あの、その……」

「言えぬか。やましい気持ちがあるのだな。カエデは悪い子よのぉ。罰ばつを与えねば」

「ば、罰ですか!?」

　そしてカエデは、気が付くとタルの中に押おし込められて、身動きが取れなくなっていた。

「ウツシヨ様、出してください！　なぜこのような事をっ？」

「実はなカエデよ。我は東方大陸と西方大陸を、今よりずっと短い時間で行き来する方法を思いついたのだ。それを今から試す故ゆえ、お前が実験台になれ」

「そんな……いくらなんでもあんまりです。明らかに危険な香りが漂ただよっているではありませんか！」

「それは火薬の香りであろう」

「うわあああああ、嫌いやだああぁああぁぁあっ！」

「暴れても無む駄だだぞ。そのタルは我の魔ま力りよくで強度を上げている。お前の力でも壊せぬよ」

「どうして、どうしてですかウツシヨ様ぁぁあああああ！　私の事がそんなにも憎いのですかぁぁぁぁぁあっ！」

「何を言う。強度を上げねば、大気圏再突入で燃え尽つきてしまうではないか。可か愛わいいカエデを無防備に打ち上げたりするものか。では、導火線に火を付けたら秒読みを開始するぞ。心の準備は出来たな？」

「出来てません無理無理無理ィィィ！」

「一ヶ月もしたら迎えに行ってやるから、しばらく遊んでくるがいい。

　では――三、二、一――」

　カエデは走馬灯を見る。




　あれから二ヶ月が経った。

　マリィとサクヤは西方大陸の各地を周り、生き残りを捜す役目を負っていた。何せ、マリィがいくら改心しても、ガルツハーンの住民は破は壊かいして回ったその姿を見ている。ほとぼりが冷めるまで外遊してこいと、ヒロマーエ侯爵から直々に言われたのだ。

　しかし、いくら歩いても歩いても、見つかるのは廃墟ばかり。マリィは、自分がアリスの仲間だったという現実を改めて認にん識しきした。

　一歩間違えれば、マリィがこの廃墟を作ったのだ。サクヤが止めてくれなければ、自分がガルツハーンを廃墟にしていたのだ。

「……マリィ。また落ち込んでる？」

　サクヤは廃墟の町で振り返り、マリィの顔を覗き込んできた。

　先を歩いていたのに、どうして分かったのだろうか。

「大丈夫だよ、サクヤお姉ちゃん」

「ならいいけど」

　サクヤはそう言って、すぐにスタスタと歩いて行ってしまう。マリィはその後ろをついていく。

　この町に、人が残っている気配はない。

　この二ヶ月で、二十カ所ほどの町や村を回ったが、生き残りがいたのはたったの三カ所。それも合わせて百人足らず。

　サクヤの血龍で怪け我がを治してやったり、マリィの力で瓦礫を撤去したりと、一応は役に立てた。そして、ガルツハーンはほぼ無傷だと伝えてやると、彼らはそこを目指して旅立っていった。

　たったそれだけの事。残りの何万人かは死んでしまったのだ。

「マリィ。悔やんでもいいけど、前を向いて。立ち止まる権利を私たちは持ってない。歩いて行けば、まだ誰だれかを救える」

「……うん」

　こうして一いつ緒しよに過ごすようになって、マリィは初めてサクヤの凄さを理解できた。

　サクヤは結局のところ、人を殺した事がない。殺し回っていたのはジョスカンで、サクヤはそれを横で見ていただけ。それなのに、まるで全すべてが自分の罪であるかのように思い、罰を受けようとしている。

　実際に人を殺してしまったマリィより、よほど辛つらい思いをしている。その上で、こうしてマリィの手を引いてくれるのだ。

　マリィは未だ、自分の力だけで日の当たる場所を歩けない。サクヤの優しさに甘えなければ生きていけない。

　嫌になるほど弱い。

　だけど、今日を頑がん張ばって生きて、昨日より強くなる。明日はもっと強く。その次はもっと強くなる。そう決めた。そして、いつかサクヤを助けられるようになって、もっと沢たく山さんの人を助けられるようになりたい。

　目に映る人全てを助けたい。

「ねえ、サクヤお姉ちゃん……あそこに、タルに頭を突っ込んだままひっくり返って、脚あしをジタバタさせてる人がいるんだけど……？」

　廃墟の中の開けた一画。そこにそれは転がっていた。

「ウツシヨ様ぁ……ウツシヨ様ぁぁ……助けてください……うぅ……」

　タルの中から奇き妙みような呟つぶやきが聞こえてくる。まるで呪文のようだ。かなり怖こわい。近づきがたかった。

「あれは、多分、変態だと思う」

「へ、変態っ？」

「考えてもみて。二ヶ月前の騒動が原因で、ああなると思う？」

「……ならない」

「そう。あれは明らかに好きでやっている。変態とはそういうもの。邪じや魔ましちゃいけないから、先を急ぐ」

「そうなのかなぁ……？」

　いまいち納得のいかないマリィは、タルから生えた脚を横目で見ながら、サクヤと一緒に歩いて行った。

「おい待て！　その声はサクヤだろうっ！　誰が好きこのんでこんな真ま似ねをするか！　貴様、分かって素す通どおりしようとしているなっ……おい、おぉぉぉいっ！」




　あれから二ヶ月が経った。

　イルミはガルツハーンに残り、マルビナ・ヒロマーエ侯爵の補佐を務めていた。とはいっても、シャルライト王国そのものは既すでに崩ほう壊かいしており、侯爵という地位は無意味なものとなっている。

　マルビナ・ヒロマーエが女王となってシャルライト王家を継ぐか、あるいは新しい国を興すか、いずれは何らかの手段を講じなければならないだろう。

「侯爵、入りますよ」

「はいはーい、開いてるわよー」

　イルミは執務室のドアをノックして中に入る。

　すると侯爵はソファーに寝転がり、アメリアに背中をマッサージさせていた。

　アメリアが勤めていたワールド・ドラゴン・ギルドもその機能を失い、彼かの女じよは職を失ってしまった。そこを侯爵に拾われ、こうしてお付きのメイドとして働いているのだが、かなりこき使われているようである。

「うぅ……こんな事ならニーナさんと一緒に炊き出し係になったほうがマシでした……」

「文句言わないの。ほら、もっと力入れなさい」

「はい……」

「あ、そこそこ。くぅぅ、効くわぁ」

「ババくさい……」

「は？　アメリア、今、凄すごいこと言ったわね。メガネ割るわよ」

「ひぃぃ、ごめんなさい！　謝りますから、そんな地味な嫌がらせはやめてください！」

　アメリアと同じ感想を抱いだいたイルミは、口に出さなくて本当によかったと安堵の息を吐ついた。

「それはそうと侯爵。遠方の村や町から、続々と移民が集まってきています。今のところ食料は間に合っていますし、居住施設も急ピッチで作っていますが……いずれ限界が来ますよ」

「そうねぇ。どうしたらいいと思う？」

「やはり、首都を復興させるべきかと」

　シャルライト王国の首都メティアムは、国王を含めて人口のほぼ全てを失い、都市機能が崩壊していた。一方、建物は原形をとどめているものが多く、移民先としては申し分ない。

「うーん……でも、誰かがメティアムに赴いて指揮を執らなきゃいけないでしょ？」

「誰かって……侯爵が行けばいいじゃないですか」

「そしたらガルツハーンが空いちゃうじゃない」

「ガルツハーンはおおむね安定しています。誰でも代わりは務まりますよ」

「それで、私はメティアムで玉座に就くわけ？」

　侯爵はうんざりした声で言った。

「そうするべきだと僕は思いますが。嫌なんですか？」

「だって地方領主ですら面倒なのに、女王なんて今の十倍肩かたが凝るに決まってるわ。私が何の為ためにヒロマーエ家に嫁いできたと思ってるの。家を継ぎたくないからよ」

「そう言われても。現状、秩ちつ序じよだった組織はガルツハーンしかありませんし、その指揮権は侯爵にあります。肩書きが何であれ、責任は全て貴女あなたにかかってくる事に変わりはないでしょう」

「ああ、嫌だ。誰か変わってくれないかしら。いっその事、議会制にしちゃえば……そうよ、選挙やりましょう。民間から候補者を募って、そいつらに政治をやらせればいいのよ！　私は判子を押すだけ」

「西方大陸の被害状況を全て把握し、生き残った人々に安定した生活を与える目途がついてからなら、それもいいでしょうね。でも、今は政策に即効性が必要ですから。侯爵には是ぜ非ひとも独裁していただかないと」

「あー、聞きたくない。イルミ、貴方あなたって女の子をいじめるのが本当に好きよね」

「お、女の子？」

　ヒロマーエ侯爵の年齢は、もう四十近い筈はずだ。見た目が三十路手前でも、決して女の子と呼べる歳ではない。

「イルミもいい度胸してるわね。貴方がアメリアの胸を揉んだってキャロライナちゃんに言うわよ」

「揉んでませんよ」

「揉まれてませんよ」

　イルミとアメリアは同時に抗こう議ぎする。

「そういえば侯爵。そのキャロライナを知りませんか？」

　実はキャロライナも、この宮きゆう殿でんでメイドとして働いている。

　毎日ゴロゴロしているのは嫌だと本人が言い出したのだ。

　そして最初、ガルツハーン軍の剣術指南役になったが、誰もキャロライナの動きについて来れず、クビになってしまった。レベルが違ちがいすぎて、参考にならなかったのだ。

「キャロライナちゃんなら、どこかに逃にげていったわよ。いやぁ、ちょっと玩具おもちやにし過ぎたかしら。あの子、イジりがいがあるから、歯止めがきかなくなるのよね」

「……あまり虐めないでやってください」

　侯爵の身の回りの世話をするというのは、凄まじく忍にん耐たいを使うだろうと、イルミは容易に想像できた。なにせ、ティアマト相手に一歩も引かなかったキャロライナが逃げたのだ。

　そして、逃げたキャロライナの代わりにアメリアが犠牲になってくれている。

　悲劇は繰くり返かえされるのだ。

「あら嫌だ。傷心のキャロライナちゃんを優やさしく慰めてあげるのが貴方の役目でしょう。というわけで、捜してきなさいよイルミ」

「あ、イルミくん。ついでにボギーを見かけたら捕つかまえてきてください。あの子ったら、いつもいつも逃げ出して」

　ボギーというのは、アメリアが飼っているサラマンダーの事だ。

「分かりました。そう都合よく見つけられるとは思いませんけど」

　イルミは苦笑しつつ、執務室をあとにした。




　宮殿の庭を歩きながら、イルミは左ひだり腕うでを動かす。

　ティアマトとの決戦以来、彼女の声が聞こえなくなった。銀色の力も使えなくなった。

　左腕の意思とは幾いく度ども言葉を交わし、信しん頼らい関係すらあったのに。その声が急に聞こえなくなったのだから、イルミとしては心配である。

　その事をキャロライナに話すと、「多分、大丈夫だと思う……なんとなくだけど」と返された。いい加減な答えだとも思ったが、イルミの左腕はキャロライナの細さい胞ぼうから出来ている。もしかしたら、どこかで繋がっているのかも知れない。

「あ、いたいた」

　小さな湖の畔に、赤いドラゴンが寝そべっていた。フレイム・ドラゴンである。

　その背中から、銀色に光る絹糸のようなものが見えたのだ。

　イルミは走って近づき、いびきをかくフレイム・ドラゴンの背中によじ登った。

　すると案の定、メイド服を着たキャロライナが、大の字になって昼寝をしていた。そして、その傍らにはアシュトもいた。

「ギギ」

「やあアシュト。起こしちゃったかい？」

　イルミの気配を感じたのか、アシュトは目を開けて起き上がる。

「しかし、キャロライナは全然起きる気配がない……本当に剣けん士しなのか……」

「ギギギ」

　そうやってキャロライナの寝顔を見つめていると、カサカサと黒い影かげが横切った。トカゲのような形だが、微妙に違う。

「ボギーっ？」

　するとアシュトがサッと手を伸のばし、少女の顔面を這うサラマンダーを捕まえようとした。が、ボギーは素早く避よけ、草むらの上に飛び降りる。

「ギ！」

　アシュトはそれを追いかけて、テコテコと走り去っていく。

「あの二匹ひきは相変わらず仲がいいなぁ」

　あっという間に見えなくなってしまった。アメリアには、ボギーなんて全然見かけなかったと言い訳しておこう。

　それから再びキャロライナに目を向ける。スヤスヤと寝息を立てる彼女を見ていると、イルミの中にある欲求がわき上がってきた。

　バレたら殴なぐられるだけでは済まないだろうが、キャロライナが可愛いのが悪いのだ。

「――誰もいない」

　周囲を見渡し確かく認にんすると、イルミは彼女へ顔を近づけていった。

　互たがいの唇くちびると唇が触ふれ合いそうになった――その刹那、キャロライナの目が開いた。

「うおぉっ！」

　イルミは驚おどろいて身を引く。

　キャロライナは寝惚けまなこのままアクビをし、気だるそうに体を起こした。

「うぅーん……むにゃむにゃ……あ、イルミだ……おはよう……」

「お、おはよう」

　あと、わずかだったのに。あと三秒眼めを覚ますのが遅おそければ、イルミの野望は達成されたのに。

　こんなに残念な気持ちになった事はない。もう、今日は一日、何もする気がしない。

「ねぇ、イルミ。今、私に何しようとしてたの？」

　キャロライナはイルミをジィィと見つめてきた。寝起きのくせに、しっかりと見ていたようだ。

「別に、何も」

「むー、嘘吐き。何か残念そうな顔してるわよ。私が起きなかったら、変な事しようとしてたんでしょ！」

「うん、まぁ、そうだね。してたよ」

　そう応こたえると、キャロライナはほのかに顔を赤くし、機嫌悪そうに唸った。

　はたして殴られるのだろうか蹴られるのだろうかとイルミが身構えていると、彼女は予想外の行動に出た。

「私、二度寝するから！」

「はい？」

「だから、もう一回寝るの！　天気いいし、絶好のお昼寝日和よ。で、でも、私が寝ねてるからって、変な事の続きしちゃ駄だ目めなんだからね！」

　などと言いながら、仰向けに転がり、目をギュッと閉じる。

　イルミはもう一度、周りに誰もいないのを確認する。

「キャロライナ、寝たかい？」

「寝てるわよ！」

「そうか。じゃあ、何をしても大だい丈じよう夫ぶだね」

　覆おおい被さり、そして――
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断章　まだ終わらない







　――そしてティアマトは、自分の上に覆い被さっていたアリスの腹を蹴飛ばした。

　アリスは放物線を描えがいて飛んでいき、木の枝にぶつかって地面に落下する。

「全く、お前ときたら、何時間続けるつもりだ。ふやけてしまうだろう！」

「あは。そう言うティアマト様だってまんざらじゃなかったではありませんか」

　アリスはたんこぶをさすりながら、這うようにして近づいてくる。霊体のくせにこぶができるとは実に不思議な話だ。

「知るか。私が昼寝をしていたら、お前がいきなり舌を入れてきたのだろうがっ！」

「ですが、そのあと何時間も抵てい抗こうしなかったじゃないですかぁ。それにさっきからずっと夜ですわ。お昼寝の時間ではありません」

「ぬかせ。宇宙に昼も夜もない」

　ティアマトはふてくされた顔でアリスを一瞥し、すぐに立ち上がってその場をあとにした。

「あぁん、ティアマト様、お待ちになってくださいまし」

　アリスはニヤニヤ笑いながら追いかけてくる。

　二人の頭上には森があり、その上には星空が広がっていた。

　ここはリンデン島である。ただし、星フイーリアの上ではない。

　リンデン島が載っているのは、銀色の巨体フイーリアの上だった。

　現在、太陽系の外を目指し、オールトの雲の中を航行中なのだ。

「エッチナ事、終ワッタ……？」

　フィーリアの声が頭の中に響ひびいてくる。

「あらあら、フィーリアちゃん。私とお母さんの濃厚なキスを見てなかったのぉ？　これも社会勉強だと思って、マジマジと見てればよかったのに」

「エ……ソウイウノハ、チョット……」

「照れちゃって可愛いぃ」

「おい、フィーリア。このアホを振ふり落とせ。本格的に邪魔だ」

「ティアマト様のいけずぅ」

　今の状じよう況きようは、ティアマトにとっても想定外だった。

　キャロライナはイルミと共に過ごす事を選せん択たくし、ティアマトはそれを許した。よって、外宇宙にはアリスと二人きりで行く筈だったのだ。

　ところが、イレギュラーが登場した。

　イルミ・ミルウィックの左腕である。

　その左腕はハイロード細胞から作られていた。つまり、ティアマトの血を引いた細胞である。そこに宿った意志は、第二のフィーリアと呼ぶべき存在であり、そして左腕の意志自身も、ティアマトを母と認識していた。

「ティアマト様と二人っきりで外宇宙に新婚旅行だと思っていたのに、子供同伴なんて少し残念ですわ。フィーリアちゃんの目が気になって、ティアマト様に手を出せません」

「ダカラ私ハ見テナイシ……ソレニ、タッタ今シテタデショ……」

「あは。今のは軽いスキンシップよ。あのくらいじゃ、マリィだってイカないわ。ふふ、折角だから本気を出だした私がどんなに凄いか、実演して見せましょうか」

「ヤッパリ、私ガ見テルカドウカハ関係ナイ……」

　アリスがくねくねと気持ち悪い動きをしていたので、ティアマトは嫌悪感丸出しの顔で睨んでやった。

「二人っきりなどとよくも言えたものだな、アリス。私がお前を食ったときから、お前の魂たましいに妙な男がくっついていたぞ？　どうやっても剥はがれないからそのままにしておいたが……あれは何なのだ？」

「ああ、あの子の事ですね――」

　何やら照れくさそうに、アリスは自分の腹部に手を添え、優しく撫なでた。

「彼かれは私の執事です。いずれ役に立つときが来るかも知れませんから、同行する事をお許しください」

「別に駄目だとは言っていないぞ。むしろ、こんなところまでついてくる根性に感心しているくらいだ」

　予想に反して大所帯になってしまったが、それを楽しむ余よ裕ゆうがティアマトにはあった。

　これから決戦に挑もうというのに、自分でも不思議な感覚だった。

　おそらく、全てはアリスのせいだ。

　アリスと一緒にいると、心が安まる。何が起きても、二人でなら大丈夫だろうと思えてしまうのだ。

「――モウスグ、オールトノ雲ヲ出ルヨ」

　フィーリアが告げる。

　三百億年前に散っていったハイロードたちの亡なき骸がらも、ここから先は守ってくれない。

　実のところティアマトも、敵の勢力がどれくらいなのか、ほとんど知らなかった。

　ただ、今の自分より遥はるかに強かった母たちが、よってたかって殺されたという結果だけを知っている。

「ティアマト様。震ふるえているのですか？」

「……うん。正直、恐おそろしい。お前は何が待ち受けているか知らないから、気楽でいいよな」

「あは。では、私の無知が通用する間だけでも、慰めて差し上げます」

　アリスは微ほほ笑えんで、ティアマトの手を握ってくれた。

　それはとても温かかった。

「なるほど、こうしていれば安心だな」

「はい」

　そして、オールトの雲を抜ぬける。

　瞬しゆん間かん、視界一いつ杯ぱいに、赤い星が散らばった――否いや、星ではなく、生物の眼。

　全天が敵で埋め尽くされている。

　黒い背景をよく見れば、不定形の何者かが無数に蠢き、その赤い眼を輝かがやかせていた。

　数えるのも馬ば鹿からしい。見えている範はん囲いだけで兆を超こえているだろう。更さらに奥おくにもいるに違いない。

「ティアマト様、これが……」

　アリスは絶句していた。それを見てティアマトは喉のどを鳴らす。

「何だ、今度はお前が震えているのか。安心しろ。想定していたよりも幾分かマシだ。私は共に戦う仲間が欲しくてクレイドルを作り、そして予定通りフィーリアが生まれた。その上、お前という至高の伴侶まで得たのだ。この面子で挑めば、何者にも負ける気がしない。お前はそう思わないのか？」

「……あは。つまり、ティアマト様には私が必要――という事ですね。仕方がないので、私がそばで支えて差し上げましょう。ああ、それにしても何と数が多い。雑ざ魚こほど群れたがると言いますが、それにしても宇宙全土を埋め尽つくすなんて、小心者の集まりなのですね」

「言ってやるな、敵が可か哀わい想そうだ。何せこのティアマトとアリスとフィーリアを相手取るのだぞ。無量大数集めても心細いだろうさ」

「ええ、ですが――私たちが遠慮する理由はどこにもありません」

「全くだ。速やかに一掃するとしよう。そのまま子連れで新婚旅行と洒落込むのも悪くない。フィーリアよ、覚かく悟ごはいいか？」

「私ハ、イツデモ大丈夫」

「よく言った。それでこそ我わが娘むすめ」

　ティアマトは錫しやく杖じようを構える。同時にアリスはウィル・オ・ウィスプを並べ、フィーリアは口を大きく開ける。

「では、奴やつらに私たちの愛を叩たたきつけてやろう」

　白銀竜王の物語は太陽系を超え、宇宙の地平線を突き抜けた。
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アリス「ティアマト様、ティアマト様。起きてください！　寝ている場合じゃありませんよ」

ティア「うん……？　何だ、アリス……まだ朝じゃないぞ……」

アリス「もう、寝ね惚ぼけないでください。さあ、シャキッとして、これを読み上げてくださいな」

ティア「ああ……なんだ？　えーと、お陰かげ様さまで〈白はく銀ぎん竜りゆう王おうのクレイドル〉も無事に最終巻を迎えました。応援してくださった読者の皆様、担当のＮさん、イラストレーターのぽんじりつさん、その他ご協力頂いた全ての方々に厚くお礼申し上げます…………何だこれは。まるで完結するみたいじゃないか」

アリス「みたいじゃなくて、六巻で終わりですよ？　そう書いてあるじゃないですか」

ティア「いや、待て！　急にそんなことを言われても困るぞ。まだやってないことがあるだろうに！」

アリス「え、そうでしたっけ？　物語の決着はついていると思いますが……」

ティア「そんな事はない筈だ……ほら、あの伏線を回収してないぞ。日本全国ラーメン食べ歩き編とか」

アリス「そう無理に話を引っ張らないでください。もう終わるんですから、ジタバタしたって無む駄だですよ」

ティア「ジロリアンと戦いたかったのに……」

アリス「何バトルですかっ？　私たちはこれから爆発音が『ドワォ！』な世界に殴り込みかけるんですから、食べ過ぎて動けなくなったらシャレになりませんよ」

ティア「そのネタ分かる読者いるのか？」

アリス「さぁ……」

ティア「まあ、いいか。ところで、ジョスカンはどこに行ったんだ？　何だかんだで、あとがきには毎回出ていただろう？」

アリス「選挙の準備で忙しいんじゃないですか？」

ティア「そう言えば五巻でそんな事を言っていたな。何党から出るんだ？」

アリス「公約がティッシュの箱に関する事しかないので、ティッシュ党じゃないんですか？」

ティア「あいつ、そんなにティッシュに執着してるのか……何かヤダな」

アリス「ほら、精神的に十四歳なので、ティッシュの消費量も十四歳並なんですよ、きっと」

ティア「なるほど。ところで、もう最後のページなのだが、どうしたらいいと思う？」

アリス「さぁ……言いたい事は本編で言い尽くしてしまったので」

ティア「だな。というわけで、ここまで付き合ってくれた読者諸しよ君くんには本当に感謝している。また会う機き会かいがあったらよろしく頼むぞ」

アリス「皆、読み終わったからってブック○フに売りにいったりしないでね。それじゃ、ばいばーい」







[image: ]







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


ツガワトモタカ先生／ぽんじりつ先生
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